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序

文化財の保護を適切に行うには、所有者の深い理解と市民の協力に合わせて、地方公共団体

の積極的な処置が必要とされております。

文化財には幾多の種別がありますが、 その中でも当市内に所在する1. 200ヵ所を越える埋蔵

文化財の包蔵地と古墳の保存については、 その保存すべき地域が広く、所有権• 財産権等があ

り、これら文化財の保護・保存には、大変困難な問題が存在しております。 このため、特に関

係者の協調的なご理解と、建設的なご協力をいただかなければ、これを全うすることができま

せん。

特に埋蔵文化財包蔵地については、緊急かつ重要な開発ないし地域の著しい人口増加、社会

の急激な変化等の諸事情から、保存と開発との調整を図らなければならないものもあります。

本書は、次に掲げる遺跡について、 それぞれに説明するような事由により、 開発が行われる

ことになり、いずれも教育委員会において協議が重ねられ、避けられない緊急の事態から、記

録保存することが決められ、 その調査の結果を、「長野市の埋蔵文化財」第9集として刊行した

ものであります。

1. 若槻の徳間遺跡

周辺団地の急激な増加から、徳間小学校を新設することになったものである。

2. 清野の四ツ屋遺跡

清野小学校の校舎と同校プー ルの建設および既存保育園の統合により、同地へ清野保育

園を新しく建てることになったものである。

3. 塩崎遺跡群

塩崎小学校は、現在遺跡群の中にあって、 その中で管理棟の老朽化に伴い、改築するこ

とになったものである。

発掘調査は、当市が委託した長野市遺跡調査会が当りましたが、現地において実際に担当し

ましたのは、同調査団の構成者であります。

本書により教育・文化・学術・研究等の各分野において、悠久な古代人の実生活の 一端を知

ることができると共に、遺跡・遺物等の保存への関心を、一層高めていただけるならば幸甚の

いたりであります。

いま、この報告書を眼前にして、記録保存の使命に徹し、各遺跡において精進努力された長

野市遺跡調査会• 同調査団の方々、ならびに現地3ヵ所において、発掘調査に限りない情熱を

傾けて、ご援助やご協力をいただいた地域の多数の皆さんに、また関係機関のご理解とご配應

に対し、衷心からお礼を申し上げます。

昭和55年3月

長野市長枡l 原 正 之



序

近年当市では、 埋蔵文化財の発掘調査を年々3ヵ所以上行ってきておりますが、 昭和54年度

は特にその個所数が多く、 従って発掘調査関係者のご努力はもとより、 現地の方々の多大な配

慮とご協力をいただいてきました。

遺跡を発掘調査するには、 当然記録保存することを、 唯一の前提として実施されますが、 当

教育委員会では既に 8 冊の報告書を刊行いたしました。 本書はそのあとを受けて、「長野市の埋

蔵文化財」第9集として、 公刊したものであります。

ここへ収めた埋蔵文化財発掘調査の対象となった遺跡は、 市内の東北部若槻に位置する徳間

遺跡、 南部の千曲川の南側、 妻女山の尾根を西に仰ぐ位置にある四ツ屋遺跡、 ならびに西南寄

りの千曲川と篠ノ井線のほぼ中央に所在する、 塩崎遺跡群の 3 遺跡であります。

まず、 徳間遺跡は徳間小学校の建設に伴うものであり、 四ツ屋遺跡は清野小学校の校舎と同

校のプー ルならびに清野保育園の各建設によるものであります。 また塩崎遺跡群は、 同群のう

ち塩崎小学校地点にあたる第 3 次の発掘調査で、 同校の改築によるものであって、 いずれも緊

急かつ社会的要請の強い要因に碁づく発掘調査であります。

発掘調査は、長野市教育委員会から委託を受けた、長野市遺跡調査会があたりましたことは、

従前通りですが、 3遺跡の発掘調査結果は、 文化や学術上の一拠点となり、 さらに価値に富む

内容となって、 本書へそれぞれ収められました。 このような次第で、 この報告書により、 各遺

跡の特徴・出土遺物の状況• その時代背景などを知ることができるでしょう。

本書が広く関係者に利用されることはもちろん、 教育・学術・研究などの分野において、 じ

ゆうぶん活用していただきますとともに、 古代の一時期における文化発達のあとをきわめるこ

とができますならば、 非常に幸いであります。

終りに、この報告書の刊行にあたり、 長野市遺跡調査会、同調査団の団長・ 調査員の皆さん、

ならびに各地域において、 発掘調査の円滑な遂行のため、 配感や諸連絡にあたられた多くの協

力者、 また直接現地の発掘調査に本腰を入れられ、 きびしい炎天にめげず汗を流して、 ひたす

ら記録保存の成果を期せられた多数の人々に、 厚くお礼を申し上げます。

昭和55年3月

長野市教育委員会教育長
長 野市遺跡調査会 長 中 村 博



凡 例

l 調査及び調査報告書にたいする指針は、 各調査遺跡報告の前に例言として

記した。

2 各調査遺跡報告書の執筆は、 各調査員の独自性を生かし、 一部報告書の統
一性をはかるため手直した所もあるが、 そのまま提示してある。

3 遺構番号については、 検出順に付すが四ツ屋遺跡· 塩崎遺跡群のみ、 その

煩雑を避けるため、 調査順に一連番号とした。
4 名称については、 住居址をSB、 土砿をSK、 溝址をSDと記し、 各遺構

との混乱を避けるため、 住居址及び堅穴状遺構、 建物址に号を付し、 他は遺

構名のあとに番号を付した。

尚遺構名については、 種々説があるが従来の表現によった。
5 遺構図・遺物図は執箪者及び整図者の意向により縮尺が異なっている。 図

中の尺度を参考にされたい。
6 遺物図中、 四ツ屋遺跡（清野小学校フ

゜ー ル地点）のみ、 断面を塗り潰すこ

とにより須恵器を、 白抜きのものを土師器と表現した。 他の遺跡・調査にお

いてはロクロ目の表示により須恵器• 土師器を別けている。

7 同図中復元可能なものを鎖線で表現し、赤色塗彩されるものは淡朱色点で、

黒色処理されるものは小黒点で表し、灰釉陶器には施釉範囲を細線で表示し、

方向を↓ で表示した。 また青磁陶器については施釉の厚さを白抜きにした。

8 石器等の使用痕力渭窟認できたものは、 その範囲を矢印で表した。
9 鉄器の実測にあたっては、 錆を除いた後の形態を示し、 不明な点は現状を

そのまま図化した。

10 地図等については、 長野市が国土地理院承認のものを使用した。



例 言

1 本書は長野市・長野市教育委員会と四ッ屋遺跡調査会•長野市遺跡調査会と

の埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書に基づいた緊急発掘調査報告書である。

2 調査は昭和51年度に清野 小学校舎改築地 （第1次）、昭和54年度に清野 小学校

プー ル地（第 2 次）•清野 保育園地（第 3 次） を実施した。

3 本書は調査の性格から、 それにより検出された遺構・遺物を主 に提示するこ

とを主眼においた。尚遺物の計測等の詳細は（各次調査章）末に表にして記した。

4 本報告書をまとめるにあたり、 第1次調査の遺構図は矢口が整図し、 遺物の

実測を森山があたり、 整図を宮下が行なった。 第2次調査のそれは星 を中心に

詢査員全員であたり、 第3次調査の遺構整図は小林 （秀行）が行い、 遺物実測は

青木（和） ・奈須野•石上・小林•直井があたり青木（和）•石上が整図した。

5 遺構写真は第1次調査で小林 秀夫、 第2次調査で 星 、 第3次調査で矢口が主

として担当し、 遺物については第1 · 3次のものを竹内が、 第2次を星が行っ

た。

6 土器の拓影は第 2 次のものを星が、 第 3 次を奈須野が主として担当した。

7 各章・節·目の執筆は、 各調査員の担当遺構カ ー ドを基礎に調査員協議のも

とに行い、 文責を文末に記した。

8 出土図示土器（遺物） 一 覧表の作成は、 第1次を直井•青木（和）が、 第2次を

星が、 第 3 次を直井•青木（和）が担当した。

9 遺物や調査によって得た諸記録は、 個人記録をのぞいて、 長野市教育委員会

で保管してい る。

10 本書の編集、 印刷関係の業務は長野市教育委員会 で行った。
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第 1 章 遺跡固辺の環境

第 1 節 地理的環境

四 ツ 屋遺跡は 長野市松代町清野地籍 に あ る 。 東 西の 山 間地 を 縦貫 し 、 各 山 系 突 出 部 に ぶ つ か

り 蛇行 し な が ら 流下 し て き た 千曲 川 は 、 更埴地方 に 広 い 沖積地 を 形成 す る の で あ る が、 長野市

篠 ノ 井 に 至 る と 、 犀 川 の堆積 に お さ れ い ま ま で南北で あ っ た 流路 が、 大 き く 屈 曲 し 東西方向 に

な り 古 く は 東 の 山 系 山 麓 を え ぐ る よ う に し て 流 れ て い た 形跡 が あ る 。 ま た 松代 に 至 る と 、 松代

扇状地 を 形 成 す る 神 田 川 等の押 し 出 し に よ っ て 再 び流路 を 南北 に と る よ う に な る 。 四 ツ 屋遺跡

は こ の 東 西流路 の 範 囲 に 入 る 位置 に あ る 。 こ の地 は 妻 女 山 と 象 山 が 突出 し 、 内 懐 が広 い 弯入 し

た地形 に な る 。 こ の た め 、 犀 川 の堆積 に お さ れ た 古い 千 曲 川 は こ の壊 の 山 麓部 を ぬ う よ う に し

て 流 れ 、 現在 三 ヶ 月 湖様の湿地 を 残 し 、 蓮 田 • 水 田 と な っ て い 、 ま た 長野電鉄河東線の北側 は

比高差 l m 以 上 あ り こ こ も 千曲 川 の流路 の 形跡 が あ る 。 こ れ ら に か こ ま れ た 東 西約 1. 7 km、 南

北最 大 巾 約 450 m の帯状の 自 然堤防の微高地 に な る 。 尚 こ の 自 然堤 防 は 千 曲 川 の右岸松代城跡、

松原 、 大室へ と 続 く も の で あ る 。 こ の微高地 を 詳細 にみれば、 北 か ら 南 に 緩 く 傾斜す る よ う で、

遺物の 散布 も 北側 か ら 採集 さ れ る 量 が 多 い 。 土 質 は 全体 に 砂質地で、 遺跡全体は宅地 を 除 き す

べ て 畑地 と な る 。

調査地は こ の遺跡西端 の 妻 女 山 東側 に 位 置 し 、 標高 352. 9-351 . 2  m の 範 囲 に あ り 、 南側の

後背湿地 で 350m を 測 る 。 後 に 大 き な 蓮池 （ 田 ） と よ ば れ る 湿地 が残 り 、 生産地 を ひ か え た 絶

好の位置 に あ る と い え る 。

第 2 節 歴史的環境

真田十万石の城下 を ひ か え 、 中 ・ 近世 で は 陰 に お し や ら れ た 感 が あ る が、 考古学的 に み れ ば

重 要 な 遺跡 が あ り 、 ま た 注 目 さ れ る 遺物 が 多 い 。 こ の遺跡は弥生時代後期の箱清水期 に な っ て

大展 開 を も た ら す よ う で、 そ の 資 料 に つ い て は 数 々 の 報 文 が あ る 。 こ れ ら は そ の ほ と ん ど が調

査地周辺の も の で、 こ れ に 後続す る 遺 物 に も み る べ き も の が あ り 、 古墳時代初頭 に 編年 さ れ 、

ま た 畿内 ・ 東海系 の 土 器 が出 土 し て い る 。 遺構 ・ 遺跡 と し て は 、 調査地 と す ぐ 近接 し 、 埴輪円

筒列 を め ぐ ら し 、 径20 m の 円 形周 溝 を 有 し 、 古墳 と い う よ り も 周溝墓 • 台状墓 と 考 え る 説が有

カ で あ る 四 ツ 屋祭祀 （ 古墳） 遺跡、 そ し て 西側 に は 時代 を遡 る が、 布 目 圧痕瓦 を 出 す道島廃寺址

があ り 、 古代行政 ・ 文化 の 中 心 に か か わ り の あ っ た地と も 言 え る 。 た だ 松代沖積面 を 前面 に し て

古式古墳 に 白 銅鏡片 及 び伝滑石 製 刀 子 2 点 が出 土 し た 径33 m の 舞鶴 山 第 1 号 古墳、 及 び長 軸40, 8 

m の 前方後円墳形態 を 呈す る 同第 2 号 が想定 さ れ て い る が、 こ れ は 象 山 山 系 を 越 え た 東側 に あ
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り 、 こ の 四 ツ 屋遺跡 を 対 象 に し た も の と は 思 え な く 、 む し ろ 伝承 も 根拠 も な い の で あ る が、 妻

女 山 古墳 に み る と お り 、 そ の 下段の 上杉謙信の 陣 を 張 っ た地点 に あ っ た 可能性 があ る の では な

い か と も 考 え て い る 。 近辺 に あ る 古墳 に 清野古墳 が 2 基確認 さ れ て い る 。 こ れ は 妻女 山 か ら 東

第 1 図 四 ツ 屋遺跡 （調査地） 周辺図
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不 明 で あ る 。 あ る い は こ れ が古式古墳 の 範 峰 に 入 る も の と も 考 え ら れ る か ら 、 意外 と 古い も の

か も し れ な い 。 い ずれ に し て も 興味 を そ そ る 古墳 の あ り 方 で あ る 。 （ 矢 口忠良）

第 2 図 調査地周辺地形図

l 、 清野小学校校舎地点

3 、 消野保育園地点
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2 、 同 校 プー ル地点



第 2 章 清野小学校校舎地点 の 調査

第 1 節 発掘調査の経過

1 経過

長野市 ・ 長野市教育委員 会 が進 め て い る 老朽校舎の改築事業 に は 、 第 1 の 要 件 と し て 老朽校

舎 の 解消 に あ る が、 背景 に 市街化 、 団地化 に 伴 う 児童増 が あ る 。 こ の 清野小学校の対象 と す る

通学区 は 千 曲 川 沖積地 に は珍 ら し く 、 純農村地域で、 旧岩野村 • 清野村 の 2 村 があ た る 。 こ の

地 は 第 1 章 でみ ら れ る と お り 、 古 く か ら 長芋の収穫 及 び深耕 に 際 し 遺物 が集 中 し て 出土 す る こ

と が知 ら れ て お り 、 ま た 学術上著名 の遺跡で あ っ た 。 こ の 改築計画 で は 半永久的 な も の で、 地

下 に埋蔵 さ れ る 文化財が破壊 さ れ る 恐れ がで て き た た め 、 担 当 の学校施設課 と 協議 を 重 ね 、 緊

急 に 発掘調査 を 実施す る こ と に し た が、 こ の年更 に 学校改築地 の 三 輪小学校遺跡の 第 2 次調査

も 予定 し な け れ ば な ら な か っ た 。 こ れ ら の 事業 は エ 期 が限 ら れ 、 ま た 同 一期 間 の 工事発注で あ

っ た の で、 初 の 試み と し て 同 一時期、 2 遺跡同時調査 を 計画 し な け れ ば な ら な か っ た 。 幸 い 調

査期間 が、 調査員 の先生方 及 び学生 の夏休み に あ た っ て い た た め 、 急 ぎ調査会 を 結成 し 、 三輪

小学校遺跡の 団 長 に 米 山 ー政先生 を お願 い し 、 本調査団長 と し て 森嶋先生 に 依頼 し 、 こ れ に よ

り 二班 を編成 し て 調査 に か か る こ と に し た 。 調査期 間 は 昭和51年 7 月 25 日 か ら 8 月 1 2 日 と し 、

作業員 に 学校施設課 を と お し て 、 P T A の 会員 へ協 力 を お願 い し 、 器 材 の 調達 ・ 配分作業 を 行

い な が ら 本格調査へ対応 し た 。

2 調査 日 誌

7 月 17 日 青少年の 家 に て 、 三 輪小学校遺跡調査団 と 合同 で調査団会議 を 開 き 、 調査体制 を

整 え る 。

7 月 23 日 - 24 日 旧校舎の解体 が終 わ り 、 本 日 よ り 表土除去 を プ ル ト ザ ー に て 行 う 。 ま た 除

去土集積地 を 調査予定地西側 に 求 め た た め 、 そ の 下 は 調査未 了 で あ る 。

7 月 25 日 森嶋団長参加の も と に結団式 及 び調査 に 際 し て 「本調査は 学術調査で あ る こ と 、

怪我 を し な い よ う に 、 そ し て 仲 よ く 」 と の 諸連絡、 注意説明 を 行 い 本格的調査 に 入 る 。 南北軸

を 主 に 3 m グ リ ッ ト を 設定す る 。

7 月 26 日 - 31 日 昨 日 設定 し た グ リ ッ ト を 東端 か ら 順次千鳥 に あ け遺構の存在 を確認す る 。

7 月 27 日 遺構発見順 に 番号 を 付 し 、 周辺の グ リ ッ ト を 調査後 グ リ ッ ト を 拡張 し 、 遺構 プ ラ

ン の 追 求 を 行 い 、 第 1 号住居址 よ り 調査 に か か る 。 こ の 周 辺 に ピ ッ ト 群 が 散在す る 模様。

7 月 28 日 第 2 · 3 - 5 · 7 号住居址周辺の拡張 と プ ラ ン を 露呈後、 第 2 · 3 · 5 · 7 号住

居址の調査 を 開始 す る 。 こ の 時番号 は付 し て な か っ た が、 土t広 1 よ り 人骨頭部 を 発 見 し 、 大 さ

わ ぎ に な る 。 第 1 号住居址完掘 し 、 写真撮影 • 実測作業 を 行 う 。

- 4 -



第 3 図 遺構分布図



7 月 29 日 昨 日 と同様作業を行う一 方新たに第 6 · 8 号住居址及 び周 辺の ピ ッ ト 群の調査に

かかる。 第 3 · 5 · 7 号住居址完掘後写 真撮影 ・ 実測を行う。 土t広 1 の人骨は伸展 葬にて 1 体

分ある模様。 収納施設プ ラ ン の追求を行な っ た結果楕円形の浅い落ち込みが認められた。

7 月30 日 西方の グ リ ッ ト 調査を進めると西端付近を除 き 全面に遺構が認められるようであ

っ たので、 全面の覆土を除去する方針を決め、 昨 日 からの調査を継続 し ているものを除 き 他の

者全員でこれにあたる。 第 2 · 6 · 8 号住居址完掘 し 、 写 真撮影 • 実測作業を行う。 人骨鑑定

について信大医学部西沢技官に調査を依頼する。

7 月 31 日 昨 日 に引 き 続 き 調査地覆土の除去を行うも、 雷雨があり、 一輪 車による運搬は困

難を極めたが、 遺構面は砂地であ っ たので調査には そ れ程影響がなか っ た。 第 4 号住居址 • 溝

址 6 · 10 · 11の調査を開始する。 ピ ッ ト 群の写真撮影 ・ 実測を行う。

8 月 1 日 前 日 から開始 し た遺構は比較的単純なものであ っ たので、 午前中にほぼ終 了 し 、

写真撮影 • 実測作業にかかる。 土拡群のプ ラ ン 追求後、 確定 し たものから掘り下げる。 溝址 1

は 2 - 4 と接継するものと思 え る。 土砿 1 の隣りから後にわか っ たことであるが第 9 号住居址

に付属する台付甕が出土 し た。

8 月 2 日 土i広 1 をさけ溝 址 1 - 5 · 9 · 8 及 び小堅穴 ( S K 12 · 13) の調査を開始する。

S K l 3に焼土及び鉄滓粒が集中 し て認められた。 他は注意深 く 調査をす すめた結果下部に掘り

方様土士広がある模様。

8 月 3 日 溝址 1 - 4 周辺に住居址 ( 9 号） がある模様で、 第 3 - 5 号住居址付近に溝址 又

は住居址がある可能性が出土遺物、 裂土の相違からでて き たため、 調査を進める。 上部土t広群

・ ピ ッ ト 群 • 溝址 • 小堅穴の写真撮影 • 実測作業を行う。 西沢技官来訪 し 、 土t広墓の人骨採集

する。

8 月 4 日 上部土t広群の実測がすんだところから、 下部土砿群の検出にかかる。 第 9 · 15号

住居址の調査する他、 昨 日 と同作業を行う。 溝址 1 - 5 · 9 · 8 の実測をする。

8 月 5 日 第15号住居址の調査精査後 、 第14号住居址の調査にかかる。 一部溝址 7 の調査を

する他は昨 日 の調査を進める。

8 月 6 日 下部土砿群 • 溝址 7 の調査を進め、 第 8 号住居址付近の土砿の確認を行う。 第9

号住居址から遺物が集中 し て出土 し 、 慎重に調査を進める。

8 月 7 日 昨 日 と同作業を続ける。 溝址12- 14の調査にかかる。 周辺に住居址があることが

確実視される。 一部下部土砿群の実測を開始する。

8 月 8 日 溝址13 · 14は大規模で深い。 埋土搬出に全 力を上げる。 第1 4号住居址完掘 し 、 写

真撮影 • 実測を行う。 下部土拡群は以外と深い。

8 月 9 日 土砿群の調査がわずかにな っ たので主力を溝址に向ける。

8 月 10 日 下部土砿群の写真撮影 • 実測にかかる。 溝址の調査は 深さと覆 土の搬出が南側で

あるため時間がかかる。

8 月 11 日 昨 日 と同作業を行う。 溝址 7 を完掘する。 下部土砿群の実測完 了 する。 第 9 号住
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居址から 卜 占 骨 • 銅 釧 等出土したためていね い に調査し、終 了 後、 写真撮影 • 実測作業を行う。

8 月 12 日 溝址13 · 14の完掘 に 全力を上げる。 第16号住居址の精査をする。 第12号住居址の

調査 に かかる。 番号は早いが、 こ の検出中第13号住居址を発見、 調査最終 日 であ っ たのであわ

てた。 溝址等の写真撮影 • 実測を行う。 本 日 で実質調査を終了 し、 調査反 省会を行う。

8 月 13 日 本 日 から校舎改築工事の着 手 日 に あ た っ ていたため、 早朝 6 時より第12 · 13号住

居址の調査を行う。 こ のため遺物が混乱してしま っ た。 実測 ・ 写 真撮影終 了 後、 工事用 ブ ル ト

ザ ー が検出遺構面を蹂躙する様を見て、 目 をそむけ、 何か無念な気をいだいた。

尚 こ の調査中、 雷雨等の時を主体 に 、 他は数人をさいて土器の洗浄を行い、 こ の中から 「松

井」 の刻字のある須恵器を発見した。

3 調査会 ・ 調査団 ・ 参加者一 覧 ・ 事務局

本調査 に 際し、 四ツ屋遺跡調査会を結成した こ と は先 に 述べた と こ ろであるが、 会長は長野

市 教育委員会教育長中村博二があたり、 事務局を社会教育課 に おいた。 こ の調査会のも と に 、

下記調査団が編成された。

調査団

調 査 団 長 森嶋 稔 （ 日 本考古学協会員 ・ 上山 田小教諭）

ク 主 任 小林秀夫 （ • 篠 ノ 井西中教諭）

調 査 員 高野行栄 （長野県考古学会員 ・ 共和小学校教諭）

臼 田 武正 （ • 池 田小教諭）

百瀬新治 （ ク ・ 依 田 窪南部中教諭）

宮下健司 ( ,, ・ 若穂中教諭）

森 山 公一 （ ヶ

小柳義男 （

赤羽宥夫 （

,, 
,, 

• 川上第 2 小教諭）
・ 埴生小教諭）

土屋 積 （東京教育大大学院生）

調査補助員 烏 羽 英継 （長野県考古学会員 ・ 信大学生）

町 田 秀俊 （金沢大生）

特別調査員 西沢寿晃 （ 日 本考古学協会員 ・ 信大医学部技官）

参加者 一 覧

( P T  A ) 上原唯兄 • 横川正義 ・ 久保きみい ・ 上原敏男 • 高橋武彦 ・ 塚田 考四郎 ・ 酒井信

子 ・ 中沢静香 ・ 内山宏子 • 本堂定子 ・ 久保かつ子 ・ 中沢さだ子 ・ 酒井茂夫 ・ 駒村陽一郎 ・ 上原

幸子 ・ 大沢かつ子 ・ 酒井勝子 ・ 久保けさい ・ 倉 田 績 • 小出武 義 • 真島たけの • 高野よし子 ・ 中

沢ちよ枝 • 伊熊きみ子 • 宮尾佳子 ・ 窪田しげ子 • 西山敏井 • 林英子 • 吉岡敏子 ・ 志津幸子 • 本

間重子 ・ 西村澄子 • 青木 と き子 ・ 真島和子 • 宮本久子 ・ 玉井たか • 真島武男 • 井堀幸子 ・ 窪田

よし子 ・ 柄 木 田 みよし • 島 田澄子 ・ 中沢 尚 志 • 安藤賢吾 • 久保善 久 • 安藤晴紀 ・ 保林信彦 • 青
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木 貞 元 ・ 伊熊武喜 • 中 沢義薙 • 青木良寛 • 窪 田 良 ニ ・ 久保忠師 ・ 小林一 郎 ・ 大沢喜一郎 ・ 大沢

巌 • 酒井薙雄 ・ 大沢優 ・ 大沢進 ・ 小林貞 夫 • 窪 田 益 美 ・ 中 沢重昌 • 若林代 利 子 ・ 元田佳次 • 上

原徳治 ・ 橋本時寛 • 池田光男 • 池田啓ー • 佐藤今朝 人 ・ 駒村茂嘉 • 宮沢賢治 • 西 山 昌 也 ・ 中 村

真一 ・ 中 沢忠実 ・ 多 良 沢弘男 ・ 小出武義 ・ 山越幸夫 ・ 倉 石忠雄 • 高野 尚 治 ・ 志津康男 • 横 川 正

義 • 室賀健三 • 市川亨 • 小林一 夫 · 林盛人 ・ 中 沢 照 人 ・ 真島至 • 山崎忠良 • 窪 田 昭 • 窪 田 積 ・

久保け さ い ・ 真島芳定 ・ 久保博正 • 上願敏彦 ・ 窪田 勲 • 吉岡貴川 ・ 上原義正 • 山 崎澄夫 • 真島

重雄 • 上原信貞 • 吉岡勲 • 山崎宜昭 • 赤塚茂喜 • 大沢栄一 ・ 柄木田稔 • 久保は る み · 林繁良 ・

須坂 刀 丈 • 上原国照 • 真島友 見 ・ 塚田 孝四郎 ・ 酒井俊夫 • 上原英一 • 吉 岡 幸 司 • 青木昭司 • 久

保秀人 ・ 真島一男 • 宮尾 利治 • 新村金俊 • 安藤誠 • 宮沢勇 • 倉島勝大 • 本 堂 昇 • 野 口 幸一 • 富

樫勝彦 ・ 内 山 富 雄 ・ 曽 我部忠雄 • 清水英雄 ・ 北村学 ・ 緑川 幸 夫 • 高橋勝房 • 久保恩 • 北沢孝 ・

島 田 武 ・ 丸山教雄 • 堀内安喜 • 酒井英夫 • 柳沢秀行 • 渡辺英雄 · 倉田祐雄 • 池田勝 • 原 田 邦男

• 本 間 公宏 • 中沢武雄 • 井堀 勇 夫 · 笹沢恵 ・ 近藤直光 ・ 市川哲夫 • 玉井勝敏 （ 会長上原唯兄 ・

校長 田 中 一郎 ・ 教頭奥村栄成）

（坂城高校地歴班） 青木定昭 （部長） ・ 萩原和之 ・ 武富昭 • 小松正美 ・ 橘 田 和義 • 加藤秀之 ・

中沢博幸 ・ 小林重高 • 大井清恵 • 平 林克子 （顧門 成瀬三磨）

（屋代高校地歴班） 青木一男 （部長） ・ 千野浩 • 高 沢史納 • 山 崎正子 ・ 小関幸子 • 吉田 千恵子

• 久保公子 （顧門北沢守）

（篠 ノ 井高校） 森嶋美加

事務局

事務局長 横山 勝 （教育次長）

事務局員 丸 山 喜正 （社会教育課長）

,, 松橋 順 （ ,, 課長補佐）
,, 内 田 早苗 （ ,, 文化財係長）
,, 矢 口忠良 （ � � 主事）

（ 事務局）
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第 2 節 住居址

第 1 次の調査で確認された住居址は、 総数16軒で、 全体を確認できたものは、 第 1 · 2 · 7

�9 · 14 · 15号住居址の 7 軒にす ぎない。 他は調査地外に一部がかかる。 掘り込み 面は暗黄色

砂質土層で、 投土は第9 · 1 2 · 13 · 16号住居址が茶褐色砂質 土になる他は、 暗褐色砂質土であ

る。 レ ベ ル 高は校標より l m 下である。

1 第 1 号住居址 ・ ピ ッ ト 群 （第 4 · 5 図 、 第3図版）

遺構 住居址は調査地のほぼ中央南よりに位置し、 周辺に ピ ッ ト 群が散在する。 プ ラ ン は、

東壁をのぞき他の各壁の中央付近を最大に内側に窪む幾分隅に 丸味を有 する不整方形になる。

カ マ ドは東壁中央付近に構築されているが土t広36により破壊され、 袖一部と火 床の焼土を残

すのみである。 カ マ ドの位置から主軸方向はほぼ東西を指す。 規模は主軸 3. 7 m ·  南北軸3.3 

m である。 各壁の掘り込 みは傾斜があり、 東壁15cm · 西壁27cm · 南壁28 cm · 北壁1 7cmを測る。
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I 炭 化物混 り 暗黄褐色砂質土層
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III ,, 暗褐色 ，' 

W 焼土 ・ 灰 層

第 4 図 第 1 号住居址 ・ ピ ッ ト 群実測図
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床 面 は 平担で軟弱 で あ る 。 柱穴 は ピ ッ ト 群 と 調査の段階 で は 区 別 す る こ と がで き な か っ た が、

実測図 か ら の想定では Pi · Pz · P3 · P4の 不整方形配列 4 本柱 を あ て る こ と がで き よ う か 。 床 壁

に 接 し て 長軸30cm 大 の 角 礫 が あ る 。

ピ ッ ト 群 は こ の住居址 と 第 8 号住居址 に か け て 認 め ら れ 、 中 に は 径15cm前後 の柱痕 が あ る も

の が あ り 建物址 が想定 さ れ る と こ ろ で あ る が、 そ の 配列 に 規格性 が な く 、 ま た 規模 も 不揃 い で

一定性 が な い 。 こ れ ら の深 さ は遺構確認面 よ り 図 中 数字 に し て 記 し た 。

遺物 住居址 の カ マ ド周辺 か ら 土 師 器甕形土 器 片 が出 土 し て い る が図 示 で き な か っ た 。 図示

し た も の は 床 面 か ら い く 分 浮 い た状態 で の 出土 で 2 の 他は す べ て 須恵 器 坪 ． 蓋形土器 で あ る 。

1 は体部の 低 い 皿形 を 呈 し 、 高 台 が付 さ れ る 。 8 の蓋形土器は 口縁部 が鈍 い 嘴状 に な る 。 こ れ

ら は ロ ク ロ 成 形痕 が明 瞭 に 残 る 。 底部 に 糸 切 り 痕 を 残 す 。 こ の他 覆 土 中 よ り 内面黒色 を 呈 す る

こ
一

□□ノ �ソ
� � 

鵬

第 5 図 第 1 住居址 出土土器
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第 6 図 第 2 号住居址実測図
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土師器坪形 土 器 も 若干出土 し て い る 。

ピ ッ ト 群内 か ら の も の は 、 こ の住居址 と 同時期の 土師器坪 • 甕形土器 が少量出土 し て い る に

す ぎ な い 。

2 第 2 号住居址 （ 第 6 · 7 図 、 第 3 固版）

遺構 第 1 号住居址 の 南東 に近接 し て 検出 さ れ た も の で、 全 プ ラ ン が確認で き た 。 プ ラ ン は

西壁が拡張の た め か ゆ がみ 、 北東隅 が こ け る 不整 方形 に な る が、 他壁 を み る と 整然 と し た 方形

を 呈 す る 。 規模は 南北 "3 - 1 5m · 東 西 の 最 も 広 い位 置 で 3. 4 m を 測 る 。 掘 り 込 み は 直 に 近 く 、 東

壁 23cm · 西壁 27cm · 南壁 27cm · 北壁25cm を 測 り 、 床 面 は 平担 で軟弱 で あ る 。 カ マ ド は北壁東隅

付近 に 設 け ら れ る が、 調査時では す で に破壊 さ れ て お り 煙道 及 び床 面 よ り 10cm程窪 ん で火床 ・

焼土等が残存す る の み で あ っ た 。 柱穴等他の施設 は な か っ た が、 床面 に 頭大 の 角 礫 が散在 し て

I � 10 

� �
�1 1  

B7 � � - - 1 2  

� � � 三し ノ
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第 7 図 第 2 号住居址出土土器
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いた。

遺物 出土量は比較的 多く、 甕形土器を除いた他は覆土中からの出土である。 1 - 6 は土師

器坪形土器で、 外面にロ ク ロ 成形痕を残す。 体部が内弯し、

るものが 多い。 内面は良く研磨されて黒色処理されたもの

口縁部が短 かく外反する器形にな

( 1 · 3- 6 ) が 多く、 底面に糸切

り痕を残す。 7 - 9は須恵器坪 ． 蓋形土器で、 全体の出土量は少ない。 8 は高 台が付され、 ロ

ク ロ からの切離は糸により同心円文状の痕が残る。 10- 14は灰釉陶器で、 出土した時はすべて

破片であった。 体部が内弯しながら立 ち 上がり、 口縁部が外反する器形になるが、 皿形 ( 1 0-

13) と椀形 ( 14) がある。 釉はほぼ全面に認められる。 甕形土器も破片出土で、 大中小あり、

小形の15 · 16及 び中形の17の外面はヘ ラ ケ ズ リ が施こされ器肉を薄くする。 18は大形で口縁端

部が面取り様になり、 1 7とともに ロ ク ロ 整形痕を明瞭に残す。

角におれた棒状の鉄製品が出土している。

こ の他 カ マ ド左手の床面 から直

3 

遺構

第3号住居址 （第 8 図 、 第3図版）

調査地中央の北端 から検出されたもので、 それも南東隅一部分のみで、 大部分は未調

査である。 尚この住居址は第 4 号住居址と重複関係にあり、 それよりも新しい。 プ ラ ン は隅 丸

方形になると思われるが、 南壁と東壁の角度はいくぶん鋭角になるよ う であり 、 壁は直線的

である。 掘り込みはやや傾斜があり、 南壁で31cm 、 東壁で一度壁を構築したの ち 床面平担部ま

で法面を有し、

確認された。

こ の地点まで1 7cmを測る。 柱穴は東壁よりに長軸25cm · 深さ20cmのものが 1 個

遺物 出土遺物は少なく、 時代を推定され う るものに覆土 から得た土師器坪形土器の糸切り

口

冒

｀
第 4 号住居址

o
l- 一一 2t 

第 8 図 第3 · 4 号住居址実測図
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痕 を 有 す る 底部 と ロ ク ロ 整形 さ れ た甕形土器体部片 があ る 。

4 第 4 号住居址 （ 第 8 図）

遺構 第 3 · 5 号住居址 よ り 古 い住居址 で そ の た め 西壁 と 南壁の 一部 を 検出 し たのみであ る。

プ ラ ン は 方形 を 呈 し 、 そ の 南壁での規模 は 、 第 3 号住居址南東隅 よ り 延 び る こ と が な い の で、

2 . 55 m 以 内 の 小規模 な も の と 予想 さ れ る 。 壁の掘 り 込み は や や傾斜 を 有 し 、 西壁で1 6cm · 南壁

で24cm を 測 る 。 床 面 は 平担で軟弱 で あ り 、 南 西隅 に 径25cm ・ 深 さ 12cmの柱穴 を 1 個確認 し た 。

ま た 遺構外 に 長軸70cm程の 不 整楕 円 ピ ッ ト が あ る が、 本遺構 と は 関係 な い も の と 考 え て い る 。

遺物 こ の住居址 も 出土 量 が少 く 、 そ の 器種の特色 は 第 3 号住居址 の も の に 似 る 。 全 て 覆土

出 土 で あ る 。

5 第 5 号住居址 （ 第 9 · 10図）

遺構 調査地北端 に あ り 、 第 14 · 1 5 号住居址 と 重複す る が、 中 で最 も 新 し い住居址 で あ る 。

調査で は 南半 分 を 検出 し 、 他 は 調査地外 に あ る 。 プ ラ ン は 南壁 に カ マ ド を 有 す る 隅 丸方形 に な

り 、 東 西間 の 規模 は 3. 7 m を 測 る 。 主軸方向 は S - 30� E で あ る 。 掘 り 込 み は 直 に 近 く 、 東壁

10cm · 南壁15cm · 西壁30cm を 測 る 。 床 面 は 平坦で軟弱 で あ り 、 柱穴 は な か っ た 。 カ マ ド は 南壁

東 よ り に 構築 さ れ 、 調査時 に は 全体 に破壊 を う け て お り 構築材の長軸50cm を 最大 と す る 角礫 が

7 個集 石 し て い 、 そ の 周 辺 か ら 焼土 が認 め ら れ た 。

遺物 住居址部分 の 広 い 面積 に か か わ ら ず そ の 出土量 は 非 常 に 少 な い 。 図示 で き る も の は 内

面黒色 を 呈 す る 土 師 器 及 び高台 が付 さ れ底部外面中央付近 に 糸 切 り 痕 を 有 す る 須恵器坪形土器

の み で あ る 。

·゚ ·- m
 
c
l

 

゜ー
- - - 21m 

第 9 図 第 5 号住居址実測図 第10図 第 5 号住居址出土土器 ( 1 : 4 )  
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゜ 2 m  第12図 第 6 号住居址出土土器

第11図 第 6 号住居址 ・ 溝址 5 実測図

6 第 6 号住居址 （ 第 1 1 · 1 2図）

遺構 調査地東端 よ り 西側半分の み の 検出 で、 北西隅 は 溝址 5 に よ り 破壊 を う け る 。 プ ラ ン

は北西部 が隅 丸 を 呈す る よ う で あ る が、 基本形態 は 方形 を 呈 す る も の と 思 わ れ る 。 南北間 の 規

模は 4. 1 m を 測 り 、 そ の 方 向 は ほ ぼ南北で あ る 。 掘 り 込 み は や や傾斜 を 有 し 、 西 • 南壁20cm ·

北壁32cm を 測 る 。 床 面 は平坦で軟弱 で あ る 。 柱穴等は な か っ た 。

遺物 須恵器坪形土 器 が 目 立つ。 全 て 覆土 中 か ら の 出 土 で あ る 。 1 � 5 は 須恵器坪形土器で、

ロ ク ロ 成形痕が顕著 に残 る 。 体部は直線的 に な り 、 口縁部 も 素直 に 立 ち 上 が る も の が 多 い 。 底

部 に 糸切 り 痕 を 残 す 。 6 は灰釉陶器で、 ほ ぼ全面 に 半透 明 の釉 が か か る 。 7 は 須恵器の蓋形土

器 の つ ま み部付近の破片で、 つ ま み は擬宝珠形 を 呈す る 。 こ の他土師器坪 ・ 甕形 土 器片 が あ る 。

- 13-
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第 13図 第 7 号住居址 出土土器

7 第 7 号住居址 （第13· 14図 、 第 4

図版）

遺構 第 4 号住居址の南 に 隣接し、 上

部遺構として溝址 6 · 1 1 · 1 2がある。 プ

ラ ン は南東隅 ・ 北西隅が丸くなり、 他隅
は角 ばる不整な方形 に なる。 規模は主軸
が 3. 1 m で南北軸 2. 6 mを測る。 主軸は
N -95£._ E を指す、 掘り込みは直 に近く、

AF
ー
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東壁27cm · 南壁23cm · 西壁18cm · 北壁22 0 -= 
cmを測る。 床 面は平坦で軟弱であり、 柱 第14図 第 7 号住居址実測図

穴等はない。 カ マ ドは東壁南より に つくられるが、 調査では舟底状を呈する火床 及び焼土と小

2 m 
l 

礫が確認されたのみであ っ た。

遺物 出土量は少なく、 すべて覆土出土である。 土師器 に は坪 ・ 甕形 土器が出土しているが、

図示できるものは 1 -3のJ:不形土器のみである。 1 には外 開する高台が付され、 3 に は墨書が

ある。 外面 に ロ ク ロ 成形痕が残り、 内面は研磨され黒色処理がほど こ され、 底部外面 には糸切

り痕がある。 須恵器 には坪 • 蓋形土器がある。 4 - 6 は坪形土器で、 6 の体部は直立的 になり

高台を付される器形 になるものと思われる。 蓋形土器の器形は扁平な三 角 形状を呈する。 口縁部

は折れ曲がり、 端部は鋭い嘴状 にならず丸味をも っ ておさめる。 つ ま みは 7 が内 に え ぐれ、 8

は扁平擬宝珠形 に なる。

8 第 8 号住居址 （第15 · 16図、 第 4 図版）

遺構 調査中央の南端 にあり、 全掘できた住居址であるが、 東 • 南壁の一部は土砿及び柱穴

群等 により破壊をうける。 プ ラ ン は方形を呈するものと思われる。 規模は カ マ ドが北壁 に 設け

られ、 主軸3.37 m · 東西軸 3. 5 m 測る。 主軸方向はほぼ南北である。 掘り込みは直 に 近く、 東

- 14-
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壁22cm · 南壁13cm · 西壁18cm · 北壁51cmを測る。 床面は平坦で軟弱であるが、 東側に傾斜する。

本住居址内南東隅付近に径50cmの柱穴様 ピ ッ ト を検出したが、 他隅にな いので、 ピ ッ ト 群に属

するものと考 え ている。 カ マ ドは北壁中央よりや や東側に構築されるが、 調査時にはすでに破

壊を受けて、 左袖の一部と構築石材が 2 個及び主軸60cm程の火床のみ残存していた。

遺物 甕形土器は カ マ ド付近より集中して出土しており、 その右側に 1 · 6 · 7 の坪形土器

が床面に接して発見された他は覆土からの出土である。 坪形土器には 2 種あり、 1 - 5 は土師

器で、 5 を除いて内面黒色処理され、 6 -10は須恵器である。 土師器の内面を除き ロ ク ロ 成形

が残り、 底部には糸切り痕を残す。 器形は土師器の体部が内弯気味になるのにた いし須恵器の

それは直線的に な るものが多く、 口 縁部は共にわずかに短かく外反する。 甕形土器には 3 形態

ある。 12は底部を欠く以外全形を知り得 、 口 縁部に最大径があり、 イ本部上位でい く ぶん張るが

それ以下は底部に集約する烏帽子形になる。 13は 口縁部が短かくくの字状に外開し、 体部中位

付近に最大がある長胴形になるものと思われる。 14は頚部下が欠損していて全形は不 明である

が、 頚部はイ本部から直線的に立ち上がり、 口 縁部との境に段を構成し、 そこから口縁部が外開

する器 形になる。 整形は外面肩部下が逆時計廻りで タ テ ヘ ラ ケ ズ リ が施こされる。 1 2は上から

下へ 2 回行なわれ、 器体接合点下は成形痕の凹凸がそのまま残る。 12の内面に刷毛ナ デ整形痕

を残す他は ヨ コ ナ デである。

9 第9号住居址 （第1 7 -21図、 第 5 · 9 -1 1 図版）

遺構 調査地中央付近の東側、 溝址 2 - 4 の下から確認された。 プ ラ ン は隅 丸の大き い 方 形

プ ラ ン になる。 規模は主軸が 5. 2 m ·  東西軸 4. 4 m を測る。 主軸方向はほぼ南北を指す。 掘り

込 みは直に近 く 、 東壁45cm · 南壁34cm · 西壁28cm · 北壁30cmを測る。 床面は炉周辺で堅緻な所

を確認した他は平坦で軟弱である。 炉は長軸50cm ・ 短軸35cmの3cm窪む舟底状の地床炉で、 内

に焼土 ・ 灰がつま っ ていた。 その位置は中央よりや や北によ っ ている。 こ の炉をはさんで東南

に 2 個の柱穴を確認し、 こ れにたいする南壁よりのものはなか っ た。 西の柱穴は径65cm · 深さ

34cmで、 東のものは径34cm · 深さ55cmを測る。 この他南東隅付近の外側に三角 形を呈し内に本

住居址出土の土 器と同時と思われる甕形土器片が出土した ピ ッ ト があるが、 本遺構とのかかわ

りは不 明である。

遺物 覆 土は 2 層 に分けることができ、 上から茶褐色砂質土層と暗褐色土層になる。 土 器の

出土はこの上層に集中し、 下層から破片が若干出土しているにす ぎない。 いわば覆土出土であ

る。 また住居址南東部に土器の集中 ヶ 所があり、 本文でいう第 2 類を主体としていた。

第 I 類 （第18 · 19図）

本類は赤色塗彩、 櫛描廉状文 ・ i皮状 文に代表される箱清水式土器の特色の強いものを本類に

あてる。

壺形土 器 ( 1 · 3-9) 1 は頚部付近の破片で他は底部片である。 頚部でしまり、 そこから

口橡部は外反しな がら外開する ラ ッ パ形に な る。 文様は頚部から体部にかけて、 7 本歯の櫛状

- 16-
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第 1 7図 第 9 号住居址実測図

工具 に よ り 5 帯以上の横帯文 と そ れ を 縦 に 切 る い わ ばT字状文 に な る 。 1 の 内外面 及 び 3 - 5

の外面 は 赤色顔料 が塗 ら れ る 。

柑形土器 ( 2 ) 口縁部 と 底部 を 欠 く 。 体部下 半 に 最大 径 が あ る 下ぶ く れ形 に な る 。 外 面 は 研

磨 さ れ赤色塗彩 さ れ る 。

甕形土器 (10-14、 第19図 1 - 9 ) 頚部 に廉状文 を ， そ れ を は さ む よ う に 口 縁端部付近 か ら 体

部下半 ま で波状文 を め ぐ ら し 、 波状文 は 右上 り で、 概 し て 雑 で あ る 。 器形 は 最 大 径 が肩部 に あ

る も の が 多 く 、 頚部は立 ち 上 が り 気味で、 口 縁部 が そ こ か ら 外反 し 、 端部 は 素直 に お さ め る も の

が主体 と な り 、 14の み 立 ち 上 が り 受 口状 に な る 。 肩部 は な だ ら か に 張 り 、 イ本部 を 含 め 丸味 を 有

す る 。 10は小形 で ミ ニ チ ュ ア で あ ろ う 。 第19図 5 は 高 台 、 6 - 9 は 底 部 片 で、 底部 を 意識的 に
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つくり出している点特色がある。 整形は外面が ミ ガ キ 様の タ テ ヘ ラ ナ デで、 内面は ヨ コ ヘ ラ ナ

デある。

甑形土器 ( 10) 底部付近のみ l 点出土しており、 底部に 1 . 5cmの 1 孔がうがたれる。 体部は

直線的で鉢形に な る。 整形は内外面とも ヨ コ ナ デである。

蓋形土器 ( 1 1 · 1 2) 器形は扁 平 な 二等辺三角 形状 に な る。 つまみ部は外開し、 上面が え ぐれ、

1 1 には 1 孔がうがたれる。 天井部は直線的で、 口縁部が肥厚し外 開する。 天井部は タ テ ヘ ラ ミ

ガキで、 口縁部付近では ヨ コ ヘ ラ ミ ガキの整形である。

高 坪 形土器 ( 13-1 8) 図示できるものは坪底部及び脚部の破片である。 脚部の器形は13にみ

るとおり ラ ッ パ 状に外開する。 外面は タ テ ヘ ラ ミ ガキで 整形され赤色塗彩が施こされる。

器台形土器 ( 19-21) 19は器体受部の破片で、 口 縁部がわずかに立ち上がり、 端部は丸くお

さめ丸味を帯びる皿形を呈する。 20 · 21は脚部の破片で、 20には3個の円孔がうがたれる。 外

面は ヘ ラ ミ ガキが施こされ、 19は内外面とも、 他は外面が赤色塗彩される。
II 類 （第20 · 21 図）

I 類とは全く異 質 な もので、 地 ・ 壺 ・ 甕 • 片 口鉢形土器の器種がある。

埓形土器 ( 1 · 2 ) 球形のつぶれた下膨れの体部に平底の底部がつくり出され、 頚部は鋭角

のくの字形 に な るが、 1 の口 縁部は短かく外開し、 端部は更に外反するのにたいし、 2 のそれ

は長く内弯気味の器形に な る。 共に最大径は体部下半にある。 1 の整形は外面 ・ 内面 口縁部が

体部上半で タ テ 及びナ ナ メ の下半は ヨ コ 方向の刷毛が用いられ、 その方向にそ っ てヘ ラ ミ ガキ

が施こされる。 内面は上半及び底部付近がナ デ、 中位にヘ ラ ケ ズ リ 様の ナ デが施こされる。 2

も基本的には 1 と似るが、 それよりもていねいで、 刷 毛 目 を 口 縁部に残すのみである。 体部上

半は ヨ コ 、 下 半から底部にかけては タ テ ヘ ラ 整形で、 内面はナ デで整 え られる。

壺形土器 (3 - 7 、 第21 図 6 ) 器形には 2 種あり、 3- 7 と第21 図 6 である。 3- 7 の器形

はイ本部上半が球形に な り、 下半から底部にかけ箱清水式土器の影響を残して、 いくぶんこけて

直線的に な る。 最大径は体部中位にある。 底部は平底であるが、 7 は上げ底に な る。 口縁部は

3のようにくの字形に外反しな がら外開するものと 、 7 の頚部が短かく立ち上が っ た後短かく

外反するものがある。 また文様は 7 のみの肩部にみられ、 三帯の櫛描平行線文とそれを縦に切

るいわばT 字状文に な る。 整形は 4 のヘ ラ ケ ズ リ 状の整形 、 これと 5 の刷毛整形痕が認められ

る他は、 タ テ方向のヘ ラ ミ ガキをていねいに施こす。 内面は 4 にヘ ラ ケ ズ リ 状 ナ デが行 な われ

る他は単 な るナ デ整形である。3はヘ ラ ナ デの後 、 粗いヘ ラ ミ ガキ が施こされる。 7 の器面は荒

れている。 また 5 の外面は薄く赤色顔料が塗り込まれ、 明 赤褐色を呈する。 第21 図 6 は口縁端

部が内弯気味に立ち上がり受口状を呈し、 また体部は肩が張り、 球形を横から押した感 じ に な

るところに特色がある。 頚部は直立した後大きく外反する。 底部は上げ底である。 口縁端部外

面は間隔が一定で な い縦の沈線で飾られる。 整形は粗い刷毛状工具によるナ デを第一次とし第

二次に口 縁部から体部上半にかけ タ テ ヘ ラ ミ ガキが施こされる。 内面は 口縁部が ヨ コ ナ デされ

るのにたいしそれより下方は刷毛によ っ ている。
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10cm 

第21図 第 9 号住居址出土土器 ( 4 )  
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甕形土器 （第21 図 1 - 4 ) この器種も 多様性がある。 1 は大形のもので、 頚部がゆる ＜ く の

字形に外開したのちそこから口 縁部は更に外反し、 体部上半は球形で 丸味があ り 、 中位付近に

ある最大径から下 半は丸味を減 じ て底部に至る器形になる。 高台が付されるが欠損していて器

形は不 明である。 整形は細かい刷毛で口縁部を除き、 内外面ともていね いにナ デられ文様的効果

を出している。 2 は小形のもので頚部 がくの字形に折れ、 口縁部が内弯気味に立ち上がり、 イ本部

は球形を呈し、 底部は厚い平底になる。 器面は 2 次焼成を受け器面があれているが、 ヘ ラ ナ デ

痕を残す。 3はやは り 小形のもので、 高 台が付される。 頚部・ 体部の器形はやや器高が高い点

を除けば近似する。 口縁部は外反し、 底部高台は低 く 外開 し 、 端部が内弯気味になる。 外面の

整形は刷毛ナ デ整形後体部下 半から高台にかけ、 タ テ ヘ ラ ミ ガキ が施こされる。 内面は ヨ コ ナ

デ整形である。 刷毛 目 付近に ス ス が付着する。 4 は口 縁部を欠 く が他は完形である。 体部上方

に最大径があ り その部位まで丸味が有し、 それ以下は直線的に底部に集約される。 底部は平底

である。 整形は粗い刷毛ナ デを基調とするが、 体部下方は タ テ ヘ ラ ミ ガ キ にな り 、 内面はヘ ラ

ケ ズ リ 様 ナ デ整形される。 全面にス ス が付着する。
片 口鉢形土器 （第21 図 5 ) わずかに外反 する片 口 が 1 個つ く り 出される。 体部は内弯しなが

ら立ち上が り 口縁部で更に内弯し、 端部は面取 り される。 内外面とも刷毛 ナ デ整形され、 その

後外面の口縁付近で ヨ コ ミ ガキを施こされる他は タ テ 及び ナ ナ メ の ミ ガキ である。 また外面は

2 次焼成をうけ器面あれる。

これら土器の他床面よ り 、 推定径 2 cm ・ 巾 7 mm ・ 厚さ 1 mmの指輪状 及び、 推定径 5 cm ・ 巾 9

mm · 厚さ 2 mmの釧状の銅製品片が出土し、 またこれも床 面よ り の出土で棒状先端による焼焦げ

痕のある鹿の肩 甲骨が出土したが、 時間がたつにしたがい、 取 り 上げ処理する段階で骨粉化し

てしまい、 今はその一部が残存するだけである。

10 第10号住居址 （第22 · 23図 、 第 6 図版）

遺構 調査地南端に位置し、 ほぼ北東部を検出したのみで、 他は調査地域外にある。 また第

1 1 号住居址の南側を切 り 、 それよ り も新しい。 プ ラ ン は隅 丸方形を呈するものと思われる。 掘

り 込 みは傾斜を有してお り 、 東壁48cm · 北壁で第11 号住居址床面よ り 5 cmを測る。 床 面は平坦

で軟弱であ り 、 柱穴はない。 ただ西壁の東よ り に カ マ ドの存在をうかがわせ、 調査地内外の境

いに深さ 8 cmの楕円形になると思われる舟底状 ピ ッ ト があ り 、 内に焼土が残存していた。

遺物 出土量は少な く 、 カ マ ド周辺から土師器甕形土器が数点出土した他は覆土中からであ

るが、 図示できるものは須恵器蓋形土器の天井部下位の 1 点のみである。

11 第1 1 号住居址 （第22 · 23図 、 第 6 図版）

遺構 第10号住居址によ り 南側が切られて西側は未調査である。 プ ラ ン は北東隅の形態から

方形を呈するものと思われる。 規模は不 明である。 掘 り 込みは浅 く 、 東壁10cm · 北壁 8 cmであ

る。 床面は平坦で軟弱である。 柱穴はない。

- 23-



O 10cm 
細 ● ● 

第23図 第10 ( 1 ) · 1 1 ( 2 � 6 ) 号
住居址出土土器

遺物 掘り込は浅いためかすべて床面出土の遺物である。 器種には、 体部が内弯しながら立
ち上がり、 口 縁端部が素直におさまるもの ( 2 ) と 外反するもの ( 3 ) で、 内面が黒色処理さ

゜ Z m  

第22図 第10 · 1 1 号住居址実測図

三二二�l

� 2 

□1 
〗tL �4� t.

れる土師器坪形土器、 体部が直線的で口縁部にいたる深い須恵器坪形 土 器 及 び同種長頚壺片が
ある。 こ れらは ロ ク ロ 成形され、 糸 切り痕を残す。

1 2  第12 · 13号住居址 （第24-27 図 、 第 6 · 12図版）

遺構 調査地北端から検出されたもので、 北壁の一部は溝址13により切られ、 北側は調査地

外へ延びる。 第13号住居址を調査していく中で、 第1 2号住居址の床面を検出 し たもので、 調査

所見では第12号住居址が先行するようである。 こ のため遺物が混同して し まい、 第12 · 13号住

居址出土遺物 と してあつかう。

第12号住居址は第13号住居址内にあり、 床面は堅く （ 一点鎖線内） 平坦である。 この堅緻な

床面は第13号住居址の西壁から出なくこの枠におさまるもの と 思われる。 柱穴等はない。

第13号住居址のプ ラ ン は隅 丸方形になるもの と 思われ、 その規模はさだかでない。 掘り込み

はやや傾斜を有し、 東壁で20cm · 西壁で25cmを測る。 床面は平坦で軟弱である。 柱穴は南東隅

か ら 径68cm ・ 深さ17cmの大形の ピ ッ ト を検出した。 炉は調査地内 と 調査地外の境いから発見し

たが全形及 び主軸のかたよりは明確でない。 検出した部位は長軸55cmで、 約3cm程舟底状に窪

むようで、 内に焼土が残存 し 、 南に長軸15cm程の石がおかれ て いた。

遺物 出土量は非常に多く、 甕 • 高坪形土器が 目 立つ。

甕形土器 （第25図） 器形には大 ( 1 5 -18) 中 (3 -14) 小 ( 1 · 2 ) がある。 総体的にみる
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-25-



口
―
r

, 

\ 
2 

/
＼

｛ー
／ー

r

/
し

/
l
/ー

戸
〗

琴
[

6
 
ー

8
 

/
|
 

/’

/
 

含
dl

忍
褻

ミ

響r
〖

二 19 八 ,0 八 21 'i.::.::.:::::三"
第25図 第12 · 13号住居址出土土器 ( 1 )

-26-



と 、 頚部が肥厚し、 直立的に立ち上がるものと内面に鈍い稜をもつもの ( 2 · 6 ) があり、 そ

こ から口縁部が外反し、 端部が索直におさまるものを普通とするが、 面取り様になるもの ( 9

· 17) もある。 一方体部は 2 · 7 のように球形様 丸味をもつものがあり、 他はいくぶん丸味を

もつが素直に外開する。 文様構成は頚部に櫛描簾状文( 4 · 5 · 7 - 9) 、 平行線文 (3 · 6 · 14

· 18)が 1 帯 (3 · 5 - 7 · 9 · 14 · 15 · 18) のものと 2 帯 ( 4 · 8 ) のものがあるようである。

これを境いとして 口縁部からイ本部下半は、 右 上りの波状文が全面に認められる。 小形の 1 · 2

及 び中形の1 1 · 13には頚部文様がなく、 大形のものは不 明である。 波状文は振幅 • 波長が一定

でなく雑なものである。 整形は刷毛及びヘ ラ ナ デを碁調とする。 19-21は高台で、 体部が球形

状 丸味をもつ器形のものに付着されるものであ ろ う。

高坪形土器 （第26図） 全形を知り え るものはない。 坪部は内弯しながら立ち上がり 口 縁部で

外反するもの ( 1 · 2 ) と体部上方で立ち上がり、 同形態の 口縁部になるもの (3 · 5 ) があ

り、 4 · 5 には口縁端部に小突起がつき、 内面にヘ ラ 先により刻 みを入れている。 この他浅鉢

形を呈し、 口縁部が短く立ち上がり気味になるものがあり、 前記した ものより小形である。 こ

れらは内・外面とも良く研磨され赤色塗彩がほどこされる。 脚部の破片も多く出土しており、

9 · 1 1に代表されるように ラ ッ パ状に外開し、 裾部は更に外開する。 底部及び外面はよく研磨

がほどこされ赤色を呈する。 ただ12は台付甕形土器の高台 様になる。

器台形土器 （第26図15) 1 点のみ確認され、 椀形で口縁部が内弯する器形になる。 外面は赤

色塗彩される。

壺形土器 （第27図 1 ) 多く出土している割りには図示できるものは 1 点にす ぎない。 それも

くの字形に口縁部及び体部が外開するもので、 赤色塗彩されずに無文のものである。 こ の他頚

部に籠状文で装飾され、 内外面とも赤色塗彩される器種が大部分を 占 める。

蓋形土器 （第27図 2 - 6 ) 口縁部が長くなり、 天井部でくびれ状を呈する断面 三 角 形状の器

形になり、 器高は意外と高い。 3は明確なつまみ部をなさないが、 2 · 4 · 5 は体部から立ち

上がっており、 上面が窪む形になり、 2 · 5 には小円孔がうがた れる。

鉢形土器 （第27図 7 -14) 体部が内弯 気味に立ちあがり、更に口縁部が内弯し、 口 径より器 高

の数値が大きく又はそれに近くなるもの ( 8 · 10 · 1 2) と体部が直線的に外開するもの ( 7

9 · 1 1 · 13) がある。 また 後者の 7 は低い高台が付され、 9を除き他は両 面とも研磨され赤色

塗彩される。 9は口縁部内面が え ぐれ、 全 面に刷毛整形で調整される。 前者は外面のみに赤色

塗彩される。 14は片 口で体部は直立的に立ち上がり、 口縁部はいくぶん内弯 気味になる。

ミ ニ ュ チ ア 形土器 （第27図15-1 7) 小形の地形土器 (15) と手捏形土器 ( 1 6 · 17 ) がある。

15は口縁部が外開し、 球形胴になるものと思われ、 外面 及 び内面頚部上は赤色塗彩が施 こ され

る。 16 · 1 7には車合積成形痕及び指頭痕が顕著に残る。

石製紡錘車 （第27図18 · 19) 2 点出土しているが、 1 点は破片である。 18は直径 6. 2cm · 厚

さ 0. 5cmの凸 レ ン ズ状になり、 中央に 0. 5cmの円孔を両側からあけられる。 粘板岩製である。

これらの他に床 面直上及び覆土中から鹿の骨が出土し、 保存状態のよいものに肋骨片が 2 本
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伽
第14号住居址

第28図

出土しただけで、

してしまった。

第 14 · 15号住居址実測図

2 m  
I 

� 

第29図

ト 占 に 使用したと思われる肩 甲骨片も出土したが、

一 一

10cm 

第 1 4号住居址出土土器

とり上げる際 に は骨粉化

13 

遺構

しい。

第14号住居址 （第28 · 29図）

鯛査地西北に位置し、 上部 に 小堅穴址 1 があり南壁が破壊され、 第15号住居址より新

こ の住居址も第15号住居址検出床 面より更 に 落ち込みがある こ とで判 明した住居址で、

西壁 • 南壁の掘り込 みを確認したの みである。 プ ラ ン は方形を呈し、 規模は南北2 .45 m ・ 東西

2 .38m の小形のものである。 掘り込 み は南壁中央で15cm · 西壁で第15号住居址 の 床面より 8 cm 

程低 く なる。 床面 は そ のほとんどが後世 の攪乱をうけるが、 西 に 傾 斜し、 軟弱である。 柱穴 ．

カ マ ド 等 はなか っ たが、 床 面付近は 炭化物が 多 く 散在していた。

遺物 出土量 は 少な く 、 床面直上から甕形土器が 1 点出土しているの みである。 器形は底部

が平底で、 体部はやや丸味のある長胴形 に なり、 頚部が直立し、 口縁部 は 短 く 内弯する。 最大

径 は 肩部 に ある。 整 形 は 全面 に ロ ク ロ 目 を残し、 底部は ヘ ラ により調整される。

14  

遺構

第15号住居址 （第28 · 30図）

上部 に 小堅穴址 2 があり、 北東隅を第 5 号住居址 に 、 南側を第14号住居址 に 切られる。
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第30図 第 1 5号住居址出土土器

プ ラ ン は 南北 3 .54 m · 東西3 .42m の 隅 丸方 形 で あ る 。 掘 り 込 み は や や傾斜があ り 8 cm を 測 る 。

遺物 図示 し た も の は 土 師器 杯形土器、 須恵器坪 ・ 蓋 · 甕形 土 器 で あ る 。 こ の 他 に 土師器甕形

土器の体部破片 が出 土 し て い る。 土師器坪形 土 器 は 体部 が内弯気味 に た ち 上が り 口 縁部 が わ ずか

に 外反 す る も の ( 1 · 3 ) があ る 他 は 索 直 に 仕 上 げ る 。 外面 に ロ ク ロ 痕 が残 り 、 1 - 5 は 内 面研磨

及 び黒色処理 さ れ 、 3 に は放射状暗文 が あ る 。 6 · 7 は 須恵器坪形 土 器 で、 ロ ク ロ 目 が明 瞭 に

残 り 、 6 の 口縁部 は外反 し 、 7 の も の は体部 か ら 直線的で、 直立す る 高 台 が付 さ れ る 。 こ れ ら

は と も に 糸 切 り 痕 を残す。 蓋形土 器の つ ま み は 扁 平 な 擬宝珠形 で、 天井部 は 丸味 が あ り 、 口縁

部は屈曲 し 先端 は嘴状 に な る 。 甕 形土 器 は 頚部 が強 く く の 字 状 に 折 れ 、 口縁部 は 更 に外反 し 、

端部 は わ ずか に た ち 上 が り 、 面取 り さ れ る 。

15  第16号住居址 （ 第24図）

遺構 溝址 13 · 14 を 検 出 中 に 発見 し た も の で、 こ れ ら の遺構 に 東 ・ 西側 が切 ら れ 、 ま た 北側

は調査地外へ延 び る た め 南壁の 一部分 を 検 出 し た の み で あ る 。 南 壁 は 直線的 に な り 、 そ の掘 り

込みは傾斜 を 有 し 23cm を 測 る 。 床 面 は 平坦で軟弱 で あ る 。 柱穴等他の施設は確認で き な か っ た。

遺物 弥生時代土器片 を 数点得た の み で、 他時期の遺物は 認 め ら れ な か っ た 。 （ 矢 口忠良）

第 3 節 小竪穴址

本節では通常の土拡よ り 大 き く 、 住居址形態 を 示す遺構で、 生 活 の 痕 跡 が な い も の を あ て る 。

1 小竪穴址 1 ( S K 1 2) (第31図）

遺構 調査地の西北よ り 検出 さ れ 、 第14号住居址 の 上 部 に あ る 。 プ ラ ン は 西壁 が1 . 95 m · 東

壁が 1. 7 m で、 北 • 南の壁中央が窪み状の隅丸不 整方形 を 呈 す る 。 尚 東 西壁間の距離は2 .28 m
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第31 図 小堅穴址 1 (S K 1 2) · 2  (S K 13) 実測図
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第32図 小堅穴址 ( 1 ) 及 び周辺出土遺物 ( 2 )

を 測 る 。 掘 り 込 み は傾斜 を 有 し 、 東壁14cm ・ 南壁20cm · 西壁20cm · 北壁19cm を 測 る 。 床面は平

坦で軟弱 で あ り 、 そ れ に 接 し て 長軸35cm程の礫 が 2 個 あ っ た 。 そ の う ち 西側 の も の は 扁平 な も

の で あ る 。 焼土 ・ 柱穴等は な い 。

遺物 全 て 覆土 中 か ら の も の で、 量 も 少 な く 、 器種 と し て 土師器坪 • 甕形土器及 び須恵器坪

形 土 器 が確認で き る 程度の も の で あ っ た 。
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第33図 土砿墓 ( S K 1 ) 実測図 、 出 土 刀子

2 小堅穴址 ( S K 13) ( 第31 · 32図、 第 7 図版）

遺構 調査地西北部北端近 く に あ り 、 下部遺構 に 第15号住居址 が あ る 。 プ ラ ン は 南 西隅 が張

り 出 す 不整隅 丸長方形 を 呈 す る 。 長 軸2 .25 m ·  南北軸 の 最 大1 .43 m を 測 る 。 長 軸 方 向 は N -3d
゜

-E で あ る 。 掘 り 込み は 傾斜 を 有 し 、 長 軸 の 西壁は 浅 く 1 0cmで、 東壁25cm を 測 り 、 床 面 は 平坦

で あ る が、 西 か ら 東へ傾斜す る 。 こ の遺構で注 目 さ れ る の は 、 西側の ふ く ら み部 中 央 よ り や や

西 に か た よ っ て 65cm X 70cmの範囲 （ 図 中鎖線内） に 床 面 よ り 4 cm程浮 い て 、 厚 さ 6 cmの砂利状

の焼土塊 を 含 む （鉄滓） が集中 し て い た こ と で あ る 。 ち な み に こ の 周 辺 包 含層 よ り 外径 8 cm 、

円孔 1. 8cmの 羽 口 片 を 3 点得て い る の で、 こ れ と 積極的 に 関係 す る 遺物 で あ る と 考 え て い る 。

覆土は 2 層 に わ か れ 、 上層 が暗黄色砂質土層 で そ の 下底 に鉄滓塊 が あ る 。 下層 は 木炭混 り 暗黄

褐色砂質土層 で あ る 。

遺物 鉄滓集 中地点 よ り 土師器の ロ ク ロ 目 を 残す 坪形 土 器 1 点 と 遺構 東側 の 上層 下部 か ら 鉄

分 を 付着 し た 小椀形の対渦 と 思 わ れ る 土器 を 1 点得 た の み で あ る 。 こ の増渦 は 手捏様 で、 外面

が強熱の た め か ごつ ごつ し て い 、 鉄分 が付着 し 重 い 。 （ 矢 口忠良）
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第34図 土砿 4 ( 1 · 2 ) 1 1  ( 3 )  14 ( 4 ) 出土土器

第 4 節 土拡墓及 び土拡

1 土砿墓 ( S K 1 )  ( 第33図、 第 7 図版）

遺構 溝址 1 を 検出 中 に 頭蓋骨の上部 を 削 ず り と っ て 、 初 め て 発見 し た遺構であ る 。 プ ラ ン

は 長 軸 が東西方向 に あ る 、 長 軸1 .67 m · 短軸最 大 巾 o. 7 m の 不整楕 円形 を 呈す る 。 人 骨 は 東 に

頭部 を 、 西 に 足 を 向 け る 伸展葬で、 胸部 に あ た る 部位の掘 り 込み に短軸最 大 巾 が あ る 。 掘 り 込

み は傾斜 を 有 し 、 底 面 が西 か ら 東へ傾斜 し 、 東壁下 が最 も 深 く 7 cm を 測 る 。 遺骸 は底面 に接す

る 。

遺物 遺骸右手 の胸部付近 よ り 、 刃先 を 下 方 に 向 け た 刀子 が 1 点 出 土 し た の み で あ る 。 刀子

は 径 が長 く 、 背関 を 有 す る も の で あ る 。

2 土絋

柱穴 と 思 わ れ る 円 形 及 び柱痕様 ピ ッ ト を 残す も の を 除 き こ れ ら よ り 大 き い も ので、 墓址 で あ る

可能性 を残 し 又意味不 明 な も の を 土砿 と し て 扱 う 。 こ の遺構は 上部 と 下部 に 分 け る こ と がで き 、

そ の確認差は 10cm程 あ る 。 こ れ ら は S K の 記号 を 付 し た が、 S K I は 土砿墓、 S K 12 · 1 3 は小

堅穴址 と し て あ つ か っ た 。

( 1 )  上部土砿群 （ 第35図、 第 7 図版） 第 1 · 8 号住居址付近 を 東端 に 、 調査地中央よ り やや

北側 の溝址 9 付近 よ り 南側 に 展 開 す る 。 次 記 し た 表 に み る と お り 形状 ・ 規模 ・ 方 向 等一定 で な
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第35図 上部土t広群実測図 ( 1 : 80) 

ぃ 。 た だ こ の 中 で注 目 す る も の に 、 土砿墓 と 近似又 は や や大 き い 数値の も の が認 め ら れ 、 そ れ

も 下部土砿群 に 重 な る よ う な 集 中 し た 配置状態 に あ り 、 群 と し て の 墓t広 が想定 で き る 可能性 が

あ る が そ れ を 証す る 出土遺物は な い 。
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番号 図番号

2 35 

3 � 

4 ,, 
5 � 

6 � 

7 ，，， 

8 ,, 
， � 

10 ,, 

14 35 

1 5  ,, 

16  � 

30 ,, 

31 ,I, 

32 22 

33 35 

34 4 

35 4 

36 4 

37 1 5  

38 7 

39 8 

第 1 表上部土砿群一覧表

プ ラ ン

不 整 形

長 卵 形

隅 丸長方形

長 卵 形

不 整 楕 円

円 形

不 整 楕 円

不 整 楕 円

長 卵 形

不 整 方 形

長 卵 形

隅 丸長方形

菱 形

不 整 楕 円

楕 円

不 整 円 形

不 整 方 形

楕 円 形

,, 

不整長楕円

長 卵 形

不 整 楕 円

m m c1 
規模（東西 X 南北 X 深 さ ）

(1 .  0) X 0. 7 X 20 

Q. 6 X  1 .62 X 8 

1 .  2 X 2  ,35 X l7 

1 .  4 X  2 .85 X 29 

0 .93 X l . 6 X l2 

径 1 . 5 X 22 

l .31 X 1 .  0 X 20 

l ,03 X l  ,83 X l6 

1 .43 X 2 .45 X 22 

0 ,62 X O  ,75 X 16  

1 . 4 X 2  ,85 X 30 

1 .  o x 2  . 12x 75 

l ,13 X l  .17 X l5 

0. 9 X 0 .75 X l0 

0 .44 X Q. 6 X ll 

f蚤o .75 x 17 x 22 

0. 7 X  0. 6 X  (14) 

(0. 8) X 63 X 27 

Q ,96 X Q, 8 X 47 

06 X (1 .72) X 50 

1 . 4 x  o. 7 x 54 

l .45 X l  .Q5 X 40 

長軸方向 出土遺物等 備 考

長方形の も の 2 個 か

N -zz':_E 墓砿？

N -22�E 土師器埒 ,., ? ・ 下部土砿 ？

N -16�E 11 ? 

N -62-:_W 覆土上面 に礫 � ?  

,, ? 

N -80°-W ,, ? 

N -35�W ,I, ? 

N -54"._E 

N -14<?._E 土師器甕 墓砿 ？

N -zo<!_E � ?  

N -16�E 

N -80�E 

N -25<:_E S B l l を 切 る

覆土上面 に礫

N -86'c_ W  S B 1 内

N -4炉W S B 1 を 切 る

N -70�E S B 1 

南 北

N -72�W 

N -78�W 

(2 )  下部土砿群 （ 第36図 、 第 8 図版） 上部の 大 形 土砿群下 よ り 検出 し た も の で、 重複関係 に

あ る も の は 19 と 29 の み で、 他 は 独立 し て 存 在す る 。 形態は割合 し っ か り し て 、 長方形態 を と る

も の が多 く 、 底部が平坦で、 掘 り 込み も て い ね い で あ る 。 そ の 配置 か ら 建物址 と も 考 え ら れ る

が、 掘 り 込み の 規模 ・ 主軸 が不揃 い で柱列 と し て 通 ら な い 。 そ れ故上部の も の を 伸展 葬 と 考 え 、

下部 を そ の深 さ か ら 座位屈葬用 の 墓砿 と 考 え る 方 がよ り 説得 力 が あ る よ う に 思 う 。

遺物 上部 ・ 下部遺構の ど れ に も 平安時代 に 比定 さ れ る 土師器 ・ 須恵器片及 び小量では あ る

が弥生 時代 土 器 が土砿 に 混入 し て い る が、 時期 を決す る 遺物 では な い 。 図示 で き る も の に 土拡

4 か ら 出土 し た 古 い形態の地形 土 器 口 縁部付近 、 土砿1 1 か ら 頚部 が立 ち 上 が り そ こ か ら 口縁部
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第36図 下部土t広群実測図

が ゆ るく外開する甕 形 土 器 、 14から口縁部が立 ち上が り 、 イ本部が砲弾形にな り 肩部 よ り 上を ロ

ク ロ整形し 、 下部を底部まで 4 回の タ テ ヘ ラ ケ ズ リ が施こされる甕形 土器がある。

第 2 表下部土垢群一 覧表

プ ラ
m m C● 

番号 図番号 ン 規模 （東西 X 南北 X 深 さ ） 長軸方向 出 土遺物等 備 考

1 1  36 隣 丸長方形 0 - 8 5 X  0 .  62 X 27 N -87� E  士師器甕

17 ，， 長 方 形 l - 17 X 0. 8  X 60 N -70� W  2 個 か

18 ,, 隅 丸長方形 1 .  0 X O . 84 X 58 N -70� W  

1 9  ，，， ,, Q. 8 X Q. 7 X 55 N -88�W S K 29 を 切 る
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20 ，，， 隅丸長 方形 1. 3 X O. 68 X 60 N -70<:_W 

21 .,. 不整長 方形 Q. 98 X 0. 94 X 63 N -70<!_W 

22  ,, 隅丸長 方形 Q. 92 X 0 . 74X 60 N -88�W 

23 ,, ，，， Q. 9 X 1 . 15 X 55 N -20�E 

24 ,,. � l - 05 X l . 2  X 42 N -20<:_E 

25 36 不 整 方 形 0. 8 X Q. 9 X37 N -zs':.... E 

26 ,, 隅丸長 方形 0, 9 X Q, 52 X l3 N -83"-W 

27 ,,. 不 整 方 形 Q . 76 X Q. 95 X35 N -23�£ 

28 ，，， .. Q. 75 X O . 85 X 40 南 北

29 ，' 隅丸長 方形 0. 84 X 1. 4 X 40 N -56�E 

（矢 口忠良）

3 出土人骨について

第 1 号人骨 埋葬の形態は仰臥伸展位で、 各骨の連結位置から移動の跡はみられない。 両上

股は体側に平行で、 下股も約25cm間隔で伸直であ っ た。 しかし残された骨の部位は頭蓋骨の一

部 と 各長骨の骨体中央部のみで、 これらの遺存骨からみての推定によるものである。

頭 蓋 骨は発掘の 際に前頭部を大きく削取されたが、 上下 顎の前部が比較的保存され、 右側頭

骨もやや原形を保つ。 しかし土圧により全体に押し潰されて変形し、 特 に 下顎骨は前下方へ突

出し、 歯列が上方へ露出していた。 その他頚椎 2 個、 左右の上腕骨、 尺骨 、 撓骨、 大腿骨、 腟

骨等は、 上下においてその形状は観察されたが、 ク リ ー ニ ン グの際 に 殆ん ど崩 壊し、 骨粉状 と

な っ た。 頭項骨より腟骨下端まで約 143cmであっ た。

以下、 残された部分の骨について略記する。

下顎骨の左側下顎角の前後がのこる。 下顎枝角は約 1 32で大きく、 下顎枝幅は小さい。 第 2

大臼 歯部における下顎体高も低い。 歯の保存は良好で歯式は次のとおりである。

三®® も t 『H ®®鰐⑲
⑪⑭⑱ Pz® C I I I I C ®® ⑭⑭⑭ X • • • • • • 
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O 印 残存歯
• 印 歯根のみが残る
X 印 欠失歯



す べ て の 歯 に 嗣蝕痕 や歯石 の沈着 は 全 く 認め ら れ な い 。 下顎臼歯部の頬側緑 に や や強 い 一

様 な 咬 耗 がみ ら れ る が、 全 体 に 進捗 は 少 な く 、 歯列 も 整形 で あ る 。 咬 耗度 はMartinの 第 1 - 2

度 に 相 当 す る 。 萌出 し た 第 3 大 臼 歯 に も 僅 か な 咬 耗 がみ ら れ 、 壮年期 に 属 す る 年令 が推定 さ れ

る 。

な お 、 後頭骨の後側、 頭蓋底 の 下部 に 須恵器片 がそ れ ぞれ附着 し て い た 。

第 2 号人骨 す で に取 り 上 げ ら れ て い た 骨の 一部 で 、 頭蓋骨各部の細片 に 限 ら れ て い る 。 褐

色 の 堅緻 な 骨質 で あ る （須恵器片 l ヶ 混入） 。

後頭部の 人字縫合は 断片 的 で あ る が大部分で離開 し て い る 。 上顎骨の 一部 が残 り 、 左側歯槽

に 犬歯 • 第 2 大 臼 歯 が植立 し て い る 。 こ の 部位 の 歯槽縁 に は や や吸収の 痕 がみ ら れ る 。 犬歯の

尖頭は 鈍 く 、 舌側 面 は 一面化 し 、 い わ ゆ る 浮彫像の形成 は み ら れ な い 。 第 二 大 臼 歯 の 近 ・ 遠 に

の舌側咬 頭 は咬 耗 に よ り 平滑面 を つ く り 、 中 心隆線 も 消失 し て い る 。 象牙質 の露出 が点状 に み

え る 。 第 1 号 に 比 し て 同歯種の咬 耗程度 は 著 し く 進 ん で い る 。

（ 西沢寿晃）

第 5 節 溝 址 （ 第 3 · 37 · 38図 、 第 13 · 14図版）

平安時代遺構面 を 検出中 に 発 見 し た も の に 1 - 1 1 が あ り 、 他 の 1 2- 1 4 は 第 3 - 5 号住居址の

検出 中 に そ の 存 在 が明 ら か に な っ た 。 本来溝の 用 途 に 共 し う る も の は 、 溝址 7 及 び13 · 14であ

る 。 7 は 上下部土砿群 よ り 古い も の で、 こ れ ら に 切 ら れ 、 第 9 号住居址 よ り 新 し く 、 そ の 上部

か ら 溝が掘 ら れ 、 U 字形 を 呈す る 掘 り 込 が し っ か り し た も の で 、 東 か ら 西へ流路 を と る 。 巾 は

50-70cmの範囲 に あ り 、 東端付近の 深 さ は 1 6cm · 中位 で22cm · 西端 で38cm を 測 る 。 1 3 は 14 と 併

行 し て 存 在 し 、 第12 · 13 · 1 6号住居址 を 切 っ て 底 面 が北方向 に い く に 従 い 低 く な っ て い る こ と

か ら 南 か ら 北 に流路 を と る も の と 思 わ れ る 。 巾 1 . 7 m ・ 深 さ 1 . 15 m の U 字形 を 呈す る 。 14は13

と ほ ぼ形態等似 る が、 そ れ よ り も 大形で、 南端 が 巾 広 く 3. 4 m 、 調査地北端 は狭 く な り 2. O m  

を 測 る 。 深 さ は 南 で1 .05 m ·  北で 1. 3 m を 測 る 。 こ の溝址 に 巾約 1 m で深 さ 60cmのU 字形態で

あ る 15 が そ の終末形態 か ら 積極的 に 関係す る も の と 思 わ れ る 。 た だ こ れ ら は 何の た め に掘 ら れ

た か意味 す る と こ ろ は 不 明 で あ る 。 1 - 4 は 同 一の も の で東端 が広 く 深 く 1 ,59 m · 24cm を 測 り 、

2 の西端で巾54cm · 深 さ 7 cm、 3 の 同所で巾35cm ・ 深 さ 1 1cm 、 4 の も の は 巾28cm ・ 深 さ 8 cmの

浅 い U 字 溝 に な る 。 巾 30-40cm、 深 さ 6 - 13cmの 8 · 9 は そ の 方 向 か ら 3 に 接続す る も の と 恩

わ れ る 。 5 は 北 か ら 南方向 に流路 を と る も の で、 第 6 号住居址 の 上部 を 覆 う 。 北の 先端付近は

巾 55cmで深 さ 10cm を 測 り 、 第 6 号住居址付近 で は 巾 75cm · 深 さ 16cmの浅い U 字溝形 を 呈 す る 。

6 は 第 7 号住居址 の 東南隅 か ら 住居址内 を 覆 う も の と 思 わ れ る が、 住居址 の 検出 を 急 い だ の で

全形 を 露呈で き な か っ た 。 確認規模 は 全 長 3. 8 m で、 巾 2. 5 m · 深 さ 1 0cmの も の で西端 に 挙 大

の 角 礫 の 集 中 ヵ 所 がみ ら れた。 1 1 · 1 2 は や は り 第 7 号住居址 の 上部 に あ り 、 1 1 は 東西 方向 に 2. 9
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m の長さで、 巾30cm · 深さ25cmを測る。 1 2は1 1 にたいしほぼ

直角 に 折れ南北方向で、 長さ I. 5m · 巾27cm ・ 深さ9cmのも

のであり周溝様形態を呈する。

遺物 1 - 1 2の覆土中からは平安時代の土師器 ・ 須恵器の

小破片が出土しているが、 図示できるものは 4 の先端から出

土した体部下半がふくれ、 頚部がつぼまり、 口縁部が短かく

外開するいわば蛸壺形の土器 （第38図） があるだけである。

13 · 14からは弥生時代の土器が多く出土し、 特 に 13からの覆

土中からみるべきものがある （第37図） 。 器種 には柑・ 甕・ 鉢

• 高坪・ 器台形土 器がある。

琳形土器 ( l ) 口縁部を欠き、 イ本部 が下膨れの球形胴であ
•゚ • •  m

 
cー゚ー

る。 外面はよく研磨され赤色塗彩される。
甕形土 器 ( 2 -9) 文様及び器形から 4 種 に 大 別することができる。 その 1 は櫛状 工 具 に よ

第38図 溝址 4 出土土器

り施文されるもので、3は口縁部が直立した頚部から大きく外反し、その端部 に 最大径があり、

肩がわずか に 張る器形 になり、 4 は体部上半 に 最大形を有し、 頚部がくの字形 に 屈 開し、 そこ

から内弯 気味 に 立ち上が っ た口縁部は上半から更 に 外反し、 球形胴 に なる器形で、 5 の 口縁部

は直線的な器形 になる。 これらの施文は3 · 5 は頚部 に 簾状文を有し口縁部 ・ 1本部は右上がり

の波状文で飾られ、 内 面はヘ ラ 状工具 によりていねい に ナ デ整形される。 4 は波状文のみで施

文され、 内面の整形は刷 毛 ナ デ による。 その 2 は小形のもの ( 2 ) で、 口縁部が頚部よりくの

字形 に屈 開し、 体部が球形で、 外面 に 比較的深い刷 毛 目 を残す。 その3は高台が付され、 外面

に刷毛を顕著 に残し、 頚部はくの字形 に 折れ、 肩部が張り最大径から底部 に かけて集約する器

形で、 高台は短く直線的 に 外開した後裾部でわずか に 外反する。 その 4 は大形のもの ( 9) で

体部中位が筒形 に なり肩部 ・ 底部がこけるずんぐりしたもので、 頚部がくの字を呈し、 口 縁部

が直線的 に 外 開して端部付近が内弯気味 に なる。 内外面の整形は刷 毛 により、 細かい整形痕を

残す。

鉢形土 器 (10) 体部から口縁部 にかけ内弯する器形で、 底部は平 底 に なる。 ヘ ラ ミ ガ キ 整形

が施こされる。

高坪土器 ( 1 1 -13) 坪部は浅鉢形のもので口縁端部は肥厚し内弯する。 脚部は ラ ッ パ 状 に
外開し裾部は更 に 外反する器形 に なる。 t不部内外面 及 び脚部外面は研磨され赤色塗彩される。

器台形土器 (14- 16) ほぼ完形のものが 2 点出土している。 坪部 口 縁部がわずか に 外反し、

体部が直線的で、 14 · 15は底部から脚部 に かけ円孔が貫 ぬかれ、 脚部は直線的 に 外 開し、 上方

に3個の円孔が穿たれる。 14の裾部は外反する。 16は脚部上方 に 3本の沈線がめぐらされる。

とも に 坪部内外面 及 び脚部外面は研磨され赤色塗彩が施こされる。 （ 矢 口忠良）
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第 6 節 包含層 出 土 の 遺物

弥生時代遺物 （ 第39 図）

出 土量 は 少 な く 、 第 1 2 · 1 3号住居址付近 に よ り 多 く み ら れ た 。 1 · 2 は 壺形土 器底部付近の

破片で、 1 は 頚部 か ら 体部 が内弯気味 に 外開 し 、 下 半 に 最大 径 が あ り 、 そ こ か ら 底部 に か け こ

け る 器形 に な り 、 外面肩部 に簾状文様が施 こ さ れ る 。 2 も 同様器形 に な る と 思 わ れ 、 内 面 に ヘ

ラ 及 び刷毛 に よ る 整形痕 を残す。 3 - 6 は甕形 土 器 口 縁部 か ら 体部 上 半 ま での破片で文様は頚

部 に簾状文 を め ぐ ら し 、 そ れ を 境 い に 口 縁部 か ら 体部下半 に か け 右上 が り の 波状文 が施 こ さ れ

る 。 7 は底部片で内 面 に刷毛 に よ る 整形 痕 が残 さ れ 、 他 面 は タ テ ヘ ラ ナ デ に よ り 整形 さ れ る 。

8 - 1 1 は 同種の高台 で ラ ッ パ状 に 外 開 し 裾部 が更 に 外反 す る 器形 に な る 。 1 2 · 1 3 は 高坪形 土 器

坪部の破片で、 1 2 は 内弯 し な が ら 外 開 し た イ本部 が 口 縁部 に い た り 外反 す る 器形 で 、 13 は 体部上

端 が立 ち 上 が り 、 口縁 が大 き く 外開 す る 。 共 に 内外面 と も 研磨 さ れ赤色塗彩 さ れ る 。 14は皿形

の小形の土器で あ る 。

土師器 （ 第40図 1 - 21 )  

出土量 は 多 く 、 図示 で き る も の は 坪形土 器 を 中 心 と す る 。 1 は 有段 口 縁 を 呈 す る 古手 の壺形

土 器 片 で あ る 。 坪形土器 ( 2 - 16) は椀形の体部で、 口縁部 が わ ず か に 外反 し 、 底部 は ロ ク ロ

か ら の切離 を 糸切 り に よ っ て な さ れ て お り 、 上 げ底状 を 呈す る 器形 に な る 。 外面 に は ロ ク ロ 目

が残 り 、 内 面 は 1 6 を 除 き ヘ ラ ミ ガキ さ れ 、 黒色処理 さ れ る 。 2 の体部外面 に墨書 が あ る 。 1 7 ·

18は外開す る 高台 が付 さ れ る 皿形 の 土器で、 内 面 が黒色処理 さ れ る 。 1 9 · 20 は 蓋形土器で、 19

の つ ま み は 上端 が窪み 、 イ本部は 丸味 を も っ て 外開 し 、 口縁部が折 れ る 器形 に な り 、 20は つ ま み

部 を 欠 き 形態 は わ か ら な い が、 天井部は ヘ ラ ケ ズ リ で平坦 に な り 、 体部 は 直線的で、 口縁部で

強 く 折れ 、 端部は嘴状 に な る 。 共 に 内 面 は 研磨 さ れ黒色 を 呈 す る 。 21 は 中 形 の甕形土器で、 頚

部 がゆ る ＜ 折れ 、 口縁部 も そ こ か ら 素直 に 立 ち 上 が り 、 最大径 は 体部上半 に あ る 。 内外面 と も ロ

ク ロ 整形痕 が残 る 。

須恵器 （ 第40図22-31 、 第41図）

や は り 坪形土 器 が 目 立つ。 器 形 か ら 坪形 の も の と 高台付の も の に 分 け ら れ 、 更 に 底部の ロ ク

ロ か ら の 切離に よ り 大分類で き る 。 第40図22 -25 及 び第41 圏 1 - 4 は ヘ ラ に よ り 切離 さ れ た も

の で 、 22 · 23 · 1 - 4 は 更 に ヘ ラ ケ ズ リ 整形 が行 な わ れ 、 底部 に 丸味 を 有 す る 。 24 · 25 は 口 径

に 比 し て 器高 が低 い皿形の も の で、 ヘ ラ 切離痕 を そ の ま ま 残 し て い る 。 こ の 手 は次 の 糸 切 り 痕

を 有す も の と 相違 し て ロ ク ロ 目 を 明瞭 に残 さ な い も の が多 い 。 ま た 高台 は 3 の み や や 内側 に あ

る が他は底部外周 に外開す る も の が付 さ れ る 。 他 は 糸 切 り 痕 を 残 す 一群で、 や は り 高台 を 付す

も の （第41 図 5 - 10) と 付 さ れ な い も の （ 第40図26 -31) があ る 。 イ本部 は い く ぶ ん 内弯気味で、

口縁部 が わ ずか に 外反 す る 器形 が 多 く 、 上 げ底気味 に な る 。 6 · 7 · 9 · 1 0 は 外周 に ヘ ラ ケ ズ リ
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が施こされ、 中央付近 に 糸 切 り 痕を残す。 高台の付し方は底部外縁付近 に 付されるが、 前者と

比べ短か く 直立する。 蓋形土 器 （第41 図 1 1 - 18) に は短頚壺に用い ら れたと思われる天井部が

平坦で 口縁部が直角 に長く折れるもの ( 1 1 · 1 2) と天井部が内弯しながら外開し口 縁部が短か

＜ 折れ、 端部が嘴状 に なるもの ( 13-18) に大別できる。 1 1 の 口縁端部は肥厚し外反気味 にな

る。 つまみは1 1 · 14を扁平な擬宝珠形 に なるの に た いし他は扁平擬宝珠形を意識した 扁平なも

のである。 19 · 21は細口 の長頚瓶で、 ロ ク ロ 目 が明瞭 に 残る。 20 · 22は甕形土器で外面 に 叩き

目 を残し、 20の体部内面 には青海波文がある。

灰釉 陶器 （第41 図23-25)

出土量は思いのほか少なく3点で、 それも図示した 皿形のものである。 破片全面 に透明の釉

がかかる。 た ぶん高台が付されるものと思う。

この他 平安時代検出面から鉄斧 （第42肉3) ・ 帯金具・ 刀 子及び土製紡錘車が各 l 点出土し

ている。 （矢 口忠良）
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第42固 包含層 出土鉄製品
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第 3 表 出土図示土器一 覧表

遺
物
番
号

法 量 (cm) 色
器 種 形 態 上 の

特

徴 手 法 上 の

特

徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出
状

第 1 号住居址 （ 第 5 図）

-

47 

| 

I 坪 3. 6 12 .  7 8. 0 皿形 ・ 付高台やや外開 ロ ク ロ 成 形 小 砂 良 好 赤灰色 赤灰色 覆

2 ,, 12 .  9 椀形 ,, ・ ヘ ラ ミ ガ キ ・ 内 面黒色処理 ，' ,, 赤褐色 黒 色

3 ,, 4- 4 14 . 3 6, 7 " ,, • 糸 切 り ，， ,, 青灰色 青灰色

4 ,, 4- 1 13 .  7 6. 9 " ，' ，， ，， ,, ,, ,, 

5 • 13. 7 � ，， • ,, 赤灰色 赤灰色

6 • 13.  8 � ,, ,, ,, 赤灰色 赤灰色

7 • 15 .  6 � � ,, • 青灰色 青灰色

8 蓋 1 1 - 8  口縁部鈍い嘴状 • ・ ヘ ラ 切 り 痕 ，' • ,, ,, 

第 2 号住居址 （ 第 7 図）

1 坪 5. 9 19. I 7. 1 1本部やや内弯 • 口縁部短 く 外反 ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ 内 面黒色処理 小 砂 良好 黄褐色 黒 色 覆

2 ,, 14 . 9 椀形 ,, ,, ,, • ，， 黄褐色

3 ,, 13. 6 • � ,, • ヘ ラ ミ ガキ ・ � ,, • ，， 黒 色

4 • 3. 6 13. 4 5. 5 f本部やや内弯 · 浅い ,, ，， • 糸切 り ・ 暗文 • . ，' ,, 

5 • 4. 4 13. 1 5. 6 • ,, ,, ,, ,, • ，， ，' 

6 ，， 14- 1 椀形 ,, ,, • ,, � ,, ,, 

7 ,, 3, 5 13, 5 6. 9 坪形 ,, • 糸 切 り 痕 ,, ,, 青灰色 青灰色

8 . 3. 9 1 1 .  1 7 , 0  1本部下端 に 稜 ・ 付高台は直 ,, ，' • • • ，' 

， 蓋 17. 7 天井部 丸味 を も つ ,, • ヘ ラ 切 り ，' ,, ，， ,, 

10 皿 5. 6 17.  7 8. 9 皿形 • 口縁部が外反 ・ 付高台 � 良 選 ,, 灰 白 色 淡緑色



遺 法 量 (cm) 色 調
物 器 種 形 態 上

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成
出 ．

の

号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面 状 ！

1 1  皿 4 . 7  13. 8 6 . 8  口縁部外反 ・ 付高 台 直 に 近 い ロ ク ロ 成形 良 選 良 好 灰 白 色 灰 白 色 覆

1 2  � 18. 3 ，， ,, ,, ,, ,, ,,. " 

13 ,, 1 7 .  1 ,, ,, • ,, ,, ,, ,, 

1 4  椀 13, 8 ,, ,, � ，， 淡緑色 淡緑色 ,, 

1 5  甕 12. 8 小形 · 口 縁部やや外反 ,, . タ テ ヘ ラ ケ ズ リ 小 砂 ,, 黒褐色 黄褐色 床

16  ，' 12 .  7 ，' • � ，' ・ ヨ コ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ，， � • � 

1 7  ，，， 22. 3 中形 • 口 縁部 に 最大 径 ，， ・ タ テ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ,, ,, " " 

18  ，' 32. 9 大 形 • 口縁部やや内弯 ・ 端部面取 り ,, � ，， ,, ,, • 

| 4
8-

19  ,, 22. 4 中 形 · � ,, ,, � ,, ,, � 

第 5 号住居址 （ 第 10図）

坪 7. 7 1 1本部内弯気味 ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内面 黒色処理 I 小 砂 I 良好 I 赤褐色 I 黒 色 I 覆

2 I ,, 9. 9 I イ本部下端 に 稜 ・ 付 高台 直 に 近 い ロ ク ロ 成形 ・ 糸 切 り 痕 良 選 I ,, I 青灰色 I 青灰色 ,, 

第 6 号住居址 （第12図）

I 坪 3. 8 13. 0 5. 8 i不形 ロ ク ロ 成形 ・ 糸 切 り 痕 小 砂 良好 青灰色 青灰色 覆

2 ‘ 3. 6 12 .  8 s. 9 ，， • ,, ,, ,, 暗灰色 暗灰色 ,, 

3 ,, 3. 3 I J . 4 5. 5 ,, q � ，' ，' 青灰色 青灰色 ,, 

4 • 13.  9 1本部やや内弯 • ,, ,, ,, � & 

5 � 14 . 0 椀形 � ,, ，， ,, ,, ,, 

6 椀 17 . 3 . . 口 唇 部外 反 • 良 選 � 灰 白 色 灰 白 色 ケ

7 蓋 つ ま み擬宝珠形 � • ヘ ラ 切 り 小 砂 ,, 赤灰色 赤灰色 ,, 



遺
物
番
号

法 量 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特

・
徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出
状

第 7 号住居址 （ 第 1 3図）

| 

49-

I 坪 s.o 14. 7 7, 6 椀 形 • 口 縁部外反 ・ 付高台外開 ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ 糸切 り 痕 ・
色
内

処
面

理
黒 小 砂 良 好 黄褐色 黒 色 覆

2 ,, 4, 2 12. 0 5 . 4  ,, ，， ,, ・ ，' ,, ,, � ，， ，' 

3 ，' 12. 1 ，' ,, ，， ,, ・ ク ，' ,, 灰褐色 � ,, 

4 ,, 3. 8 10. 2 4. 6 � ，， • 糸切 り 痕 � ,, 青灰色 青灰色 ,, 

5 ，' 3. 8 1 1 . 4  6 .  5 坪形 ，， • 糸 切 り の ち ヘ ラ ケ ズ リ ,, & 暗 青 灰 色 ，， ，' 

6 15,  1 - f本部口縁 青灰色 暗灰色 ,, � 1本部下端 L 稜 ・
部直線的 • 端部 に 丸味 ,, ,, ,, 

7 蓋 3. 5 13, 9 天井部扁平三角形 ・ つ ま み 内部 に え ぐ れ る ,, ・ ヘ ラ 切 り ,, ，， ,, 青灰色 ,, 

8 ,, 2. 6 13. 8 ,, ． 扁平つ ま み ,, ，， � ヶ ヶ ,, � 

第 8 号住居址 （ 第 1 6図 ）

1 坪 s.o 14. 8 7. 1 体部やや内弯 し な が ら 外開 内 面黒 小 砂 良好 黄褐色 黒 色 床ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・
色処理 ・糸切 り 痕

2 � 4 - 4  1 3 .  2 5. 6 ,, ,, ,, ，， ． ,, � ，， ,, ,, 覆

3 ，， 4 - 6  15. 2 1. 2 ,, ，， ,, ，， ． � 小砂石 ,, 灰褐色 ，' ，' 

4 ，， 4 . 5  14, 0 7 . 4  ,, ,, � ,, . ，， 小 砂 ‘’ 黄褐色 ,, ，' 

5 � 13,  5 ，' • 口唇部外反 ，' � � ,, � 赤褐色 ,, 

6 ,, 3. 4 12 - 8 6. 3 坪形 ，， ・ 糸切 り 痕 良 選 � 育灰色 灰 白 色 床

7 � 3. 7 1 1 .  7 5, 4 ,, ,, ,, 小 砂 ,, 暗青灰色 青灰色 � 

8 � 3. 7 1 2. 6 5, 8 ，， ，， � ,, ，， 野灰色 � 覆

， ,, 12. 6 体部やや 内弯 ，' ,, • ，， ,, ,, 

10 ,, 1 2. 6 1本部口縁部直線的 ,, � � 暗青灰色 ，' ,, 



遺
物
番
号

1 1  

1 2  

13  

1 4  

1 

2 

3 

4 
50

ー 5 

6 

7 

8 

， 
10 

1 1  

1 2  

1 3  

14 

1 

法 量 (cm)
器 種 形 態 上 の 特 徴

器 高 口 径 底 径

蓋 2 . 0  1 3 .  7 口縁部屈曲 な し ・ つ ま み 扁 平

甕 21 . 0  長胴形 • 最大径 口縁部

,, 23. 8  長胴形 ・ ロ 縁部外開 • 最大径｛本部中位

，， 22. 7 頚部口 縁部間 に段 • 口縁部外開

第 9 号住居址出土土器 （第18-21図）

壺

琳

壺 7. 2 

� 6- 3 

� 6. 0 

� 7. 0 

" 4. 0 

,, 6. 5 

� 3. 8 

甕 8. 3 8. 8 3. 8 

,, 12. 8 

,, 12. 8 

,, 14. 7 

• 18. 5 

• 20. 0  

口縁部外反 し つ つ外開 ・ 頚部 し ま る

球形胴 ・ 1本部下半 に 最大径

平底 ・ 底部外反

,, 

，' ・ 底部内弯

ク ・ やや上底気味

,, 

� 

，' ・ f本部張 る

小形 • 口縁部に 最大径

口縁部外反 頚部立上 り 気味 · I本部 丸味

口縁部外反 ・ 肩部張 る · 頚部立上 り 気味 ・

1本部丸味
口縁部外反 ・ 頚部立 上 り 気味 ・ f本部 丸味

口
1
縁
本部

部外反 • 口唇部受 ロ ・ 頚部立 上 り 気味
・ 丸味
口縁部外反

色 調 出 .:J
手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

外 面 内 面
状 夏

ロ ク ロ 整形 小 砂 良好 暗灰色 暗灰色 覆

ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ ・ 刷 毛 ナ デ 小砂石 " 橙褐色 黄褐色 ,, 

，， � ，， ,, 黄褐色 茶褐色 • 
� ,, ,, ,, 赤褐色 黄褐色 ,, 

ヘ ラ ミ ガキ · T字状文 • 赤色塗彩 小 砂 良好 赤 色 赤 色 覆 ：

,, ・ ヘ ラ ナ デ ・ ,, ，， • ,, 黄灰色 � 

� ケ ,, � ，' ,, 茶褐色 ，' 

� • 赤色塗彩 � ,, ，， ,, ,, 

，， ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 赤色塗彩 � ，， 赤 色 赤 色 � 
,, ,, ，' 黒褐色 黄灰色 ，， 

,, • ヘ ラ ナ デ ,, ，， 黄褐色 黄褐色 ,, 

,, ,, 不良 暗褐色 黄褐色 ，， 

，， ,, 良好 暗褐色 茶褐色 ,, 

指整形 · 刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ・ 波状文 · ，' ，， 暗赤褐色 赤褐色 ，， 
10本歯 ． 簾状文
ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ 波状文 ・ 10本歯 � ,, 
· 簾状文

暗褐色 暗茶褐色 ,, 

ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ 波状文 ・ 簾状文 ,, � ,, 暗褐色 � 

,, • ，， � ,, ,, 黒褐色 黒褐色 ,, 

,, • ,, ,, ，， � ,, 暗黄褐色 ，， 

，' ，' ,, ,, ，' ,,. 暗褐色 暗赤色 ,, 



遺
器 種

2 甕

3 ,, 

4 ,, 

5 ，' ム口

6 甕

7 ,, 

8 ,, 

， ,, 

10  甑
51— 

1 1  蓋

12 • 
13  高坪

14 � 

15  ，' 

16 ，， 

17 ,, 

18 ，' 

19 器台

20 ,, 

21 � 

法 量 (c置）

器 高 口 径 底 径

18. 4 

18. 8 

19.  7 

10, 4 

6, 4 

4 . 0 

4 . 0 

3. 9 

5. 8 

19. 6 6, 4 

15 .  2 

10. 7 

8. 2 

形 態 上 の 特 徴

口縁部外反

� 

，， 

台端部ゆ る や か に 外反

平底やや上底気味

平底 ・ 底器面厚

底部端 か え し

平底 ・ 1本部張 る

孔径 1 . 4cm

つ ま み 部穿孔孔径 3 - 6 mm 

つ ま み 項部内弯 • イ本部r稜 · 口縁部や-
や外反

脚部 ラ ッ パ状外開 ・ 脚端部外反

脚 部 ラ ッ パ状外開 ・ 脚上部やや垂下

• 
• 
,, 

，， ・ 脚上部やや内弯

口縁部外開 し つ つ内弯

脚部 3 方開 口 • 脚部 ラ ッ パ状外開

脚 部 ラ ッ パ状外開

色 調 出 ＿
手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

外 面 内 面
状 ！

ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ 櫛描波状文 小 砂 良好 黒褐色 茶褐色 覆

,, ，， ,, ,, ，' • 明褐 色 ,, 

,, • ． 刷毛ナ デ ・ i皮状文 ,, ,, 褐 色 茶褐色 ,, 

,, ・ ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ,, ,, 暗褐色
,, ,, 

ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ,, ，， " 暗黄褐色 ,, 

手捏 ケ ,, � 赤灰色 淡黄褐色 ,, 

刷毛 ナ デ ・ " • ヘ ラ ケ ズ リ � ,, 赤褐色 明赤Ill色 ，， 

ヘ ラ ナ デ ・ ,, ケ ,, 暗褐色 黄褐色 ,, 

,, ,, ，， 黄褐色 � • 
ヘ ラ ミ ガキ ,, 不 良 暗褐色 暗褐色 ,, 

刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ，， 良 好 明黄褐色 茶褐色 � 

,, ，， • 内外面 赤色塗彩 ,, ，， 
赤 色 赤

赤褐
色

色

,, 

,, • � ，， ,, ,, 赤 色

黄灰色
• 

,, ,, � ,, ,, ,, 橙
赤

褐
色

色
、

,, ,, ,, ,, � ,, 赤
赤褐色

色 � 

，， ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, 

• ,, ,, ,, ,, ,, ，' ,, 

，' • 内 面 赤色塗彩 ,, ,, 明褐色 赤 色 ,, 
,, ，' • 内外面赤色 塗彩 赤

赤褐
色
色

. 1 孔 ,, • 赤 色
,, 

,, ,, . 
橙
赤、褐色

色
赤色塗彩 （外面 ・ 脚部一部内面） ,, ケ 赤 色 ,, 



5
2 | 

遺 法 量 (cm)
器 種 形 態 上 の

特 徴号

1 培

2 ,, 

3 壺

4 ，， 

5 ，， 

6 .. 
7 ,, 

I 甕

2 ,, 

3 ，' 

4 ，' 

5 鉢

6 壺

7 I 蓋

1 坪

2 ，' 

3 ，' 

4 壺

器 高 口 径 底 径

16. 8 13,  1 s. 7 

25 , 4  17 ,  7 s. 9 

21 . 0  7, 8 

7. 8 

27- 2  15- 8 5 . 6  

28. 6 

18, 4 14, 1 s. 7 

17.  0 17. 6 6. 2 

6. 1 

18. 5 

44 . 0  18. 9 17 .  5 

頚部
形

く の字
大

・ ロ縁外開 ・ 端部外反 · 1本部
球 • 最 径胴下部
頚部

形
く の字

大
・ ロ縁

下部
部直線的 に外形 ・ 1本部

球 • 最 径胴
口縁

整形
外

時
開 し つつ外反 ・ ｛本部球形 ・ ロ緑一

部 に補修

球形胴下部直線的 • 最大径1本部中位 • 平底

，， � 
,, � 

• ,, • 口縁外開 し つつ外反
，， • 長

台
大径底部口縁部外開 し つつ

外反 · 付高
口縁

底
部
部

外開 し 最
出

大 径 口縁部 ・ 肩張球形胴
• つ く り し

口縁
最

部
大

外
径

開 し つつ外反 ・ 付高台 ・ 球形胴• 肩部

最大径肩部 ・ 平底

f
口
本

縁
部

部
内弯

内弯端部面取 り ・ 片 ロ ・ 付高台。

口縁
反

部
底
受口状

上
·

底
肩張球形胴 ． 頚部直立後

外 · 部 げ

第1 0号住居址 （ 第23図）

16. 1 I 天井部下位の み

第1 1 号住居址 （第23図）

3, 7 ! 13, 0 5, 2 f本部内弯 し な が ら 立 ち 上 が る

13. 9 ,, • 口縁部外反

12, 8  1本部口縁部直線的

長頚壺頚部

手 法 上 の
特 徴

刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 穿孔

,, ,, ・ ナ デ

,, ,, ，' 

ヘ ラ ケ ズ リ 状 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ

刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ ァー． 外面赤
色塗彩

ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ デ

,, . ,, . 6 本歯T 字状文

刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ

ヘ ラ ナ デ ・ ナ デ

刷毛ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ デ

,, ,, • ヘ ラ ケ ズ リ

� ,, 

• ,, ・ ナ デ

ロ ク ロ 成形

ロ ク ロ 成形
痕

· ヘ ラ ミ ガキ ・ 内面黒色処 理
• 糸切 り

，' ，' � 
,, 

，， 

色 調 出 土
胎 土 焼 成

外 面 内 面 状 態

良 選 良 好 明褐色 暗褐色 覆 土

，， ， ,, ‘’ ,, ,, 

，， ，' 黄褐色
黄褐色

色黒褐 ,, 

小 砂 ,, � 暗褐色 • 
� ,, 赤褐色 灰褐色 ,, 

,, ,, 赤褐色 暗褐色 • 
，' 不良 ,, 赤褐色 ,, 

,, 良 好 暗褐色 暗褐色 • 
,, 不良 ,, � ，， 

,, ，， � ケ ,, 

,, ,, 里褐色
黒
黄

褐色
褐色 • 

� 良好 赤褐色 暗褐色 ，， 

，， • 黄褐色 黄褐色 ,, 

小 砂 I 良好 I 青灰色 I 黒 色 I 覆 土

小 砂 良好 黄褐色 黒 色 床 面

,, ,, 灰褐色 � � 

,, ,, 青灰色 青灰色 ,, 

,, ,, 淡緑色 灰 白 色 ,, 



遺
物
番
号

法 量 (cm) 色
器 種 形 態 上 の

特

徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

L
L

t
 

5
 

壺

長 頚

壺

頚部 ロ ク ロ 整 形 小 砂 良 好 育黒色 淡青色 は

第 1 2 · 13号住居址 （ 第25-27図）

ー

53
—

I 甕 8 . 3  小形 ・ 頚部肥厚 ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ・ 櫛描波状文 小砂石 良好 黒 色 茶灰色 ＇ 
2 ,, '， ・ 頚部内面 に鈍い稜 · I本部 丸味 ,, � � ，' ,, 黒褐色 茶灰色

3 � 13. 8 中 形 ・ 頚部肥原 � ,, ，' • 横線文 ,, ，， 暗褐色 淡褐色

4 ,, 14. 4 ,, ,, ,, ,, ． 薦状文 � ，， � 黒褐色

5 ，' 13 ,  6 ，， ，' ，， ，' ，' ，' ,, 褐 色 茶 色

6 ，， 14, 4 '， ・ 頚部内面 に 鈍い稜 ，， ,, ,, • 横線文 ，' ,, 茶褐色 黒褐色

7 ,, 12. 3 ，' ・ 頚部肥厚 · 1本部球形 ，' ，' ,, · 簾状文 ，， ,, ,, 黄褐色

8 ，， ]3 .  5 ，' ，' ,, ,, ，' ,, ,, 褐 色 明褐色

， � 14. 0 ，， • 口 縁端部面取 り 様 ，， ,, � ,, " 茶褐色 明褐色

10  ,, 14. 3 ，， • ，， ,, ,, ,, 褐 色 � 

1 1  ,, 16. 6 ，' ・ 頚部肥厚 ，' ，, "' ,, ,, ，， 褐 色

12 ケ 16. 1 中 形 ，' ，, ,, � ，， 暗褐色 騎責灰色

13 ，， 16. 4 ，' ・ 頚部肥厚 ,, ,, • " ，' ＇ 暗赤黒色

14 ，， 16. 5 ，， ，' � ,, • 横線文 ,, ，' 茶灰色 茶灰色

15 � 34. 6 大形 ,, ． 刷毛整形 ・ 櫛描波状文 ・ 簾状文 � ，， 淡葉赤色 褐 色

16 ，' 29, 1 � � ,, ，， ，' � 茶灰色 ，' 

17 ，' 28. 2 ク ・ ロ縁端部面取 り 様 ,, ・ 櫛描波状文 ,, � 茶 色 明褐色

18 ,, 22. 7 ,, ，' ，， • 横線文 ,, ，， 黄褐色 黄褐色



遺 法 量 (cm) 色 調 出物 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成番
器 高 口 径 底 径 外 面 状

号 内 面

19 甕（台） 7. 6 台部のみ ヘ ラ ナ デ 小砂石 良 好 黒褐色 茶褐色 覆

20 ,, ( ,, )  6. 4 � ，' • ,, ,, 褐 色

21 ,, ( ,, )  8. 6 ，' ,, ，' • 茶灰色 黄灰色

1 高J:不 25. 7 坪部内弯 • 口縁部外反 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 小 砂 ，， 赤 色 赤 色

2 � 28. 1 ,, ,, ，， ,, ,, ヽ· � . 
3 ,, 25. 9 坪部上方で立 ち 上 が る ・ ロ縁部外反 • • ,, � ,, ，' 

4 28, 4 
口縁部に小突起 ,, ，' � ，' ，' • ,, ,, ，' 

� 
5 ，' 25. 5 � • • ,, � • ,, ,, 

I父ー
6 18. 4 

浅鉢形 ・ ロ縁部短 く 立 ち 上が る ,, ，' ,, ，， ,, ,, ,, 
,, ,, 

7 ,, 18. 5 � • ，， ,, ，， ，， 

，， � 
8 ，' 18, 2 ,, ,, ,, ，' ケ � 

， ,,. 13. 2 
ラ ッ パ状 に外開 ・ 裾部更 に外開 ,, ・ 外面ヘ ラ ミ ガキ ,, ,, ,, 灰褐色

10 
脚部の み ラ ッ パ状 に外開

・ 外面赤色塗彩，' ,, ,, . 赤 色 ,, 
� · 裾部更 に外開

1 1  � 10. 8 � ,, ,, 暗褐色 赤褐色

1 2  ,, 7. 5 台付甕形土器高台 ？ � • 内外面赤色塗彩 ヽ ,, 赤 色 灰褐色

13 ，' 1 1 .  6 ラ ッ パ状 に 外 開 • ・ 外面 赤色 塗彩 . � ,, 暗褐色

14 ,, 14 . 4  ,, ,, ，， ，， � ,, ケ

15 器台 7. 2 椀形 • 口縁部内弯 ,, ，， ，' � ,, 黒褐色

l 空- 頚部のみ 「 く 」 の字形に外開 ，' " • 淡褐色 黄 褐色

2 蓋 6. 5 13. 8 断面三角形状 ・ つ ま み部 上面窪む ・ 円孔 . ・ ヨ コ ナ デ ，， ,, 赤褐色 黒褐色



遺 法 量 (cm)
物 器 種 形 態 上 特 徴番 の
号 器 高 口 径 底 径

3 蓋 6. 4 13 .  4 断面三角形 • 明確 な つ ま み部 を な さ な い

4 � S. 4 15 .  9 ,, • つ ま み部上面窪む

5 ，， ,, � . 1 円孔 あ り

6 ，， 17 . 0 ,, 

7 鉢 5, 3 1本部直線的 に外開 • 高台

8 ,, 7. 9 10.  3 3, 5 ｛本部内弯気味 · 口縁部内弯

， ,, 19,  9 1本部直線的に外開

10 ,, 10. s JO.  5 5. 4 1本部内弯気味 • 口縁部更 に内弯

1 1  ,, 9. 0 15 , 5 5 , 2 1本部直線的に外開
5
5ー 1 2  ,, JO. 6 1本部内弯気味 • 口縁部更 に 内弯

1 3  ,, 4 . 9  10. 2 3. 6 f本部直線的 に外開 • 口縁部内弯

14 鉢 10. s 体部直線 的 に 立 ち 上 が る ・ 片 口付

15 対 4 . 9  ミ ニ チ ュ ア ・ ロ縁部外開

16 手捏 s. o 4 . 6  3. 1 & 

1 7  � 4- 3 ,, 

第14号住居址 （ 第29図）

甕 22. 4 12 . 3 7 , 2  長胴形 ・ f本部やや丸味 • 口縁部短 く 内弯

第15号住居址 （第30図）

坪 3. 1 12 . 3 5 , 6  1本部内弯気味 • 口縁部 わ ず か に 外反

2 I ,, I 4- 7 I 13 .  4 6. 7 ,, 

色 調 出
手 法 上 特 徴 胎 土 焼 成の

外 面 内 面 状

刷毛整形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ 小砂石 良好 黒褐色 茶褐色 覆

ヨ コ ナ デ ・ ，' ,, � 暗赤褐色 賠赤褐色

ヘ ラ ミ ガキ ，' ，， 暗黒色 黒紫色

• ,, ,, 黄褐色 赤褐色

,, • 赤色塗彩 • 高台 小 砂 ，， 赤 色 赤 色

,, ，， ，， � ,, 黒褐色

刷毛整形 ，， ，， 淡茶褐色 赤褐色

ヘ ラ ミ ガキ ・ 外面 赤色塗彩 ，' ,, 赤 色 黄褐色

,, • 内外面赤色塗彩 ,, ,, ,, 赤 色

,, ・ 外面赤色塗彩 ,, ,, ,, 橙褐色

，' • 内外面赤色塗彩 ,, ,, � 赤 色

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内外面赤色塗彩 ‘‘ " ケ ,, 

ナ デ ・ 外 面 及 び内面頚部上赤色塗彩 ，， ,, ，， ,, 

輪積成形痕 ・ 指頭圧痕 ,, 不良 黄褐色 暗褐色

,, ,, � ,, 茶灰色 黒褐色

ロ ク ロ 目 · 糸切 り 痕 小 砂 良好 暗青灰色 灰 白 色 I 覆

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内面黒色処理 ・ 十字の暗文 小 砂 良好 黄褐色 I 黒 色 I 覆
ロ ク ロ 成形 ・ 糸切 り 痕

，'，， ，，，， ，' ，， 灰褐色 I ,, 



遺 法 量 (cm)
物 器 種番
号 器 高 口 径 底 径

3 坪 3 , 8  1 2 .  4 4 . 9  

4 � 5. 5 15 .  2 7 . 5  

5 ,, 12 ,  6 

6 ,, 3. 3 13 .  2 7 .4  

7 ,, 4 . 0  1 2 .  7 7. 5 

8 蓋

， ,, 13 ,  3 

10  ,, 14 . 6 

1 1  甕 18. 6 
5
6ー

小竪穴址 （ 第32図）

1 2  I 柑禍

土砿 4 (第34図）

埒 13. 7 

2 I ,, 13,  7 

土砿11 ( 第34図）

3 I 甕 15- 8 

土拡14 ( 第34図）

4 I 甕 22. 6 

溝址 4 (第38図）

s I 甕 I 16 .  91 10. 2 I 

形 態 上 の 特 徴

1本部内弯気味 • 口縁部 わ ず か に外反

� 

,, 

1本部直線的 ・ ロ縁部外反

体部口縁部直線的付高台直立

つ ま み 扁 平 ・ 天井部に 丸味

口縁部屈 曲 先端嘴状 ・ 天井部 に 丸味

,, ,, 

頚部「

面
く
取

」 の字状 に 外 開 • 口縁部更 に 外反
端部 り

小椀形 • 鉄分付着 · ごつ ごつ し て い る

口縁部直線的 に 外 開

ヽ

頚部立 ち 上 が り ・ ロ縁部ゆ る ＜ 外開

体部砲弾形 • 口縁部立 ち 上 が る

手 法 上 の 特 徴

ヘ ラ ミ ガキ ・

糸
内 面黒色処理 ・ 放射状暗文

ロ ク ロ 整形 ・ 切 り 痕
,, • • 
� ,, 
,, ,, 
� • 
‘ � 

• • ヘ ラ キ リ. ,, 

,, ,, 

,, ,, 

手捏様

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内外面赤色塗彩

,, ,, 

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内外面赤色塗彩

刷毛整形 ・ ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

I 蛸壺形 ・ f本部下 半ふ く れ る・ ロ縁部短 く 外反 ！ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヘ ラ ナ デ ・ 指頭圧残 る

色 調 /:I 
胎 土 焼 成

外 面 内 面
尤

小 砂 良好 黄褐色 黒 色

,, .. 暗褐色 ,, 

,, ，' 黄褐色

良 選 ,, 青灰色 青灰色

小 砂 ,, 暗灰色 ，， 

• � 暗青色 灰 白 色

,, . 青灰色 青灰色

,, ヽ 暗灰色 ，' 

,, � 青黒色 暗青灰色

小砂石 不 良 黄褐色 黄褐色 覆

小 砂 良好 I 赤 色 I 赤 色 I 覆

I ，， I •  I ，， ，， 

小 砂 良好 赤 色 赤 色 I 覆

小 砂 良好 赤褐色 黄褐色 覆

I 小砂石 I 不良 I 明赤褐色 I 黄褐色 I 底



遺
物
番
号

法 量 (cm) 色
器 種 形 態 上 の

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

溝址13 ( 第37図）

—

57
-

I 地 5 . 2  f本部下膨 れ の球形胴 ヘ ラ ミ ガキ ・ 外面赤色塗彩 小 砂 良好 赤 色 黄 褐色 覆

2 甕 6, 9 小 形 ・ ロ縁部「 く 」 の字 に屈 開 ・ f本部球形 刷毛ナ デ ，， • 茶褐色 ,, ，， 

3 ，' 23. 9  口縁部大 き く 外反 最大径・肩部 わ ず か に 張 る ヨ コ ナ デ ・ 櫛描波状文 ・ 簾状文 ，' • ,, 赤褐色 、

4 1 7 . 5 
頚
上
外

部か

反

り＜

球
」の 字 に屈

部
開

上
• 口縁内弯 気味 に 立 ち

刷毛整形 ・ ヘ ラ ナ デ ・ 楢描波状文 黒褐色 褐 色，' 形胴 • 体 半最大径 • 上半 か ら ，， ,, • 
5 � 19.  5 口縁部直線的 ,, ，' ・ 簾状文 � ，' 赤褐色 黒褐色 • 
6 ,, 台付甕 ． 肩部張る ・ 頚部「 く 」の 字 に 屈 開 ,, ,, 小砂石 ，' 黄褐色 用赤褐色 . 
7 ,, 8, 3 台 部 の み ・ 直線的 · 裾部 わ ず か に 外反 ,, " ，' ，' 黒褐色 灰褐色 ‘ 
8 ,, 7. 8 ,, ,, ,, ,, � � ，， 茶褐色 黄褐色 ‘ 
， ,, 1 7 . 0 口縁部

部底
直線

部
的 ・ 端部内弯気味 ・ イ本部筒形 ,, ・ ヨ コ ナ デ ,, ，， 黒褐色 茶褐色 ，' 

• 肩 が こ け る

1 0  鉢 9 . 6  7 . 5 s. 1 1本部 口 縁 部 に か け内弯 • 平底 ヘ ラ ミ ガキ 小 砂 ，， ,, • • 
1 1  高坪 1 7 . 3 坪部の み ・ 浅鉢形 · 口縁端部肥厚内弯 ,, • 内 外面赤色塗彩 � • 赤 色 赤 色 ,,. 

12  ,, 1 4 .  1 脚部のみ · ラ ッ パ状 に 外開 ，， ・ 外 面 赤色塗彩 <, • ，' 灰褐色 ，' 

1 3  � 1 7 . 7 • ,, ,, ,, ，' ，' ,, ，， ，， 

1 4  器 台 8 . 2  8 , 8  1 2 .  3 
坪部直線的 ・ 底 部 1 円孔 • 脚部直線的 3

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内外面赤色塗彩 赤 色 赤 色円孔
,, ,, � 

1 5  � 8. 2 8 . 7 l l . 4  ,, • ,, ，， ,, ，， ,, � ,, " 

1 6  ，' 脚部のみ • 上 方 に 3 本 の沈線 • � ，' ,, ,, 暗褐色 • 
包含層出土の遺物 （ 第39-41 図）

壺2
 

9 . 6  

1本部内弯気味 に 外 開 ・ 下 半 に 最大径

f本部下 半 に 最 大 径

刷毛整形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ 簾状文風

,, ク ク

小砂石

<, 

良好

ク

用茶責色

明赤褐色

暗黄色

黄褐色

包含

,, 



遺 法 最 (cm)
物 器 種番

器 高 口 径 底 径号

3 甕 1 7 . 0  

4 ，' 14 . 2 

5 ，， 15 .  7 

6 � 17. 2 

7 ，' 6. 9 

8 ,, 8. 8 

， ,, 9. 9 

10 ,, 7. 6 

1 1  . 1 1 . 8  
58- 1 2  高 杯 2 2 .  9 

13  ，， 13. 4 

14  皿 2 . 3  5. 9 3. 9 

1 甕 20. 8 

2 坪 4 . 4  1 2 .  2 5. 9 

3 ,, 3. 8 12 .  3 5. 3 

4 ,, 4 . 2  12 . s 6. 5 

5 ，， 4 . 3  12. 8 6. 4 

6 ，， 4 . 8  1 6 . 0  6 .  2 

7 ,, 13 . 7 

8 • 4 . 2  1 1 - 8  5. 5 

形 態 上 の 特 徴

頚部立 ち 上 が り 口縁大 き く 外反

1本部 に 丸味 • 口縁外開

,, ,, 
頚部1本部 上半立 ち 上 が り • 口縁や や内弯
外開

底 部 と 付近のみ

台部の み ・ ラ ッ パ状 に 外 開 ・ 裾部更 に 外反

,, ,, ，' 

,, ，' � 

,, ,, � 

｛本部内弯 し な が ら 外開 · 口縁部外反

1本部上端立 ち 上 が る • 口縁部大 き く 外 開

小形 ・ 1本部外開

有段口縁

椀形 ・ ロ縁部 わ ずか に外反

，' ・

ク ・

，' ・

,, . 
，， ．  

,, . 

,, 

，， 

,, 

,, 

,, 

,, 

手 法 上 の 特 徴

刷毛整形 ・ ヨ コ ナ デ ・ 櫛描波状文 · 簾状文

,, "' � ,, 
,, • ,, ,, 

，， ,, • ，， 

,, ,, • ヘ ラ ナ デ

タ テ ヘ ラ ナ デ

" 

� 

,, 

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内外面 赤色塗彩

，' ケ

,, ,, 

ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ

ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ミ ガキ・
色
内

処
面

理
黒

・ 糸 切 り 痕

. ，' 

,, ,, 

,, ，' 

，， ,, 

,, � 

，， ，' 

． ，' ・

・ � .

，' ・

，' ・

，' ・

" . 

，， 

,, 

，，， 

,, 

,, 

，' 

胎 土

小砂石

小 砂

小砂石

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

小 砂

,, 

,, 

,, 

，' 

，' 

� 
,, 

,, 

,, 

,, 

色 調 出 ゴ
焼 成

外 面 内 面
状 房

良好 黒褐色 瑶荼褐色 包含9

� 暗褐色 明責褐色 ,, 

，' � 黒褐色 ,, 

� ,, ，， ,, 

,, 茶褐色 � ,, 

,, 黒褐色 暗褐色 ，， 

,, 赤褐色 黄褐色 ，， 

，' 暗褐色 灰褐色 � 

" 黒褐色 • ケ

,, 赤 色 赤 色 ,, 

,, ,, ,, ,, 

� ，， ,, ,,. 

,, 黄褐色 黄褐色 ,, 

,, ,, 黒 色 ，， 

，' 灰褐色 ,, ，， 

,, 赤褐色 ，， ,, 

� 黄褐色 ，' ,, 

,, ，， • • 
� ,, � ,, 

，， 灰褐色 ，' ,, 



遺 法 量 (cm) 色 胴 出
器 種 形 態 上 の

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面 状

， 坪 ]2. 3 椀形 口 ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ 内面黒色処理 小 砂 良好 灰褐色 黒 色 包合

1 0  ,, 4.  1 1 3 . 0  7 , 4  ,, ,, ，，， ，' ,, 黄褐色 ，， ヽ

I I  � 4. 1 13 ,  1 6. I ,, ,, ,, � � ,, 赤褐色 ,, ヽ

1 2  ,, 4. 1 12 . 5 s. 1 � • 口縁部 わ ず か に 外 反 ,, ,, ,, ，， ,, 灰褐色 ,, 

1 3  ，' 13.  I ，， ,, ,, ,, ,, � ,, ,, ,, ＇ 

1 4  ,, 4. 3 13 . 0 5 , 3  � � ,, ，， ,, ,, ,, ,, ,, 
十字の暗文

1 5  • 4. 5 1 4 . 2  6, 6 ,, ,, ,, ,, ‘‘ ,, ,, 黄褐色 ,, ,. 

1 6  ,, 4 , 9  13 .8  6. 2 ,, " • 糸 切 り 痕 � • 褐 色 褐 色 ヽ

-
5
9

ー

1 7  皿 2 . 6  14 - 3 1 2 . 3  高台外開 � • 内 面黒色処理 ・ ヘ ラ ミ ガキ ,, ,, 黄褐色 黒 色 ＇ 

1 8  ,, 6. 8 ,, ,, ，' ,, � ,, ，' ヽ ヽ

1 9  蓋 3. 3 1 4 . 8  1本部 に 丸味 ・ つ ま み 上端窪 む � • ,, ，， ,, 赤褐色 � ヽ

20 � 12 .  5 口縁部折れ る ・ 天井部平坦 ケ ,, ,, ，， ，' 黄褐色 � 、、

2 1  甕 19.  9 中 形 • 最大径1本部上半 · 頚部ゆ る ＜ 折 れ る ケ ，' ,, � � 赤褐色 黄褐色 ヽ

22 坪 13. 2 坪形 · 底 部 に 丸味 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヘ ラ 切 り ,, � 青灰色 灰 白 色 ' 
23 • 4 , 4  13 , 6 6. I ク ・ ,, ,, ,, ，' � ,, � ,, ' 
24 ,, 3. 0 13 .  2 8. 7 皿形 ナ デ に よ り ロ ク ロ 目 を 残 さ な い 良 選 ,, 陪青灰色 青灰色 ' 
25 ,, 3. 1 ! J . 9  6. 3 ,, ，， ,, ,, 青黒色 ，， < 

· 26 ,, 3. 5 14 . J 6. 6 椀形 • 口 縁 わ ず か に 外反 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り 痕 小 砂 ，' 青灰色 灰 白色 ' 
27 ,, 3. 9 12 , 7 6. 9 ,, ,, ,, � ，' ,, ,, ，， ' 
28 • 4 - 0  1 4 .  J 6. 0 ,, .,. ,, � � ,, 暗青灰色 青灰色 ' 



遺 法 量 (cm) 色 謳
出物 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成番

器 高 口 径 底 径 外 面 状
号 内 面

29 坪 3. 2 12 .  1 5 , 2 椀形 • 口 縁 わ ずか に外反 ロ ク ロ 成形 ・ 糸切 り 痕 ． 窯印 小 砂 良好 青灰色 青灰色 包含

30 ,,. 13 . 1 ,, ，' ,, � 暗灰色 灰 白 色 ,, 

31 ，' 3. 1 13.  7 7 . 8  ,, . 底部広 い ,, ,, ，， 青灰色 ,, ,, 

1 ,, 6. 4 1 4 . 6  9. 3 坪形 ・ 付高台外開 ,, ・ ヘ ラ 切 り 良 選 ，， 青黒色 黒灰色 ,, 

2 "' 4 . 0  12 , 6 9. 0 ，， ． ,, " ,, 小 砂 ，， 暗青灰色 青灰色 ,, 

3 ,, 3 . 6  12 , 5 8 . 4 ，， ．  � � ,, 良 選 ，' 茶灰色 茶灰色 � 

4 � 3. 5 12. 2 9 , 9  ，，， ● ,, • . � ，， 灰 色 灰 色 � 

5 ，' 5 . 6  1 7 ,  6 1 1 . s  椀形 ・ 付高台直 ,, • 糸 切 り 痕 小 砂 ,, 黒灰色 黒灰色 ,, 

ー60| 
6 ，， 6. 2 16 .  7 1 1 . 4  坪形 ・ 付高台外開 ,, ，' " ，， ,, ，' � 

7 ,, 3 , 9  12 .  I 8. 7 ,, . 口 縁部外開 ,.. ,, ,, ，' ，， ,, ,, 

8 .,. 4- 2 1 1 .  5 7 , 9  椀形 ,, � � ，' � ，， ，， 

， � 7. 5 ,, ,, ,, ，， ，' 灰 色 灰 色 ，， 

10  ，， 4 , 2  10. 8 7. 0 ，' ，， ,, ,, ，， 茶灰色 茶灰色 ,, 

1 1  蓋 3. 8 1 1 , 4  天井部平坦 • 口縁部 直角 に長 く 折 れ る ，' 良 選 � 灰 色 灰 色 ,, 

1 2  " 1 1 . 2  � ,, ,., 小 砂 ，， " ,, ，' 

13  ，' 2. 1 14 . 0 天井部 内弯 し な が ら 外開 ． 口 縁部短 ,, • ヘ ラ 切 り ,, ,, 青灰色 灰 白 色 • 
＜ 折れ る

14  ,, 3. 3 14 . 7 ,, ,, ,, ,, ,, ,, 灰 色 灰 色 • 
つ ま み 扁平擬宝珠形

1 5  ,, 3 .  1 13 .  4 ，' ,, • ，， ，， � ,, ，, • 
，' 

16  � 3. I 13 .  7 ，， ,, 
，' ,, ,, ,, ,, ,, 

，， 
17 ，， 2 . s  14 , 5 ,, � ，， • ，， ,, ，' ，' ‘ 



遺 法 量 (cm) 色 調 出物 器 種 形 態 上 の

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成
番

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面 状
号

18 蓋 2 .8  14, 4 つ ま み 扁 平擬宝珠形 ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ キ リ 小 砂 良 好 黒灰色 黒灰色 包含
天井部内弯 し な が ら 外開 • 口縁部短折

19 

壺

長頚

壺

頚部 ,, ,, ,, ,, 青灰色 ,, 

20 甕 18. 8 頚部外反 ・ ロ縁部に段 ヨ コ ナ デ ・ ロ ク ロ 整形 ・ 内 面 青海波文 ,, ,, 暗青灰色 ,, ,, 

21 

壺

18. 3 長頚

壺

底 部付近 ,, ・ タ タ キ 目 ,, ,, 黒灰色 暗灰色 ,, 
22 甕 27. 7 頚部外反 • 口 縁部立 ち 上 が る ,, ,, ，， 茶灰色 ，， ,, 

23 皿 13 . 4 f本部内弯気味 • 口縁部外反 ロ ク ロ 成 形 ・ 全 面 に 釉 良 選 ,, 灰 白 色 灰 白 色 � 
24 ，， 14. 9 ,, • ,, ,, ,, ，' ,, ，' ，， 

25 ，， 15.  0 ,, � ,, ,, ,, • ，， ,, ，' 
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第 3 章 清野小学校 プー ル地点 の 調査

第 1 節 発掘調査の 経過

1 経 過

昭和54年度において、 消野小学校プー ル建設を進めていたが、 正直い っ て、 教育委員会内の

横の連絡が悪く． 、 社会教育課 で知り得た時には、 すでに土砂すき取 り 及 び パ イ ル 打ちが終わ

り、 捨て コ ン ク リ ー ト 打ちの作業にかかっていた。 この地は校舎改築時の調査でも確認されて

いるように重要な遺構があることが知られており、 周辺にはまだまだ多くの遺構があることが

推察 できる所 であっ た。 この工事が進行中との情報が入るとすぐ現地に赴いて調査をしたとこ

ろ、 平安時代を中心とする土器 ・ 焼土等が確認でき、 明らかに集落址の一部が存在することが

判 明したので、 その足 で工事担当教委学校施設課に連絡し、 埋蔵文化財保護のため一時工事を

中断するよう要請し、 そのための措置をと っ てもらうことにした。 幸い関係者の皆さんの御理

解をいただき工事を発掘調査終 了 後再 開することにな っ たの であるが、 学校 ・ 地区の関係者か

ら今夏中には児童に使用させたいという強い要望があ っ た。 その気持は強く理解 できるところ

であ っ たのであるが、 他方塩崎小学校改築に伴う第3次発掘調査の開 始時が迫 っ ており、 すで

にP T A 作業員の手配が終了 し、 あとは校舎解体後の本調査を待つのみ であっ た。 このためこ

の調査期 日 を変更することは無理 で、 又調査団を 2 つにさいてこれにあたることは更に困難を

生 じ 、 虻はち取らずの状態になることは明 白 に推察 できた。 このプー ル地の調査は早期着手 ・

短期終 了の課題がはたされており、 更に塩崎小学校の調査を実施しなければならない中 で、 他

の調査主任・調査員を確保しなければならない状況に追い込まれ、 八方手をつくしたが、 時期

が時期だけに仲 々 この話が進展しなか っ た。 ところが 明 大 O B である山口純一職員課長補佐の

仲介により、 明治大学関係者を紹介され、 その人達と連絡をとりながら鯛査団を編成し、 誠に

急であるが、 5 月30 日 から10 日 間の 日 程で調査を実施することにな っ た。 この間、 作業員の手

配を学校施設課をとおし清野小学校 ・ 同校 P T A にお願いした。 調査にあたり、 焼土確認面ま

で約 400 面の表土を除去するため、 調査に先き立ち重機を入れることにした。

2 調査 日 誌

5 月 28-30 日 バ ッ ク ホ ー による表土を除去する。

5 月30 日 相沢社会教育課長補佐の調査にたいする挨拶あり、 残土処理から調査を開 始する。

住居址が 2 軒以上ある見込 み 、 星調査主任着任する。 表土をバ ッ ク ホ ー により約 1 . 5 m ほど廃

土作業を行なう。 その後 ジ ョ レ ン を用い、 発掘面を精査する。 その結果堅穴状遺構、 土拡など

が発見された。 遺物は非常に多く認められた。
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5 月31 日 発掘区を南北 b ' C • d 、 東西 2 · 3 · 4 · 5 · 6 · 7 とする 5 m X 5 m の グ リ

ッ ドに分割する。 精査の末 、 b -3区 、 C - 2 • 3 • 4 区 、 d - 2 · 3 区に ま たがる堅穴状遺

構が見つかる。 これらはおそらく3基が複合しているとみられる。 出土遺物は須恵器が多数あ

り、 おそらく平安期のものと考 え られる。 複合を確かめるため、 全体を七区画に分け発掘を開

始する。 ま た d - 4 区より土t広が 2 基みつかる。 覆土中には、 灰や焼土が多量に含 ま れている。

さ ら に b 、 C - 2 区より土i広がみつかる。

6 月 1 日 b •  C •  d •  e - 5 •  6 •  7 区について精査を行なう。 礎 石らしきものが一定の

間隔をも っ て現われる。 清掃の後写真撮影。 区域内には焼土粒 • 灰などが一 面に認められる。

その性格をとら え るために、 b • C • d - 7 、 d · c - 7 にわたり I · II ト レ ン チ 、 c - 4 ·  

5 · 6 に 皿 ト レ ン チを巾 1 m に掘る作業を行なう。 一方では、 堅穴状遺構の発掘調査を開始す

る。

6 月 2 日 堅穴状遺構の清掃を行なう。 I - ill ト レ ン チ 完掘。 N ト レ ン チを d - 4 · 5 · 6

に設定し発掘を開始する。 清野小学校の 6 年 生が午前中発掘に参加する。

6 月 3 日 堅穴状遺構の精査後 、 図面をとる。 セ ク シ ョ ン 壁の図面をとり、 3 基の複合関係

を調べる。 堅穴状遺構床 面下部に ま だ遺構がある こ とが判 明した。 W ト レ ン チ 完掘。

6 月 4 日 前 日 の雨で汚れた現場の清掃及び堅穴状遺構 セ ク シ ョ ン 壁撤去作業を行なう。 そ

の後全体写 真撮影 、 礎石は 6 ヶ 所にわたり認め ら れた。 瓦等は認められない。 灰 ・ 焼土 粒 • 木

炭粒が多量に認められる。 午後より3基の堅穴状遺構のある b · c · d · e - 2 · 3 · 4 地区

の深掘りを開始する。 堅穴状遺構下面の遺構をみつける作業にはいる。 黄褐色土層より弥生式

土器が多数出土してくる。 こ の層が弥生期の層と考 え られる。

6 月 5 日 b - 2 · 3 、 C - 2 • 3区にて弥生 期の住居址が検出された。 ま た d - 5 区に同

時期の井戸址がみつかる。 V ト レ ン チを C - 5 · 6 に設定 、 掘り始める。

6 月 6 日 V ト レ ン チを完掘。 層が入り乱れているのがわかる。 弥生期の住居址を掘り始め

る。 各 ト レ ン チの清掃を行なう。 皿 ト レ ン チでも V ト レ ン チ同様層の乱れが認められる。 ト レ

ン チの写真撮影。 平安期の堅穴状遺構下面より井戸址が 2 基発見される。

6 月 7 日 2 甚の井戸址の セ ク シ ョ ン 図をとり終 え 、 セ ク シ ョ ン 壁を と り除く作業を行なう。

弥生の堅穴式住居址床 面より、 多量の土器が出土。 消掃の後 全面写真をとり終 え る。 さらに I

- v ト レ ン チの セ ク シ ョ ン 図をとり始める。

6 月 8 日 全体図作成に入る一方、 出土遺物の梱 包作業をする。

6 月 9 日 図面の不備な点を補い、 その後器材の撤収を行ない発掘作業終 了 する。 （星）

3 調査会 ・ 調査団 · 参 加 者 一 覧
調査会は昭和53年から長野市内埋蔵文化財の保護と活用をはかるため、 設立されたもので、

下記のとおりである。 尚これは消野保育園地点の調査でも同様である。
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( 1 )  調査会

会 長 中村 博二 （長野市教育委 員 会教育長）

委 員 米山 ー政 （ 長野市文化財保護審議会会長）
,, 桐原 健 （ ,, 委 員 ）
,, 森嶋 稔 （調査団長）
ケ 千野 和徳 （長野市教育委 員 会教育管理部長）

,,. 関 川 千代 丸 （ ,,. 社会教育課嘱託）
,, 矢 口 忠 良 ( ,, ケ 主事）

監 事 青沼欣一郎 （ ,, 庶務課長）

(2)  調査団

調査団長 森嶋 稔 （ 日 本 考古学協会員 ・ 上山 田 小教諭）

ク 主任 星 龍象 （ 明治 大大学院修士課程卒）

調 査 員 藤田 典夫 （ 明治大学生）
ク 中 島 広顕 （ り

ヶ 青 木 和 明 ( ,, 

ヶ 望 月 映 ( ,,

ヶ 高 原 英男 （長野県考古学会員 ・ 長野市消防局）

遺物整理 星龍象 ・ 杉山富雄 • 藤 田 典夫 • 原 田 大 介 • 青木和明 • 藤曲秀樹 ・ 中島広顕 ．

神 林 そ の え ・ 栗 山 敦子 ・ 斉藤弘 • 嘉手 川 樹理 ・ 川 田 清二 • 高橋映子 ・ 奈須野

由 美 ・ 大野 さ や か ・ 茂 木 吉美 （ 以上明大生）

( 3 )  参加者一覧

酒井信子 • 池 田 信子 • 宮澤美 智 子 ・ 山 口 英子 ・ 渡辺英雄 • 池 田 啓ー • 上原礼智 • 安藤大子 ・ 上

原敏男 • 青 木 大 元 • 青 木 貞 元 ・ 上原利夫 ・ 市川美恵 • 安藤八千子 ・ 市川 裕子 ・ 大沢廂子 ・ 大沢

莉 ・ 大 沢巌 • 大沢優 ・ 大沢進 • 大沢栄一 • 上原信 貞 · 池 田 正信 • 上野洋子 • 青 木 良寛 • 荒川則

子 ・ 内 山富雄 • 伊熊安生 ・ 市 川 成 敏 • 上原政子 ・ 上 原 由 美子 ・ 上原み よ 子 ・ 上原幸子 ・ 浅井哲

子 ・ 奥村栄成 ・ 岩佐香代子 • 青 木 和 明 ・ 小林一郎 ・ 倉石和子 ・ 駒村 い わ の ・ 郷原健蔵 • 倉田 と

も 子 ・ 近藤 な つ子 ・ 倉島勝夫 ・ 駒村陽一郎 ・ 小出武義 ・ 久保渉 • 久保善久 ・ 近藤灌光 · 久保喜

男 ・ 倉 田 績 ・ 小林一夫 ・ 小林 尚 ー ・ 小林貞 夫 ・ 小林要 • 久保喜美 ・ 窪 田 利子 ・ 窪田幸紀 • 窪田

益美 ・ 北沢園子 ・ 北村和江 · 久保恩 • 倉 石忠男 • 海沼袈裟治 ・ 後藤勲 • 久保田 ア キ 江 ・ 北田和

子 ・ 北島幸子 ・ 小出政男 • 唐木弘身弓 • 佐藤光子 ・ 酒井敏夫 • 佐藤義昭 · 酒井羅雄 • 佐藤久 • 桜

井修 自 • 島 田 武 • 清 水秀次 • 桜井定 雄 ・ 曽我部忠雄 ・ 玉井 た か子 ・ 滝沢佳忠 • 高橋禎子 ・ 高橋

泰房 • 鳥海弘男 • 高橋武彦 ・ 高野広 • 塚 田 幸 子 ・ 直江袈裟夫 • 西 山 敏井 ・ 西村澄子 ・ 中沢圭之

介 • 中沢義師 ・ 中 沢 尚 志 • 中 村喜郎 • 野 口 幸 一 • 中 沢 照 人 ・ 中澤重 昌 • 中島広顕 • 橋本祥代 ・

保林信彦 · 原 田 邦男 · 林盛人 • 堀 田 安 喜 • 林英子 ・ 星龍象 ・ 藤田 典夫 • 宮本民子 • 宮沢徳太郎

• 松沢磐太郎 ・ 両 角 邦夫 • 室賀健三 • 宮川昭夫 • 松本宏一 • 真島重雄 ・ 真島芳定 · 真島朝子 ・
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元 田佳次 ・ 緑 川 美子 ・ 百瀬宗 • 宮本 久 子 ・ 真島袈裟重 • 室賀忠成 ・ 望 月 映 • 柳沢義則 • 柳 沢 け

さ 江 • 吉岡 万 夫 ・ 山崎隆夫 • 吉 岡 勲 ・ 山崎忠 良 ・ 山 崎孝子 ・ 山越幸夫 ・ 山 口 み つ 江

(4 )  事務局

局 長 関 口 仁 （社会教育課長）

局 員 相沢 金次 （ ヶ 補佐）

，，， 吉池 弘忠 （ ,, 文化財係長）

ケ 矢 口 忠良 （ ,, ,, 主事）
（事務局）

第 2 節 住居址

本調査に よ り 確認 さ れ た遺構は 、 弥生時代 の住居址 2 軒、 同 期井戸址 l 基、 平安時代 に属す

る 竪穴状遺構 3 基、 井戸址 2 基、 建物址 1 軒、 土 砿 4 基 で あ る 。

1 第1 6号住居址 （ 第44 · 45 · 47図、 第18 · 24図版）

遺構 調査地の北東端 に位置 し 、 ほ と ん ど が調査区域外の た め 未掘で あ り 、 住居址 プ ラ ン は

不 明 で あ る 。 第 17号住居址 と 同様暗黄色砂質土層 中 に 掘 り 込 ま れ て お り 、 床 面 は 平坦で軟弱 で

あ る 。 柱穴等は検出 さ れ な か っ た 。

遺物 出 土 量 は 覆 土 ・ 床 面 と も 少 な く 完形 と な る も の は な い 。

2 第17号住居址 （ 第44-47図 、 第18-20 · 24 -26 · 33図版）

遺構 調査地の北東部 に位置 し 、 南隅 は 井戸址 2 に よ っ て 切 ら れ て い る 。 住居址 プ ラ ン は 東
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隅 に 造 り 出 し を 有 す る 一辺 3 m 内外の方形 を 呈 し て い る 。 遺構確認面 が深 か っ た た め か壁高 は

わ ず か で あ る が、 床 面 は 暗黄褐色砂質土層 中 に あ り 、 ほ ぼ平坦である 。 中 央部 に お い て は 堅 く
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第45図 第16号 ( 1 · 2 ) · 第17号 ( 3 - 7 ) 住居址出土土器
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第46図 第17号住居址 ( 1 - 6 ) 、 井戸址 3( 7 ) 出 土土器
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たたき し められて い て良好であるが、 壁際ほど軟弱にな っ て いる。 柱穴は中央部南北方向に並

例 し て 2 個確認され、 深さは共に20cm内外である。 南隅には75 X85 cm · 深さ45cmの楕円形 ピ ッ

ト がある。 なお北隅床面 上には炭化物が 0. 5cmの厚さをも っ て一 面に堆積 し て いた。

遺物 出土量は多く、 そのほとんどが床面 直上と柱穴内へ流れ込みの状態で検出された。

第 3 節 竪穴状遺構

遺構

第 1 号竪穴状遺構 （第48 -52図、 第21 · 27 · 32図版）

発掘区東南部に位置 し 、 遺構確認面は地表下約 1. 5 m の所にあり、 掘り込 み 土 層 は住

居址と同様である。 規模が長辺約 5 m ・ 短辺約 4. 5 m のやや歪んだ長方形プ ラ ン で、 掘り込 み

の深さは各壁とも20cm内外を測る。 ちなみに長軸方向はN -42"- E である。 床面は軟弱で貼り
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第52図 第 1 号竪穴状遺構出土土器

床状 の遺構は認め ら れ ず、 ま た 柱穴及 び カ マ ド に あ た る 施設 が検出 し え な く 、 本址 を 通 常 み ら

れ る 「住居址」 と 断定す る 要 素 は な か っ た 。

遺物 本址よ り 平安時代 に 比定 さ れ る 須恵器坪 ・ 甕形土器の他 に 、 や は り 同時期 に 比定 さ れ

る 土師器坪形土 器 が出土 し て い る 。 こ の他覆土中 に弥生時代 土 器片 が認 め ら れ た 。

2 第 2 号竪穴状遺構 （第48 · 50 · 53 -55 · 75図 、 第21 · 27 · 28 · 32 · 33図版）

遺構 第 1 号竪穴状遺構 （以下第 1 号 、 他 と 同様） の北東 に位蹟 し 第 3 号 の 南側 を 切 り 込み 、

第 1 号 に は東南側 を 切 ら れ て い る 。 確認面での所見 は 榎 土 が第 1 号 の そ れ と 較べ る る と やや 明

度の あ る も の で あ っ た 。 プ ラ ン は 長辺約 5 . 8 m ・ 短辺 4. 2 m の 不整形 を 呈す る も の で あ っ て 、
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第53図 第 2 号竪穴状遺構出土土器及 び拓影

壁は傾 斜を有 し 、 その 高さ各壁を約20cmを測る。 第 1 号同様柱穴 • 明確な床面 ・ カ マ ド 等の施

設は確認で き ず、 後述する井戸址 l を その遺構内 に 収めることや、 床面を切 っ て 井戸址が掘 り

込まれていることを考應すると、 本址は井戸址 に伴 う 遺構と考え た ほうがいいかも し れない。

遺物 平安時代 に 比定される須恵器 • 土 師 器の坪形 土 器が 出 土 し て いる。 その 中でも墨書土
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第54図 第 2 号竪穴状遺構出土土器
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第55固 第 2 号竪穴状遺構出土土器
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器 が少 な か ら ず認め ら れ る 。

3 第 3 号竪穴状遺構 （ 第48 · 56図、 第21 · 28 · 33図版）

遺構 第 2 号の北側 に あ り 、 こ れ に よ り 南壁 を 切 ら れ る 。 遺構検出 面 は 前者 と 同様 で あ る が、

覆土 は 第 2 号 の も の よ り 若干暗い色調 を 呈す る 。 プ ラ ン は 長 辺 が第 2 号 に 切 ら れ 本 来 の 規模は

未確定 であ る が、 現存 で長軸 が約 3. 6 m ・ 短辺約 3 . 4cm を 測 る 不整長方形 を 呈 す る 。 壁の状態

は 他 と 同様やや傾斜 を 有 し 、 そ の 高 さ は 各壁 と も 1 5cm を 測 る 。 不 明確 な 床面 、 柱穴 ・ カ マ ド等

がな か っ た 点 、 及 びほ ぼ中央 に井戸址 2 が あ る 点 も 第 2 号 と 類似 が 求 め ら れ 、 本址 も 前者 と 同

様 に 考 え て い る 。

遺物 本址 よ り 検出 さ れ た 遺物は 少 な く 、 須恵器坪形土 器 と 若干 の 弥 生時代土器のみであ る 。

10 

�

5 

□三�

胃6

□ f3 19 
10cm 

第56図 第 3 号竪穴状遺構出土土器及 び拓影
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第 4 節 井戸址

l 井 戸址 1 ( 第48 · 58 · 59図、 第22 · 32図版）

遺構 第 2 号竪穴状遺構の 精査の際認め ら れ た も の で、 床 面 に 径 3 . 4 m の 不 整円 形 プ ラ ン の

を 呈 す る 遺構 で あ る 。 掘 り 込み 面 よ り 40 -50cmで段 を も っ て そ れ 以降 そ の ま ま 底部 に 至 る 。 壁

の状態 は 極 め て よ く 、 埋土 と の離別 は 容 易 で あ っ た 。 尚 調 査途 中 で現地 表 下 3 m (確 認面下

1 . 3 m ) で湧 水 を 見 た 。 そ れ 故 に 調査 を 断念 し た 。 水位面 での プ ラ ン は 長辺 2

m ・ 短辺 1 . 8 m の 不整方形 を 呈 す る 。

遺物 若干 の 須恵器 • 土師器坪 • 甕形土器片 が得 ら れ た に す ぎ な い 。
＼ 
-Q-

2 井 戸址 2 ( 第48 · 58 · 59 図 、 第22 · 32図版）

遺構 本址 は 第 3 号竪穴状遺構の 精査中 に 検 出 し た も の で、 長径 2 m ・ 短径

1 . 6 m の楕円形 プ ラ ン を 呈 し 、 円錐形 に 底部 に 至 る も の と 思 わ れ る 。 地 山 と 税

土 は 第 1 号 と 同様の あ り 方 を 示 す 。

遺 物 少 量 の 土 師 器 ・ 須恵器片 が出 土 し て い る に す ぎ な い 。 U. 
.. • • I 

第57図

井戸址 3 実測図

＼ 仁

こ

� 4  

'Cb!, 6
 

8
 

-—-—ヒー:—~—ヨ 20cm 
i 

第58図 井戸址 1 ( 1 - 6 ) · 2 ( 7 ) · 土士広43 ( 8 ) 出土土器
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第59図 井戸址 1 ( 1  -12) · 2 ( 13-18) 出 土土器

3 井戸址3 ( 第46 · 57図、 第22 · 25図版）

遺構 調査区 中央 よ り 南側 に あ り 、 N ト レ ン チ の北壁 に 接す る 位 置 か ら 検出 さ れ た 。 径約70

cmの 円形 プ ラ ン を 呈 し 、 確認面 よ り 1 . 2 m 程で底面 に 至 る 。 底 径 は 50cm の 円形 で あ る 。 壁の状

態 は 良 ＜ 、 覆 土 が容 易 に は がれ た 。

遺物 底面付近 か ら 網代状の 炭化物が認め ら れ た 他覆 土 中位 よ り 弥生期の甕形土器 （体部中

位以下 欠損） が出土 し た 。
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第60図 建物址 、 土砿42実測図 及 び ト レ ン チ位證図
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褐色 土層 焼土粒 、 木炭粒 を 含 む
黄褐色土層 ( I 層 は 平安時代 の 層 、 こ の に

( U 層 を き っ て 弥生時代 の 竪7
ま れ る ）

明茶褐色土層
暗灰褐色 川 層 よ り 粘性弱 く 、 直径 1 mml; 

ぼ そ ぼ そ し て い る 。 直径 2 mml; 
焼土粒 、 木炭粒 を 多 駄 に 含 む 、 し ま り 1
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第61図 ト レ ンチ断面図
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黒褐色土層
褐色土 層
暗褐色土層 b 層 よ り も 木炭 粒、 焼土粒が少な く か I
明黒褐色土層 IJ 層 皿 層 が攪乱 さ れ で き あ がっ た も 0
黒 色 層 木 炭 及 び灰層
灰褐色土層 か た く し ま り 若干の焼土粒 を も つ。
灰褐色土層 や や く ろ み を 帯 ぴ る 。
暗灰褐色土層 か た く し ま り 密 であ る 。
明褐色土層 か た く し ま り 。
暗灰褐色土層 焼土粒 を 含 む 、 か た く し ま る 。
暗灰褐色 土層 焼土粒を 含 ま ず。
木 炭 層

｝ 暗褐色土層

焼土粒、 木炭粒 を 若干 含 む 。

木 炭粒 を 含 む

砂質

し ま り があ り か た く し ま る 。
木 炭粒 を 多屈 に 含 む 、 ぱ そ ぼ そ す る っ

w .  
r .  } 黒褐色土層
y .  明褐色土層
］ ．  暗褐色土層
2 . ,, 

3 .  明褐色土層
4 . ,, 
5 .  暗褐色土層

焼土粒 、 木炭粒 を 多尿I

木炭粒 を 含 む
か た く し ま る 。

やや し め り 気 あ り 。
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第62図 建物址 ( 1 - 16) · 包含層 (17 · 18) 出土土器
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第63図

建物址

： ー， 
゜ 10cm 

建物址出土土器拓影

（ 第60 · 61 · 62 -65図 、 第30 · 3 1図版）

遺構 こ の遺構は b - e - 5 - 7 グ リ ッ ト を 精査中 に 発見 さ れ た も の で、 調査面 に は 第43図

に示 し た と お り 焼土粒 • 木炭粒 • 灰 等 が混入 し た 土 に よ り お お わ れ て い た 。 そ れ ら の 上面 を 更

に は ぎ と っ た と こ ろ 、 一定 の 規格 （ 間 隔） を も つ礎石群 を 検出 し た 。 こ れ ら は調査地内 に 6 ヶ

所検出 し た が、 区域外 に延 び る 可能性があ る 。 礎石 は 一辺30,cm · 厚 さ 1 0cm程の方形 を 呈 す る 平

石で、 そ の配置間隔は 4. 5 m 内外で あ る 。 入 口 部 と み ら れ る 南側礎石 間 は 2. 8 m 程 あ り 、 他 に

比べ狭 く な っ て い る 。 主軸方 向 は 真北 を 指 し て い る 。

こ の建物址 の性格 を と ら え る た め に 、 東 西方向 に 5 本 の ト レ ン チ を 設定 し た 結 果 、 建物址の

西 • 南側の I ト レ ン チ か ら は 、 層 位 の 乱 れ が な か っ た の に 対 し 、 建物址 の 中央部 に 設 け た III

V ト レ ン チ の そ れ は 非常 に 多 数 の 層 に 分割 さ れ て い る こ と がわ か っ た 。 人 為 的整地 が 加 え ら れ

た た め で あ ろ う と 推定 さ れ る 。 ま た 前記 し た 焼土 等 を 含 む上層 は 火 災結果の所産 と 考 え て い る 。

な お こ の 調査地 よ り 西の妻女 山 山 麓付近 か ら は 古瓦 が出 土 し て お り 、 道島廃寺址 の 存 在 が想

定 さ れ て い る 。 こ の建物址 は そ れ と 積極的 に 関与 し た も の と 推定 し て い る 。

- 85-



� 

cfil ＇ 翠i

ミニ=--1..—,,.,,, 7 

�S?<�1 
t/J;}' 

�2 

畠
〔三し 5 

｀ 

ロロン／
息

＼ ， 

文
� 1 0 

；�,\\ 
ぐ` ふ・｀ ＇‘‘

、9ヽ ..... 、 ｀さヽ 、 .,
,., .,,, •y, , ,!:·:ffJ , . . , , , ... , .. ,· , 必ぐシ t' 

＼←- 一
14  5

 
ー一

‘̀
 

�18 文ニ.......,,- 1 9

望l' .·S;i�:, 少

�12 亨

�

1 3  

、 一
20 

"-...-� 
1 7  

ヽゴ 遷
ぷ::Ir応#- 21  
'<I: 亨

�2 � � コー/

“ 冨 臀 24

゜

第64図 建物址出土土器
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第66図 I ト レ ン チ 出土土器
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第67図 ill ( 1  - 4 ) · N  ( 5  - 9) · V  (10) ト レ ン チ 出士土器
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':;,、 \ 23 

O 10cm 

第68図 I ( 1 ) · ID ( 2  -12) · N  ( 13-17) · V (18-23) ト レ ン チ出 土土器拓影

遺物 建物址 を 中 心 と す る 地域 か ら の 出 土 で、 攪乱層 と し て 把握 し た も の であ る 。 多 く の弥

生式土器 ・ 土 師 器 ・ 須恵器片及 び図示で き な か っ た が古瓦 が 1 片 出 土 し た 。

第 6 節 土 砿 （ 第60 · 69-71 図 、 第22 · 29 · 32図版）

遺構 4 基確 認 さ れ て い る 。

土砿40 は 長軸 2. 1 m ・ 短軸 I . O m ・ 深 さ 70cm の 規模で、 平 面 プ ラ ン は 不 整楕円形 を 呈 す る 。

主 軸 方 向 は N - 5' - E を 指 す 。

土砿41 は 長 軸 3. 1 m ・ 短軸 1 . 2 m ・ 深 さ 70cm を 測 る 大形の も の で、 土拡 1 同様不整楕円形の

平面 プ ラ ン に な る 。 主軸方 向 は N - 10"- E を 指 す 。

-90-



土砿42 ( 第60図） は長軸 l . l m ·

短軸 1 . 0 m ·  深さ30cmの規模で、

逆方錘形態の土砿である。

こ れらは前述した建物址に伴う

遺構 と 考 え られ、 墓址 と いうより

も 配水施設の用を供した も のと推

定される。

土砿43は b • C - 2 グ リ ッ ト か

ら検出されたもので、 長軸 4. 5 m

・ 短軸 l . O m · 深さ20 -25cmの北

端が円形 ピ ッ ト 状をなす溝址の土

砿である。 用途は不明である。

遺物 各土砿 と も出土量は少な

く 、 その多 く は平安時代に比定さ

れる須恵器片である。

三

�
 

I 土砿40
·o 4 m 
—4—._—� I  

第69図 土拡40 · 41 · 43実測図

[
O
 

土砿41

2
 

文二＿

0. 10cm 

土砿43

� ��-・・文．、今．忍�- ' .遠
;f.,"',r ,..• :-· \ -i ふi、、’ ’ 
今�'.· ..� タ；炉 ，‘

··!·" 

ゞむ，；

第70図 土絋41 ( 1  - 3) · 42 ( 4 ) · 43 ( 5 · 6 ) 出 土 土 器

- 9 1 -



＼ 
―--- ―-—--―― 

＼ 璽 1

疇� 5
.

7

 

ヘヽ｀ゞ
｀
し

6

゜ 10cm 

第71図 土拡40 ( 1 · 2 ) · 41 ( 3 · 4 ) · 42 ( 5  - 7 ) 出 土土 器拓影

第 7 節 包 含層 出 土 の 遺物 （第62 · 72-75図 、 第31 · 32図版）

主 と して調査地北側 b - 7 グ リ ッ ト 内の配水管工事 に 伴な い地表下 1 . 5 m 付近及びその廃土

中よりみつかっ たものを区域外と表し、 他は調査進行中各 グ リ ッ ト から出土したものである。

4込

零＼ 望’
1 

，
 

゜ 10cm 

第72図 b - 2 · 3 ( 1  - 4 ) · C  - 2 ( 5  - 9 ) · 8  3 · 4 ( 10-12) グ リ ッ ト
及 び区域外出土土器拓影
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第73図 B - 2 ( 1 · 2 ) · C - 3( 3 - 9) · D  - 3 · 4 · 1 0 グ リ ッ ド出土土器
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第74図 B - 7 ( 1 - 4 ) · C  - 4 ( 5  - 8 ) · D - 3 · 4  ( 9  - 11) グ リ ッ ト 及 び区域外出土土器
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第75図
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こ 13  ゜ 10cm 

区域外出 土土器及 び第17号住居址(12 · 13 · 14) · 第 2 号 ( 5 ) . 第 3 号 ( 1 6)
竪穴状遺構出土遺物
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第 4 表 出 土 図 示遺物一覧表

遺
物
番
号

法 駄 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

仕

朴

第 1 6号住居址 （ 第45図）

甕

2
 

台付甕 9 . 8  

1本部ゆ る ＜ 張 る

台部外反 · 端部面取 り

（ 内 ）刷毛 ナ デ ・ ナ デ
（ 外） ，' ・ 櫛 歯1 6本 2 回止簾状 文 · i皮状文 I 小砂

（ 内 ）ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ
（外）刷毛ナ デ ・ ナ デ

良好 赤褐色

黄褐色

醜色

黄褐色

戌

第 1 7号住居址 （ 第45 · 46図）

| 97 | 

3 -空 卵 形 ・ イ本部 上 半 に 最 大 径 · 焼成後 2 穿孔
（
（
外
内

）
）
ヘ
ナ デ

ラ ミ ガキ
小砂 良好 暗褐色 黄褐色 床

4 甕 1本部 ゆ る ＜ 張 る （
（外

内
）
）ヘ ラ ナ デ . ( 多 ） • 赤褐色 � 
櫛 歯1 2本簾状文 • 波状文

5 台杖 ] 5 . 4  口縁部 く の 字 に 外 開 ・ 端部で内弯 • 塁閉 （
（外

内 ）
）
ヘ ラ ナ デ ヽ ,, 黒褐色 ,, 

甕 ． ナ デ ・ 櫛 歯 1 1 本簾状文 7 -8 止 ・ 波状文
6 甕 19. 4 ケ . f本部 丸味 （

（
内
外

）

）
ヘ ラ ナ デ . ,, ,, 赤褐色
刷 毛 ナ デ ・ 櫛 歯

止
1 1 本 3 6 - 7 止

1本部直 に 外 開 ・ 底部 1 穿孔
回 簾状文

.
i皮状文

灰褐色7 5 . 2  （
（外

内 ）
）

ヘ ラ ナ デ ,, ,, 黄褐色
刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

1 

壺

f本部大 き く 張 る （ 内 · 外 ）赤色塗彩 ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ デ ,, . 石 • 赤 色 赤 色 床

2 高

坪

20. 2  口縁部外反 ・ ロ唇 に 山形突起 4 個 ( . )  ,, ,, ,, • ,, ,, 

3 ,, 22. 8 '， ゆ る ＜ 外反 （ ヶ ） ,, ，， " ,, ,, ,, ヽ

4 � 24. 0  ，' 大 き く ク ( . )  � ,, ,, ,, ，， ,, ,, 榎

5 ,, 9 ·5  1 2 .  5 9 . 2 口縁部ゆ る ＜ 内弯 · 脚 部 ゆ る け 外反 ( � )  ,, • ,, ,, ヶ ,, ,, 床

6 ,, 9 , 8  脚部ゆ る く 外反 ,, ( '-' )  ,, ,, � ,, ,, ，， 

第 1 号竪穴状遺構 （ 第49 · 51 · 52図）

1 空- 口縁部外反 （
（
外
内 ）

）

ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩 小砂 良好 赤 色 赤 色 殺刷 毛ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ ・ 櫛 歯13本T 字状文

2 ,, 10 .  0 底部やや張 り 出 す （
（ 外

内 ）
）
刷 毛 ナ デ ,,. 雲母 ,, ,, 黄褐色ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

3 ,, 16 . 2 口縁部短 く 外反 ・ 甕 形 ｛外
内 ）

）
ヘ ラ

ク
ナ デ ・ 赤色塗‘’ 彩 � . ，， ,, 

4 甕 25. 3  ゆ る ＜ 外反 （
（外

内

）

） ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ,, ( 多） ,, 赤褐色 灰褐色
櫛 歯 8 本 直線 文 . i皮状文



遺 法 址 (cm)
物 器 種 形 態 上 の 特

徴器 高 口 径 底 径

5 台付 14. 0 口 縁部 ゆ る ＜ 外反 · 端部肥厚
甕 ？

6 甕 6. 4 

7 ,, 4. 4 

8 ,, 6. 6 

， 炉 9. 6 脚部ゆ る く 外反

1 0  高坪 30. 8 口 唇 部外反

1 1  ，， 10. 9 脚部ゆ る ＜ 外反 · 端部屈曲

12 ，， 14 ,  0 ，' つ よ く 外反

13 • 
98

ー

1 4  ，， 

1 5  � 

16 召台？ 二重口縁

1 7  蓋 つ ま み 部 凹 む

1 8  甑 6. 7 底 部 l 穿孔

1 杯 4. 5 1本部 と 底 部の 境 は 不 明 瞭

2 ,, 3. 5 13, 0 6. 5 「 縁部直線的 に 開 く

3 ,, 4 . 0  13 . 0 6. 5 ,, 

4 ケ 6. 7 体部 と 底 部 と の 境 は 不 明 瞭

5 . 4. 7 13 .  7 6. 0 体部中 央 で屈曲

6 ,, 4 . 7  13. 7 7 . 0  口縁部やや内弯

手 法 上 の 特

徴

（
（外

内
）
） 刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

ヨ コ ナ デ ・ 櫛歯 6 本波状文
（ 内 · 外） ヘ ラ ナ デ

( . )  ,, 

( . )  ,, 

｛外
内 ）

） 刷
ナ

毛
デ

ナ デ ・ ヨ コ ナ デ
（ 内 ・ 外） ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩

( � ) ,, � ,, 

（
（外

内 ）
）

ヘ ラ ，'ミ ガ キ •
・ 佐

赤
積色

成
塗

形
彩

痕

（ 内 外） ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 · 刷 毛 ナ デ

( ,, ) ,, ,, ,, 

( . )  � 

( ,, ) 、、
（
（

内
外

）
）

ヘ ラ ナ デ
指 お さ え

｛ 外
内

）
） ヘ ラ ナ デ

刷 毛 ナ デ

ロ ク ロ 成形 ・ （ 回 ） 糸切 り

,, � 

� 
,, ,, 

,, . 
ロ ク ロ 成 形 ・ （ 回） 糸 切 り

胎 土

小砂

,, 

,, . 雲母

,, 

，' ・ ，'

,, 

,, 

,, 

,, . ,, 

,, 

,, . ,, 

ク ・ ,,

,, . . . 
,, 

,, 

，' 

,, 

ク ・ '，

焼 成

良 好

,, 

，， 

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

�ヽ

,, 

� 

" 

,, 

,, 

,, 

,, 

,, 

，， 

色

外 面

灰褐色

赤褐色

,, 

黄褐色

ケ

赤 色

" 

� 

,, 

,, 

黄褐色

,, 

,, 

灰褐色

青灰色

白 灰色

,, 

青灰色

,, 

白灰色

調 廿

内 面 壮

灰褐色

赤褐色

,, 

黄褐色

,, 

赤 色

，, ・ 茶褐色

黄褐色

赤色・ 黄褐色

ケ • 灰褐色

黄褐色

• 
• 
�ヽ

青灰色

白灰色

,, 

青灰色

，， 

白 灰 色



遺 法 屈 (cm)
物 器 種 形 態 上 の 特 徴番

器 嵩 口 径 底 径号

7 t不 7. 0 

8 � 4. 0 14. 3 6. 5 f本部内弯気味

， ，' 4. 3 13 .  0 6, 8 • 
1 0  � 5. 0 1本部 と 底 部の境不明瞭

1 1  ，' 4- 5 1 3. 0 6. 1 1本部直線的

1 2  ,, 5 . 0  ヶ 内弯気味

13  ,, 6. 8 底部片

14 ,, 7, 5 • 
1 5  • 6. 0 ,, 

9
9 

| 1 6  ,, 7. 3 ,, 

1 . 12. 6 4 . 3 5. 8 1本部内弯気味

2 ,, 4.  5 13 .  1 6. 1 ク 直線的

3 ，' 3. 5 15 ,  0 7. 5 ，' 内弯気味

4 ケ 6. 3 底部片 • やや突出

5 � 6. I 体部内弯気味

6 高台 5 .  7 付高台
付皿

7 坪し 7. 0 体部内弯気味

8 蓋 15 .  0 口縁部嘴状 ・ 扁平疑宝珠つ ま み

， ー品 ム口 8. 6 付高台
付杯

10 ,, 9. 3 ,, 

手 法 上 の 特 徴

ロ ク ロ 成形 ・ （回） 糸切 り

‘‘ ，' ・ 底部周縁 · ヘ ラ ケ
ズ リ

,, ヘ ラ• � 
ナ デ

� ケ • 
,, ,, ・ ヘ ラ状工具圧痕

‘’ 

• ,, ・ 底部周縁ヘ ラ ナ デ

• ，' 

• � 
,, ,, 

• · 底 部ヘ ラ 整形 ・ 内面黒色処理

“ ・ （回） 糸 切 り · ,, 

，， ・ 底部ヘ ラ 整形 · ，， 

，' ・ （回） 糸 切 り ・ ,, 

,, · 底部ヘ ラ 整形 ・ ,, 

底部糸切 り ・ 休机面黒色処理

ロ クロ 成形 ・ 底 部ヘ ラ 整形 ・ 内面黒色処理

ロ ク ロ ナ デ ・ 外面天井部ヘ ラ ケ ズ リ

ロ ク ロ 成形 · 糸 切 り ・ ナ デ

，' ・ ナ デ

胎 土

小石 石

,, . ,, . . . 
ク ・ ク

,, . � 
,, . ,, 
,, . ,, 
,, 

,, 

，， • ，' 

. . 雲母

,, . ,, 

,, . ,, 

� .  ,, 
,, . � 
,, . � 

，， ． ，， 

,, 

,, 

" 

色 調 出 こ
焼 成

外 面 内 面 状 ！

良好 青灰色 青灰色 覆

,, ,, ,, ,, 

,, 暗褐色 暗褐色 ,, 

不良 黒灰色 黒灰色 � 

良好 青灰色 青灰色 ,, 

不良 白 褐色 � ，， 

良好 白 灰 色 白灰色 �ヽ

,, ,, ,, • 
,, 暗灰色 暗灰色 ,, 

,, 青灰色 青灰色 • 
,, 赤褐色 黒 色 • 
,, ,, ,, ,, 

,, ，， ,, ,, 

,, ,, ,, ,, 

不良 ,, ,, ,, 

良好 黒 色 ，， ,, 

,, 黄褐色 ‘’ � 
,, 青灰色 青灰色 ,, 

,, ,, � ,, 

" � ケ ,, 



遺 法 量 (cm)
物 器 種 形 態 上 の

特 徴
番

器 高 口 径 底 径号

1 1  壺 1 3 .  2 付高台

1 2  甕 30. 0 口縁部外反 • 肩部張 る

第 2 号竪穴状遺構 （ 第53-55図）
1 壺 口縁部 く の 字状 に 外 開 · 端部外反 · 1本 部張 る

2 ,, 1本部ゆ る ＜ 張 る

3 ,, ? 8 . 6  口縁部直立 し 端部内弯

4 ,, 5 . 4  

5 鉢 5 . 3  

| 
100-

6 甕 6 . 4  底部やや張 り 出 す

7 甑 4 . 8  底 部 1 穿孔

8 台付甕

， ,, 

1 0  高 杯 口縁部大 き く 外反 ・ 有段

1 1  ,, ] ]  . s  脚部外反

1 2  ,, '， 外開

1 坪 3 . 8  1 3 .  7 7 . 8  口 縁端部外反

2 ,, 3 . 6  1 3 .  2 6. 3 体部直線的

3 ,, 4 . 5  1 2 . s  5 . 8  f本部下方 丸味 • 口 縁部直線的

4 ,, 4 . 5  13. 8 7 . 0  ，， 内弯気味

5 . 4 . 0  1 2 . 5  6 . 2 '， 直線的

手 法 上 の

特 徴

ロ ク ロ ナ デ ・ 釉付 着

,, • 多 面 タ タ キ 目

（ 内） 刷 毛 ナ デ ・ ナ デ

（外） ,, ケ ・ ヨ コ ナ デ

（ 内外ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩

( ,, ) ,, ,, 

( ,, ) ,, ,, 

( ,, ) ,, ,, 

（ 内 ） ヘ ラ ナ デ

（ 外） 刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ
（ 内 ）

）

刷 毛 ナ デ ・ ナ デ
（ 外 ク ・ ヘ ラ ケ ズ リ

（
（
内
外

）
）

ヘ ラ ナ デ

ク ・ ナ デ
（
（ 
内） ナ デ
外） 櫛描波状文 ・ ヘ ラ ナ デ

（ 内外） ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩

（
（ 外

内 ）
） 刷

ナ

毛
デ

ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

（ 内外） ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ 赤色塗彩

ロ ク ロ 成 形 ・ （ 回 ） 糸 切 り

，' ,, 

,, ,, 

" ,, ・ 底部周縁ヘ ラ ナ デ

，' 

胎 土

小砂

,, 

小砂

,, ( 多）

,, 

,, ( ,, ) 

,, ( ,, ) 

‘‘ 
,, 

,, (少）

� 

‘’ 
� 
,, ( ,, ) 

，， 

‘‘ 
,, . 石. 
,., 

色 調 出 ：
焼 成

外 面 内 面 状 ！

良好 白灰色 白灰色 覆

,, 青灰色 青灰色 � 

良好 赤褐色 赤褐色 榎

不 良 赤 色 赤 色 ,, 

良 好 • ,, • 
• • ,, • 

不 良 • ,, ,, 

良好 暗褐色 択褐色 ,, 

,, 灰褐色 灰 褐色 ，， 

,, 茶褐色 茶褐色 ,, 

,, 赤褐色 赤褐色 ,, 

,, 赤 色 赤 色 • 
,, . 赤褐色 ,, 

,, • 赤 色 � 

,, 暗灰色 暗灰色 � 

，' 白 灰 色 白 灰 色 ,, 

� � ,, � 

，' 暗褐色 暗褐色 ,, 

,, 白 灰 色 白 灰色 ,, 



遺 法 fil (cm) 
器 種 形 態 上 の 特 徴

号 器 高 口 径 底 径

6 

坪

4. 5 13 .  0 5. 8 1本部直線的

7 ,, 4. 3 13. 0 6. 8 � ケ

8 ,, 3. 8 1 3. 1 6. 0 ,, ,, 

， ,, 4, 5 ]3. 5 5. 7 � ,, 

JO ,, 3. 7 1 3. 6 7. 4 � � 

11  ,, 6. 3 

12  付
古向 ム

坪
口 6. 6 付 高台

1 3  坪 5. 8 体部内弯気味

|lo
l_ 

14  ク 5. 8 ,, 

1 5  ,, 5. 4 ヶ 直線的 • 平 底

1 6  ，， 5. 8 ,, ‘‘ 

1 7  ,, s. 8 

18  ,, s. 8 

19 ,, 6. I 体部内弯気味

20 • 6. 0 

2 1  ,, 6. 5 ，， 

22 ，， 5, 4 ,, 

23 ,, 6. 7 ,, 

24 • 6. 3 ,, • 直線的

I ケ 3. 8 12. 9 5. 6 ，， • 内弯気味

手 法 上 の 特 徴

ロ ク ロ 成形 ・ （ 回） 糸 切 り

，， ,, 

,, ,, 

,, ，，， 

� ,, 

,, ・ 底 部ヘ ラ ナ デ

,, ・ （ 回） 糸切 り

,, ,, 

� ,, 

" ,, 

ケ ，，， 

,, � 

，' ,, 

� ,, 

,, ,, 

,, ，' 

，' ,, 

,, ,, 

,, ,, 

,, ,, • 内 面黒色処理

胎 土

小砂•石

ク ・ ，ヽ

• 
ケ

• 
,, 

,, . � 

ク ・ ，'

,, 

,, 

ケ

,, 

,, . " 

� 

ク ・ ，'

ケ ・ ク

,, . � 

,, 

ケ

� -雲母

焼 成

良好

,, 

,, 

不 良

良好

,, 

不 良

,, 

良好

,, 

，， 

,, 

，， 

,, 

,, 

，， 

不 良

良 好

• 
� 

色 調 出

外 面 内 面 状

緑灰 色 緑灰色 覆

白灰色 臼 灰 色

,, ,, 

,,. ,, 

,, ,, ヽ

� ,, 

，' ,, 

暗灰色 暗灰色

白灰色 白 灰 色

,, ,, 

,, ,, 

暗灰色 暗灰色

青灰色 青灰色

� ,, 

,, ,, 

白灰色 白 灰 色

黒灰色 暗灰色

青灰色 青灰色

白灰色 白 灰 色

赤褐色 黒 色
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遺
器 種

2 坪

3 ,, 

4 ，' 

5 ，， 

6 .,. 

7 . 
8 ,, 

， ,, 

1 0  � 

1 1  ,, 

1 2  古
付
向

ム

盤
口

1 3  '， 杯 ？

1 4  '，

壺1 5  ,, . 
1 6  � 1不

法 屈 (cm)

器 高 口 径 底 径

4. 0 12 .  2 6. 0 

4 . 7 14 , 4 6. 0 

5. 3 14 .  1 5. 8 

4- 0 1 1 . 9 5- 4 

5 , 8  

4, 9 1 5. 0 5. 8 

5. 0 1 2. 8 6. 0 

4. 3 I J . 8  5. 8 

4. 3 ] ] .  8 5. 7 

6. 8 

6. 1 

7. 5 

9. 0 

9. 0 

6. 5 12 .  0 18. 9 

形 態 上 の

体部内弯気味

,, " 
,, " · 端部外反

，' 直線的

底部片

1本部内弯気味

，' 

ヽ

� 

,, 

付高台

,, 

,, ・ イ本部へ丸味

,, ,, 

,, · I本部直線的

第 3 号竪穴状遺構 （第56図）

1 5  坪、 4. 9 1 13.  3 s. o 1本部内弯気味 ・ 端部外反

1 6  ,, 3. 7 ] J ,  6 s. o ,, 

1 7  ,, 6. 8 底 部 上げ底

1 8  ,, 3 . 2 13. 0 s. 3 体部内弯気味

特

徴 手 法 上 の

特

徴

成 （ ）  ヘ ラ 内面黒ロ ク ロ 形 ・ 回 糸切 り ・
整形 • 色処理

,, • 
，' ,, 

,, ,, 

• ,, 

，' ,, 

. ,, . 

・ ケ ·

. ,, . 

. ,, . 

. ,, . 

• 
. 
,, 

• 
,, 

,, • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内 面黒色処理

,, � ，' 

，' ,, ,, 

,, ,, ,, 

,, 糸 切 り ・ ，' 

• ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ,, 

ロ ク ロ ナ デ ・ � 

,, . 
口 ク ロ 成 形 ・ ,, 

ロ ク ロ 成形 ・ （ 回 ） 糸 切 り ・ 内 面黒色処理

,, ,, . ,, 

,, ·ヽ

胎 土

小石 ・雲母

,, 

,, . ,, 

,, .  ,, 

,, . � 

,, . ,, 

ク ・ ク

,, . ,, 

,, . .  
ク ・ ，'

,, . .  
,, . .  
,, . 石

,, .  ,, 

ク ・ ，'

小秒・雲冊

,, 

,, . 石

ク ・ ，'

色 鯛
出

焼 成
外 面 内 面 状

良好 赤褐色 黒 色 覆

不 良 • ,, ' 
良好 ,, ,, ＇ 

• ,, ，' ， 

• . ケ ヽ

,, ，' ,, ＇ 

• • ,, ヽ

,, ‘ ,, ヽ

,, ,, ,, • 
，， 黄褐色 ,, . 
,, 黒 色 ,, • 
,, 赤褐色 ,, ,, 

• 暗褐色 暗灰色 ,, 

,, . � ,, 

� 白 灰色 白 灰色 ，' 

,, 赤褐色 黒 色 ,, 

，， 白 灰色 白 灰 色 ,, 

• 暗灰色 暗灰色 ,, 

不 良 緑灰色 緑灰色 • 



遺
物
番
号

法 黛 (cm) 色
器 種 形 態 上 の

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

1 9  坪 8. 5 丸底 口 ク ロ 成形 ？ ・ 手 持ヘ ラ 整形 小砂• 石 良 好 青灰 色 青灰 色 預

井戸址 1

1 

壺

7. 5 底部やや張 り 出 す （
（

内

外
） 刷毛 ナ デ ・ ナ デ 小砂($) 良 好 赤褐色 暗褐色
） ヘ ラ ナ デ

2 ,, 5. 9 （
（

内

外）
） 刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ ,, ,, 赤 色 黄褐色 ,, 

ヘ ラ ナ デ ・ 赤色 塗彩
3 ケ 10. 6 汽

ナ デ ク ・ （ ，， ） • 赤褐色 赤渇色 � 
外 ヘ ラ ナ デ

4 甕 8. 0 
（
（
外
内 ）

） ヘ
ナ デ

ラ ナ デ ,, .  雲母 . 黄褐色 黄褐色 • 
5 甑 4. 7 底 部穿孔 大 1 . 小 4 9 （ 内 · 外） ヘ ラ ナ デ ,, ‘’ 灰 渇色 黒褐色 ,, 

6 高坪 ｛ 内

外
）
）

ヘ ラ ミ ガキ ，' • （ 多） ‘‘ 赤 色 赤
黒

色
褐色

・ ‘‘ ク ・ 赤色 塗彩

1 坪 7. 3 ロ ク ロ 成形 ・ （ 回） ヘ ラ 切 り ？ ,, . 石 ,, 青灰色 青灰 色 � 

2 ,, 6 . 5  1本 部内弯気味 ,, ・ （ 回 ） 糸 切 り ,, ,, 白 灰 色 白 灰色 ,, 

3 ,, 6. 8 ,, � ,, ,, . ,, ，' 暗灰色 暗灰 色 ,, 

4 ,, 4 . 0  12. 7 5. 3 ,, • 端部外反 ,, ,, ,, ,, � 白 灰 色 白 灰 色 ,, 

5 • 6. 0 ,, ,, ,, . ,, ,, 灰 色 灰 色 ,, 

6 � 5. 5 1本 部直線的 ,, • ,, . . • ,, ,, ,, 

7 ,, 3. 3 12 .  6 6. 7 ，, 内弯気味 ,, • ，' ・ ク ,, 青灰色 青灰色 ,, 

8 ,, 6. 2 ,, ,, ク ・ '， • 白 灰色 白 灰 色 � 

， 付
ー品

坪
ム口 5. 7 付 病 台 ,, ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内外面黒色処理 ,, . ,, ，， 黒 色 黒 色 . 

1 0  ，' 7. 3 ,, ‘ ケ ク ・ '， ,, 暗灰色 暗灰色 ,, 

1 1  ,, 10. 0 ,, ,, ，， ク ・ ，' ,, ，， ,, • 
1 2  ,, l l , 0  ,, • ,, ,, . ,, � ,, ,, 、

（ 第58 · 59)

|
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遺
物
番
号

法 址 (cm) 色
器 種 形 態 上 の

特 徴

手 法 上 の

特 徴

胎 土 焼 成
器 話 口 径 底 径 外 面 内 面 ．

 

出

状

井戸址 2 （ 第58 · 59図）

7 甕 24 . 2  口縁部ゆ る ＜ 外反 （ 内 ） 刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ 小紗·雲母 不 良 暗褐色 暗褐色 榎
（ 外） 櫛描波状文 · 簾状文

13 坪 4 . 0  1 2 . 0  5 .  J イ本 部内弯気味 ・ 端 部外反 ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内 面黒色処理 ,, . .  ,, 赤褐色 黒 色 ,, 

14 ,, 5. 8 ,, ・ （回） 糸 切 り · � ,, . ,, � 黄褐色 ,, ,, 

1 5  � 5 . 8  • ,, • ヘ ラ ケ ズ リ ・ � ,, . ,, 良 好 赤褐色 ，， ,, 

16  蓋 扁 平擬宝珠つ ま み ロ ク ロ 整形 ，， ． ，' ,, 白 灰 色 白灰色 ,, 

1 7  付
Col古 ム坪に 8 . 0  付森台 ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ • ク ・ ', ,, 黄褐色 黒 色 ,, 

,, ・ （ 回 ） 糸 切 り · ,, 
1 8  ,, 6 . 0  � ヘ ラ ナ デ ・ 内外面黒色処理 ,, . � ,, 黒 色 ,, . |

 10
4

ー

井戸址 3 （ 第46図）

7
 

甕 21 . 8  口紺部ゆ る ＜ 外反 • 端 部内弯 · イ本部 丸味 （ 内 ） 刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ
（外 ） ク ・ 櫛 歯 9 本 7 - 8 止波状文 小糾 多I 良 好 茶褐色 赤褐色 榎

建物址 （ 第62 · 64 · 65図）

1 甕 19 . 2 口縁部ゆ る ＜ 外反 · 端 部内弯 （内）
）

ヘ ラ ナ デ 小砂（ 多） 不 良 赤褐色 黒褐色 撹乱
（外 刷 毛 ナ デ ・ 櫛歯6 本 2回止簾状文·i皮状文

2 ,, JO .  6 （
（

内
外

）
）

ナ
ヶ
デ

・ 指 お さ え
. .  石 （多 ） • 黒褐色 赤褐色 • 

3 ,, 7 . 2 ｛ 内
外

） ヘ ラ ナ デ ，' （ 多） 良 好 ，， ,, • 
） ナ デ

4 ケ 5 . 8  （
（

内
外

）
）

刷

ナ
毛

デ
ナ デ ,, ( ,, ) 不 良 茶褐色 茶褐色 ，， 

5 ,, 7 . 0  （
（

内
外

）
）

ヘ ラ
，'

ナ デ � 良 好 赤褐色 赤褐色 • 
21 . 8  （

（
内外

）
） ヘ ラ ナ デ

黄褐色 黄褐色6 空- タ ク ・ 刷 毛 ナ デ " ( . )  ,, ,, 

7 ,, ? （（外
内

）
） ヘ ラ ナ デ ,, ,, 赤褐色 赤褐色 ，， ,, . 刷 毛 ナ デ

8 蓋 （外） ヨ コ ナ デ ・ ナ デ ,, ，' 黄褐色 黄渇色 ,, 

， ,, つ ま み 部 ］ 穿孔 （外） ヘ ラ ナ デ 小砂（少） 良 好 赤褐色 赤褐色 ,, 



遺 法 駄 (cm)
物 器 種 形 態 上 の 特 徴番

器 高 口 径 底 径号

10  甑 s. 4 底 部 1 穿孔

1 1  

壺

12.  8 口縁部ゆ る く 外反

1 2  S 字甕 10 .  2 ,, S 字状

1 3  柑 ,, 内弯

14 台付甕

1 5  ,, 9. 6 端 部ゆ る く 外反

16 高坪 脚部大 き く 外反 . 2 孔一対穿孔

l 坪 3. 5 13 . 2 6. 7 口縁部やや外反
| 

10

5— 

2 ,, 3. 9 12 . 9 6 . 0  体部内弯気味

3 ，， 3. 5 1 2 . 6  6.  2 ,, 

4 ，' 3 . 8  1 2 .  5 5 . 0  ,, 直線的

5 • 6. 5 ，， ,, 

6 � 7 . 0  ,, ,,. 

7 ,, 6. 0 底 部 と 1本部の境は 不明瞭

8 ,, 7. 0 1本部直線的

， ,, s. 8 ,, 

JO  ,, 5. 2 体部内弯気味 ・ 体 部 と 底部の境不明瞭

1 1  ,, 8. 5 ,, 

12  ,, s . o  ,, 

13 ,, 5 . 5  ,, 

手 法 」:. の 特 徴

（ 内 ） ヘ ラ ナ デ
（外） ,, 

（
（
外
内

）
）

ヘ
ナ デ

ラ ナ デ
（
外
内 ） 刷 毛 ナ デ

( ) ,, . ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩
（
（外

内
）
） ナ

，,
デ

． 刷 毛 ナ デ

（ 内 外） ヘ ラ ナ デ

（
（

内
外

）
）

刷毛 ナ デ ・ ナ デ
� . ヘ ラ ナ デ

（
（外
内 ）

）
ヨ コ ナ デ
ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

ロ ク ロ 成 形 ・ （回 ） 糸 切 り

ケ ,, 

• ，， . ，， 

• ‘‘ 

� � 
,, � 
,, ,, 

,, ，，， 

,, . 
，， � 
,, ‘’ 

,, ，， 

底部周緑
ヘ ラ ナ デ

,, 

,, 

胎 土

小砂·石

• 
ケ

. (少）

• 
ヶ

. (少）

,, ( 多）

• 
ケ

,, 

,, 

,, 

• 
,, 

,, 

,, 

• 
,, 

,, 

色 調 出 こ
焼 成

外 面 内 面 状 ！

良好 黒褐色 茶褐色 攪乱

,, 赤褐色 赤褐色 � 
,, 赤 色 ，，， " 
，， ，' 黒 色 ,, 

• 赤褐色 赤褐色 ,, 

,, 黄褐色 黄褐色 ，' 

‘’ 赤 色 赤褐色 � 

良好 青灰色 青灰色 ,, 

,, ,, ,, ,, 

,, 白 灰 色 白 灰 色 ,, 

3/ ,, ,, ,, 

，， 暗灰色 暗灰色 • 
,, ケ ,, ,, 

• 白 灰 色 白 灰 色 ‘ 
ヽ 緑灰色 緑灰色 � 
• 青灰色 青灰色 ,, 

• 茶褐色 茶褐色 ，' . 青灰色 青灰色 ,, 

不 良 白 灰 色 白灰色 ，， 

良好 暗灰色 青灰色 ,, 



遺 法 駄 (cm) 色 訳
物 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

出 土

ーりロ＿ 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面
状 態

14  坪 6. 0 ロ ク ロ 成形 ・ （回） 糸 切 り 小砂 良好 緑灰色 緑灰色 攪乱屑

15  ,, 6. 2 ， � � ，， ,, ,, ，' 

16  ,, 6. 4 1本部内弯気味 ・ （本部 と 底部の境不明瞭 ,, ケ ,, • 白灰色 白灰色 ,, 

17 ,, 5. 8 ,, ，，， ,, ,, 緑灰色 緑灰色 ,, 

18 ，' 7. 0 体部直線的 � • ,, ，， 青灰色 百灰色 ，， 

19  ,, 5. 8 ，' 内弯気味 ケ ケ ,, ,, ,, ，' ,, 

20 ，' 6. 5 ,, ,, • ,, � ,, ,, 

21  ,, 6. 4 . ,, ,, • � ,, ,, 

106-ー

22 ,, s . o  丸底気味 ,, � ・ ヘ ラ 整形 ，， • � ，' ,, 

23 ，' 6. 6 ,, ,, • ,, 白灰色 白灰色 ，' 

24 ,, 6. 2 体部直線的 ,, " ヽ • ，，， ,, ‘’ 
25 請 9. 5 付森台 ,, ,, ,, � ,, 緑灰色 緑灰色 • 
l 坪 4. 8 12. 5 s. 5 （本部内弯気味 • • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内 面黒色処理 ,, . 石 ，， 黒褐色 黒 色 ,, 

2 
付
古'"】

坪
ムに 6. 3 付高台 ,, ,, ,, ,, ,, 赤褐色 ,, ,, 

3 ,, 6. 8 （本部内弯気味 ,, � ,, ,, ,, 暗灰色 暗灰色 ,, 

4 坪 5. 0 丸底気味 ロ ク ロ 成形 · ヘ ラ ケ ズ リ 小砂 ,, 赤灰色 白灰色 覆 土

5 
付
古'"' ム

坪
口 6. 0 付店台 ,, ・ （回） 糸切 り 外縁 ナ デ ・ 内

色
面
処理

黒 ,, . 雲母 不良 黒褐色 黒 色 • 
6 ,, 7. 3 ,, ,, • ヘ ラ ケ ズ リ • 良好 緑灰色 緑灰色 ヽ

7 坪 5. 0 丸底気味 ,, ,, ，， ,, 暗灰色 赤褐色 ,, 

8 ー晶
付

ム
坪口 6. 2 付高台 ，' ,, ． ，' ,, ,, ,, 赤褐色 黒 色 ,, 
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遺 法 駄 (cm) 色
器 種 形 態 J-. の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面
状 ！

， 靡 g, 5 付嵩台 ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ 小砂 良好 育灰色 青灰色 覆

1 0  蓋 扁 平擬宝珠形つ ま み ，， • ? . ‘’ ,, ，， ケ ，' ,, 

1 1  付
ー品 ム杯口 1. 0 付高台 ,, ,, • 自 然釉 ,, ，， 暗黒色 暗褐色 ,, 

12  ,, 9. 5 ,, ,, ,, ,, 暗褐色 ,, . 
13  蓋 扁 平擬宝珠形つ ま み ,, • 天井部ヘ ラ ケ ズ リ . ,, 緑灰色 青灰色 ，' 

1 4  ,, � • • • ‘’ 青灰色 ,, ,, 

15  付
-，，，向 ム坪口 9. 5 付高台 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ ,, • 々 ,, • 

1 6  高

坪

10. 0 体部内弯気味 · 裾部外開 ,, ,, • 内面黒色処理 ,, • 黄褐色 黒 色 • 

1 7  把 手 8 .  5 半環形 手 こ ね • 自 然釉 ,, ,, 暗灰色 暗灰色 • 

18 壺 23. 0 肩部最大径 ロ ク ロ ナ デ ,, ‘’ 白灰色 白灰色 ヽ

1 9  坪 9. 5 f本部内弯気味 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内 面研磨 ,, ，， 赤褐色 赤褐色 ,, 

土砿41 ( 第70図）
t不

2

3

 

靡

坪

4. 0 

4 . 0  

13 . 0 

13 .  0 

6. 0 

6. 5 

体部内弯気味

付高台

6. 5 I f本部内弯気味

ロ ク ロ 成 形 ・ （ 回 ） 糸 切 り

，' 

,, 

・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内外面黒色処理

・ （ 回 ） 糸 切 り ・ 内 面黒色処理

小砂

ク

,J秒·雲母

良 好

,, 

,, 

白灰色

黒 色

赤褐色

臼灰色

黒 色

覆

,, 

,, ク

土砿42 (第70図）
4

 坪； 5. 6 ロ ク ロ 成形 ・ （ 回 ） 糸 切 り 小砂 良好 白灰色 白 灰色 覆

土絋43 ( 第58 · 70図）
8

5

 

高坪

杯 3. 5 1 2. s 

14.  0 

7. 3 

脚部外反

体部直線的

（内） 刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ
（外） ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

ロ ク ロ 成形 ・ （ 回 ） 糸 切 り

小秒·雲母

小砂

良好 赤 色

青灰色

赤褐色

青灰色

覆

,, 



遺
物
番
号

法 戴 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特

徴

手 法 上 の 特

徴

胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出 土

状 態

6
 

面t不 杯部接合部 5 mm 1 孔 ロ ク ロ ナ デ ・ 脚 部内 部 し ぼ り 目 小砂 良好 白灰色 暗灰色 獲 j
 

I ト レ ン チ （ 第66図）

—

l08

| 

1 甕 2 1 . 2  口縁部ゆ る く 外反 • 端部外反 • 卵形
（
（
外
内

）

） ヘ ラ ナ デ 小砂 良好 暗褐色 黄褐色 穫 こ刷毛 ナ デ ・ 櫛 歯 8 本 5- 6 止i皮状文
2 ,, 21 . 0 ，， 外反 • 最大径 ｛ 内

外
）
）

ヘ ラ ナ デ ,, . 石 . 茶褐色 茶褐色櫛 歯 1 2本 2 止簾状文 . i皮状文 � 
3 6. 4 平底

（
（外

内 ）
）

ヘ ラ ナ デ � 00 ,, ,, 櫛 歯 8 本 波状文 • イ本部下半ヘ ラ ナ デ ,, • ,, 

4 ‘’ 6. 8 ,, • 上 底 気味 （ 内 · 外） ヘ ラ ナ デ • H • • ,, ,, 

5 ,, 7. 7 ，' ( ,, ) ,, ,, ケ ,, • � 
6 ,, 6 . 0  ,, ,, ( ,, ) ,, ,, . 雲母 ,, � . ,, 

7 

壺

9 . 0  ,, （
（ 外

内 ）
） ヘ

ナ デ
ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

，， ． 、 • 黄褐色 黄褐色 ,, 

8 • 8 . 2  ,, （
（外

内 ）
） ヘ

ナ デ
ラ ナ デ ・ 赤色塗彩

，， ,, � ‘‘ & 

， 台付甕 16 .  1 口縁部直立気味 · 端部外反 ｛外
内 ）

）
ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ,, . .  ，， 暗褐色 暗褐色 ,, 櫛 歯12本 1 回 止簾状文 · 波状文

1 0  ,, 13 .  0 台部外反 （
（

内 ）
）

刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ,, � 灰褐色 灰褐色外 ヘ ラ ナ デ ,, 

川 ト レ ン チ （ 第67図）

l 

壺

球形 ？ （
（

内

外
）
）

ヘ ラ ナ デ 小砂 細 灰褐色 黄褐色 覆 _j
刷毛 ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

2 ,, 5. 5 平底 鷹l -:__� ナ デ ，， ,, 赤褐色 赤褐色 . 
3 台付甕 8 . 0  台部ゆ る く 外開 （ 内 ）

）
刷毛 ナ デ � ,, 茶褐色 茶褐色 � 

（外 ヘ ラ ナ デ

4 高坪 14. 0 脚部外反
（
（

内

外
）
） ヘ

ナ デ
ラ ナ デ ,, ,, 赤褐色 赤褐色 .. 

W ト レ ン チ （ 第67図）

5

6

 

甕

壺

10 .  4 

9 . 3 

平底

� 
（ 内 ・ 外） ナ デ

憐｝ ，'
ナ デ

小砂

小砂l少）

良好
ケ

暗褐色

黄褐色

赤褐色

黄褐色

穫 j
 

,, 



遠 法 駄 (cm) 色 調 出物 器 種 形 態 上 の

特

徴 手 法 」ー・ の

特

徴 胎 土 焼 成番
外 面 状

号 器 高 口 径 底 径 内 面

7 篇杯？ 12 . 8 脚 部ゆ る く 外反 . 4 穿孔 （
（ 外

内 ）
）

刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ,, . 石 良好 赤 色 赤褐色 投ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩
8 ，' ，' 直立 気味外反 （

（外
内

）
） ヘ ラ ナ デ ,, • 黄褐色 黄褐色ク ・ ナ デ

， • ? ヶ 外反 ・ 穿孔 （
（
外
内

）
） ヨ コ ナ デ

13. 8 ヘ ラ ナ デ • � ,, ,, 

V ト レ ン チ （第67図）

10 器台 6.  7 平底 （ 内 ） ヘ ラ ナ デ

（ 外） ，'
小各母 良 好 黄褐色 黄褐色 裂

包含層 （ グ リ ッ ト • そ の他） 、 （ 第73 · 62 · 74 · 75図）

ー

109

-

I 高坪 脚部外反 （
（ 外

内 ）
） ヘ

ナ デ

ラ ナ デ ・ 赤色塗彩
小砂 良好 黄褐色 赤 色 包 t・ 芸母

2 器台 ，' 直立気味外反 ・ 穿孔 3 （
（

内

外
）
）

ヘ ラ ナ デ ，'（ 少） ,, 赤褐色 ,, 
" . 赤色塗彩

3 

壺

口縁部直立気昧 （
（
外
内 ）

）
ヘ ラ ナ デ • 暗褐色 暗褐色
櫛 歯 7 本歯簾状文 ・ 10本歯T 字状文 � 

4 甕 8. 2 1本 部内 弯 （
（外

内 ）
） 刷 毛 ナ デ ヶ ,, ,, 

ヘ ラ ナ デ

5 ,, 6. 9 底 部 片 （
（外

内 ）
） 櫛

ナ

歯
デ

1 2本i皮状文
,, 3/ • " 

6 小形壺 12 .  0 1 0. 4 s.o 口 縁 部外反 • 最 大 径1本部 中 央 （
（
外
内）

）
刷 毛 ナ デ ,, 黒褐色 褐 色ヘ ラ ナ デ ・ ナ デ ,, 

7 甕 7 . 5 店部最大径 （
（

内

外
）
）

刷
櫛

毛

歯 1
ナ
0本

デ

2 回 止簾状文 ・ 波状文
，， � 茶褐色 黄褐色

8 � 6. 6 （
（

内

外
）
）

ヘ ラ ナ デ ・ 刷 毛 ナ デ ,, . 項母 ，' ,, 茶褐色10本波状文， � = 6. 2 （外） ヘ ラ ナ デ ・ 赤色塗彩 ,, . ,, ，' 赤 色 ，' 

1 0  台付甕 1 2 . 8  口 縁 部ゆ る く 外反 · 端部面取 り ・ ｛外
内 ）

）
ヘ ラ ナ デ ・ 刷

簾
毛 ナ デ � ,, 赤褐色 赤褐色9 本 2 回止 状文 · 波状文 · ナ デ

17  甕 6. 4 底部ややは り 出 す （
（

内

外
）
） ヘ

ナ デ

ラ ナ デ • ( 多） . • ,, 

1 8  

壺

6. 8 1本部上 半 最 大 径 · 卵形
（
（外

内 ）
）

口緑
本

部赤色塗
文

彩 ・ 刷 毛

塗
ナ デ

不 良 赤 色 惰
·13 T 字状 · 赤色 彩 � 

黄 色
l 坪 5. 2 杯部内 弯 気昧 ロ ク ロ 成 形 ,, 良好 臼灰色 白 灰 色

2 � 6. 0 ,, • ・ （ 回 ） 糸 切 り ,, ,, ,, ,, 、:



遺 法 駄 (cm)
器 種

器 品 口 径 底 径

3 蓋

4 ”‘ 3. 3 ]5 . 7 6. 0 

5 付
古向 ム

杯
に3 3. 7 ] 2 . 8  g ,  3 

6 ,, 3, 7 1 1 .  7 8. 8 

7 蓋 14 , 0 

8 坪 5, 7 

， ,, 6. 5 

JO  ,, 7 . 3 

ーllo_
1 1  ,, s. 7 

1 2  ,, 1 4 . 3 

] 3  請 1 2. 0  s . o  

1 4  坪 6, 8 

1 5  胃乳 6. 0 

1 6  坪 6. 0 

1 7  ,, 4. 4 1 8. 7 9. 2 

18  ,, 5. 8 

1 9  ,, 4. 8 18 .  0 7. 0 

20 ,, 6. 0 

2 1  ,, 5- 5 

1 . 6. 4 

形 態 上 の 特

徴

扁 平擬宝珠形つ ま み

体部直線的

付高台 ・ 1本部直線的

,, ,, 

口縁部嘴状

体部内弯気味

f本部直線的

，， 内弯 気味

，' 直線的 · 端部肥I阜 · 台部欠損

,, ,, 
付高台

底 部突出

体部内弯気味

,, 

,, 

手 法 上 の 特

徴

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ 成 形 ・ （ 回） 糸 切 り

,, ・ ヘ ラ ケ ズ リ

,, ,, ？ 

,, ,, 

,, ,, • 内 面黒色処理

,, ,, 

,, ,, 

,, ,, 

‘’ ,, ,, 

,, ,, • 内外面 黒色処理

‘’ • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内面黒色処理

• ・ （回 ） 糸 切 り ・ 周縁 ナ デ ・ 内
面黒色処理

ヽ • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内面黒色処理

• ，' � . ・ （回） 糸 切 り
・ ヘ ラ ケ ズ リ
• 黒色処理

,, • ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内面黒色処理

� ケ ,, 

• ,, " 

• ・ （回） 糸 切 り ・ ,, 

色 調 出
胎 土 焼 成

外 面 内 面 状

小砂 良好 暗灰色 暗灰色 包含

,, ,, 白灰色 白灰色 ,, 

，， ,, 暗灰色 暗灰色 � 

,, . 石 ，， ‘’ ,, ,, 

� ,, 青灰色 青灰色 ,, 

,, ,, 赤褐色 黒 色 ,, 

• ,, 白灰色 灰 色 & 

,, . ,, 不 良 灰 色 � ，， 

ク ・ ，' 良好 緑灰色 緑灰色 • 
,, ，' 赤褐色 黒 色 ,, 

，， . 黒 ，， • 
� " 赤褐色 ,, ,, 

小砂
•雲母

，， 黒 色 • ,, 

ク ・ ク • 赤褐色 ,, ,, 

,, . ,, • • ，， ，' 

，， ，， ，，  � • ,, . . . ,, . ,, ,, 

,, . � ケ 黄褐色 ,, ，' 

,, ケ 赤褐色 ,, ,, 

ク ・ '， ，' ,, ·ヽ � 



遺 法 駄 (cm) 色 調 廿物 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

廿

2 t;r; 4 - 3  1 2 .  0 5 , 3 （本部直線的 ロ ク ロ 成形 ・ （ 回 ） 糸 切 り •内外面黒色処理 小砂 不 良 黒 色 黒 色 包
•雲母

3 ,, 6. 0 1本部内弯気味 ロ ク ロ 成 形 · ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内 面黒色処理 ク ・ ，' 良 好 黄褐色 黒 色

4 ,, 12 . 2 ，' 直線的 ，， ,, ,, 白 灰 色 白 灰 色
・ （回 ） 糸 切 り

5 ,, 4, 5 1 1 . 5  4 . 8 ,, ,, ,, ，， . ,, 

6 ,, 4 . 0 13 .  I 6. 0 ，' ,, ,, ,, . ,, ,, � 
7 ,, 4, 2 13 . 3 5 . 0  '， 内弯 気味 ,, ,, ,, ケ ,, � 

8 ,, 4. 2 13 . 2 5. 3 '， 直線的 ，， ，， ，， • � � 

， � 4. 0 12 .  6 4 , 9 ，' 内弯気味 ,, � • ,, 黒灰色 黒灰色

|
l
l
l| 

1 0  ,, 4. 2 13 - 2 5 . 5 ,, ,, ,, ,, ,, " ヽ ,, 

1 1  甕 23. 7 口緑部外反
（
（外

内 ）
）

ナ
タ

デ
タ キ 目 ,, • 赤褐色 赤褐色

石 器 ・ 土製品 （ 第75図）

12 敲打器 16. 2 5 . 9 3. 5 西洋梨形 両端 に 微沿状 硬砂岩 青暗色 裂

13  ,, 18. 4 6. 0 3. 5 ,, ，， ,, ,, 

1 4  紡錘車 6. 6 o. 7 円形 . 1 孔径 o.9 cm 磨製 頁岩 明褐色 床

1 5  土 錘 4. 5 1 .  0 紡錘形 ・ 1 孔径 O. 5 cm 両 端 面取 り 土製 良 好 黒褐色 穫

1 6  円 板 4. 3 4, 0 o. 6 周縁打 ち か い た ま ま 土器片利用 • ,, 赤 色 赤 色



第 5 表 出 土土器拓影一覧表

遺9勿 器種 部 位 手 法 上 の 特 徴 遺物 器種 部 位 手 法 上 の 特 徴 遺物 器種 部 位 手 法 上吊 号 番 号 番 号

第16号住居址 （ 第47図） 20 甕 1本 部 波状交 （櫛歯 4 本）
， 甕 頚 部 横線文 （太） ・ i皮状

1 空- 頚 ・ 1本部 8 本横線文 上→ 下現存 2 本縦線文 21 ,, ( � 4 - 5 本上→下）
1 0  ,, � 簾状文 ヶ • • ,, 

2 ，， 頚 部 12本 2 粂 ，' ,, 1 条 22 ,, ( � 7 - 8 本 ,, ) 1 1  � 口緑部 波状文，， . 
3 ‘‘ ,, ,, ,, ・ 文様外内面赤色塗彩 23 ,, ( � 8 本 ヶ ）

1 2  ,, ロ ・ 頚 部 ,, ( 2 回 止 ）,, ,, 

4 ，' 頚 ・ f本部 太めの櫛 ( ? ) 4 本歯 24 ,, ( ,, 6 本以 上 ,, ) 1 3  ,, ,, ケ · 簾状文,, ，' 

5 認 肩 部 刷毛整形 25 . ( ,, 7 本 ,, ) ) 
14  ,, ,, ，， ,, ，' 

第 1 7号住居址 （ 第47図） 26 ( � � ) 
15  • ,, 刷 毛 ナ デ→10本簾�:A,, ,, ,, 6 本

6 壺 f本部 上 半 T 字状文 · 単位不 明 27 ,, ,, （ ，， 3 本 ,, ) 
16  ,, 頚 · イ本部 波状文 ・ 簾状文� 

7 . ,, ,, ・ 文様下赤色塗彩 28 ，' 17 ，， 口縁部 ,, 8 - 9 本歯，， 

ー

112
—

8 甕 体 部 3 本斜行条痕 29 ,, （ ，' 3 本 ,, ) 
18 ケ 頚 . I本部 ,, 10本,, • 

， ，' 口縁部 3 - 4 本波状文 30 ,, ,, ,, ( ,, 5 本 ，' ） 第 2 号竪穴状遺構 （ 第50図）

1 0  ,, ，， 振 巾 の 小 さ い 波状文 ・ 単位不 朋 31 ,, ,, ,, ( ,, 4 - 5 本） 19 壺 穎 部 T 字状 文 • 赤色塗彩

1 1  ,, 頚 部 8 本 3 回 止波状文 · 潰状文
第 1 号竪穴状遺構 （ 第50図）

20 • ,, ,, � 

12  ,, ,, 9 本波状文 1 壺 頚 部 4 条の 太 め の 直線 文 2 1  ,, ,, ,, ( 3 粂 上→ 下）

13  . ,, 波状文 2 10本 T 字状 文 22 ,, ,, • ,, 
‘‘ ,, 

14  ,, ,, 8 本 ( ·) ) 2 回 止禰状文 T 字状 文 23 ,, ,, ,, 3 ,, � 
1 5  ,, j本部上半 6 本簾状文 · 波状文 横線文 ・ 剌突文

24 ,, ,, � ( 1 2本 上→ 下）4 • ヽ

16  ,, ,, 波状文 9 本 T 字状文
25 ,, ,, ，， • 5 ,, ,, 

17  ,, 頚 部 ,, 
6 ,, 7 - 8 本 T 字状文上→ 下 26 甕 口緑部 7 本波状文 ・ 刷毛ナ� 

18  "' ,, • （櫛歯 9 本以上） 9 本 T 字状文 27 � ,, 波状文 2 条7 ,, ，' 

19  ,, ,, ,, 
T 字状文 ・ 区画 文 • 赤色塗彩 28 • ,, ,, 5 粂 上→ 下8 ’‘ 



遺i勿 器種 部 位 手 法 上 の 特 徴 退i勿
番 号 番 号

29 甕 口縁部 波状 文 2 粂 4 

30 <- ケ ,, 5 

3 1  ,, ,, ,, （乱雑） 6 

32 ,, • 波状文 7 

33 ,, ,, 8 本波状文 8 

第 2 号竪穴状遺構 （ 第53図） ， 
1 甕 1本 部 4 本斜行文 10 

2 ,, ,, 斜行粂線文→ 8 本波状文 1 1  

3 ,, ,, 2 - 3 本波状文 12 

-

113-

4 � 頚 • 体部 12本波状文→ 2 回止簾状文 13 

5 ,, ,, 4 本 ？ 波状文 14 

6 ‘’ 頚 部 10本 1 回 止 波状文

7 ，' lj 簾状文 . i皮状文 I 

8 • 頚 . f本部 8 本 ？ 簾状文→i皮状文 2 

， ,, 頚 部 簾状文 · 波状 文 3 

1 0  ‘’ • 横 ・ 縦刷毛ナ デ 4 

1 1  ‘‘ ロ ・ 頚部 波状文→簾状文 5 

第 3 号竪穴状遺構 （ 第56図） 6 

1 壺 頚 部 3 粂 T 字状文 • 横線文 上→下 7 

2 ,, ,, 8 本 T 字文 . 3 条横線文 8 

3 ,, ,, ,, � ， 

器種 部 位

壺 頚 部

甕 口縁部

,, ‘’ 
,, ‘‘ 

甕 頚 部

,, ヽ

‘’ ,, 

，， ,, 

，， ,, 

壺 ,, 

甕 口緑部

手 法 上 の 特 徴

横線文→剌突文

波状文

6 本 ·] i皮状文上→下

6 - 7 本 ？ 波状文

10本 2 回 止 簾状文→i皮状文

8 本 ヶ → ,' 

7 本簾状文 • 波状文

廉状文→ 5 本波状文上→下

10本 2 回 止簾状文→波状文

横線文→刺突文

波状文

建物址 （ 第63図）

壺 頚 部 T 字状 文

,, ,, 1 0本 T 字状文 • 赤色塗彩

& ,, T 字状 文 ？

� ,, 横線文→剌突文

甕 口緑部 1 4本横線文→刺突 文. ，， 5 ,, i皮状文 ・ 簾状文

• ,, 8 ,, 簾状文 上→ 下

• ,, 波状文

，， 1本 部 9 本波状文上→下

遺 物
番 号

1 0  

1 1  

1 2  

1 3  

1 4  

1 5  

1 6  

1 7  

1 8  

1 9  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

器種 部 位 手 法 上

甕 f本 部 波状文

壺 頚 部 横線文 ・ 区画 文 • 赤

甕 ，， 簾状文 . i皮状文上→

,, ,, 2 回 止 簾状文 ・ i皮��

甕 頚 部 3 回 止簾状文 . 9 オ

ク 体 部 刷毛ナ デ ・ 波状文

,, 口縁部 6 本簾状文 • 波状文. . 刷毛ナ デ ・ ロ唇部突

,, 頚 部 ，， 

,, 1本 部 " 

土砿40 ( 第71 図）

甕 f本 部 5 本斜格子文

·ヽ ，， 波状文

土砿41 ( 第71 図）

壺 頚 部 T 字状文

甕 口縁部 6 - 7 本i皮状文

土 拡42 ( 第71 図）

甕 口縁部 波状文

，' 頚 . j本部 簾状文 . 9 本 ? i皮状

,, ,, 9 本 ？ 波状文



遵牛勿 器種 部 位 手 法 上 の 特 徴 遺物 器種 部 位 手 法 上 の 特 徴 遺 牛勿 器種 部 位 手 法 上番 号 番 号 番 号

I ト レ ン チ （ 第68図） V ト レ ン チ （ 第68図） 1 4  甕 口縁部 14本波状文 上→下

1 壺 頚 部 T 字状文 ？ 1 s· 壺 頚 部 横線文 • 内 面 赤色塗彩 1 5  ，， 頚 部 簾状文 • 波状文

皿 ト レ ン チ （ 第68図） 19  � ,, T 字状文 16 ,, ｛本 部 波状文

2 壺 頚 ・ 1本部 横線文 • 赤色塗彩 20 & � ケ 1 7  ，， ,, 10本波状文上→ 下

3 ,, 頚 部 T 字状文 ・ • 21 ,, ,, 横線文

4 ,, ケ 横線文→ ヘ ラ で縦線 22 甕 1本 部 刷毛 ナ デ ？ ・ 波状文

5 ,, 3/ T 字状文 • 内外面赤色塗彩 23 ,, ，， 簾状文 ・ 14本波状文上→下

6 甕 口緑部 刷 毛 ナ デ→ 波状文 包 含層 （ グ リ ッ ト • そ の 他） （ 第72図）

7 ,, 口1本部 簾状 文 ？ ・ i皮状文 1 壺 胴 部 箆描山形文 ？ b -23 
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8 ‘ 頚 部 3 回止簾状文→ 波状文 2 甕 口縁部 波状文 � 
， ,, ,, 9 -10本 3 回止簾状文→ 波状文 3 頚 ・ 1本部 9 本 2 回止簾状文 • 波状文 ·,, ,, 

1 0  ,, ,, 8 本 ? 1 回止謄状文→ ヶ
4 1本 部 6 本波状文 上→ 下,, � 

1 1  ケ ケ 7 本 ？ 渭状文 ． 波状文 5 ，，， 口縁部 波状 文 C - 2 

1 2  ,, ケ 廉状文 . 9 本 ？ 波状上→下 6 頚 ・ 1本部 12本 3 回 止篤状文 � ,, 

N ト レ ン チ （ 第68固） 7 ，， � 刷 毛 ナ デ→ 10本簾状文 . i皮状文 . ,, 

1 3  壺 頚 部 刷 毛 ナ デ→ 横線文 • 赤色塗彩 8 ，' f本 部 10本波状 文 上→ 下 ,, 

14  ,, ,, 横線文 ， ,, 預 部 簾状文 • 
1 5  � ,, T 字状文 • 内外面赤色塗彩 10 ,, 1本 部 • . 5 本波状文 cl - 3 · 4 

1 6  甕 ,, 廉状文 1 1  空- 頚 部 T 字状文 ,, 

17  ,, I本部下半 波状文現存 3 粂 上→ 下 1 2  甕 f本 部 波状文 上→ 下 ,, 

13  壺 口縁部 T 字状文



第 4 章 清野保育園地点 の 調査

第 1 節 発掘調査の経過

1 経 過
清野小学校 プー ル地点 が事前 に発掘調査 を 必要 と す る と の 問 題 が起 き 上 が っ て き た こ ろ 、 す

ぐ 隣 に 保育園 を つ く る と い う 計面 が当市家庭児童課 よ り も た ら さ れ 、 調 査 を 必要 と す る か 否 か

と の 照 会 が あ っ た 。 こ こ も 前述 の と お り 四 ツ 屋遺跡の範囲内 で あ り 、 西側遺構群 に 含 ま れ る 地

域 と 想定 さ れ る の で、 工 事着工前 に埋蔵文化財保護 の た め 発掘調査 を す る 必要 が あ り 、 そ の 準

備 を お願 い し た い 旨 回 答 し た 。 こ の地 は 小学校 の 旧 プー ル 敷地 も 保育園建設予定地 に 入 っ て い

た た め 、 新 プー ル の 使 用 開始 ま で、 整地す る こ と が な か っ た の で、 調査開始 ま で若干 の 余裕 が

あ っ た し 、 塩 崎 小 学 校 第 3 次 調 査 終 了 後 そ の残務整理 を 終 え た時点 か ら 調査 に か か る こ と に

し た 。 し か し 塩崎小学校第 3 次調査員 の う ち 主 力 と な っ た 信大学生 が教育実習期間 に か か り 、

調査団 の編成 も ま ま な ら な か っ た 。 こ れ も 今年 度 中 に 開園 と い う 条件付 で あ っ た の で、 編成不

備の ま ま 6 月 25 日 か ら 7 月 1 4 日 の 予定 で調査に か か る こ と に し た 。 調査面積は既に破壊 を う け

て い る 旧 プ ー ル跡 を 除 い て 約1000 m' を 対象 に し た 。 作業員 に つ い て は 、 清野小学校 プー ル の経

験 が あ っ た の で、 岩野 ・ 消野区 長 及 び清野保育園建設期成同盟会の役員 の 方 々 に お願 い し た 。

調査は 調査対象地の ほ ぼ全 面 の 殺 土 を 徹去 し 、 遺構面 を 露呈 す る こ と か ら 開始 す る こ と に し た。

尚撤去排土は 小学校 の 好意 に よ り 校庭 の 隅 に 盛土 に し て 置 か せ て い た だ い た 。 ま た 調査 に よ り

出 る 廃 土 は 周 辺 が プー ル 及 び民 有地 で あ っ た の で小型 ダ ン プヘ ベ ル ト コ ン ベ ヤ ー に よ っ て 積載

し 、 そ れ を 集積場へ運搬す る 方法 を と っ た 。

2 調査 日 誌
6 月 20-24 日 清野保育園建設地の う ち 、 既 に破壊 を 受 け て い る 清野小学校 旧 プー ル 敷地 を

除 き 、 重機 と ト ラ ッ ク に よ る 遺構上面 ま での 表 土 等 を 除去す る 。

6 月 25 日 （曇） 重機等 に よ る 表土等除去 を 続 け る 。 本 日 よ り 人 力 に よ る 調査 を 開始す る 。

調査地内 の 中 央 に 使 用 中 の畑潅漑用 コ ン ク リ ー ト 管 があ り 、 こ れ に よ り 、 北側 を A 地 区 、 南側

を B 地区 と 便宜上分 け 、 A 地区 よ り 残土処理 を 行 う 。 東端付近 よ り 、 3 体分 の 人骨 を 発 見 し た

他 自 然堤防 を 横断す る 溝状遺構 が あ る 模様。 平安時代 に 比定 さ れ る 土 器 が 多 く 出 土 し た 。

6 月 26 日 （ 晴） 昨 日 発 見 し た 溝状遺構の プ ラ ン 追求 と 東端 に あ る 第1 8 · 19号住居址の検出

作業 を 行 う 。 尚遺構番号 は 前 の 鯛 査 に 続 き 東 か ら 発 見順 に 付 し た 。

6 月 27 日 （晴） 第18号住居址の精査及 び白 褐色の砂で埋 ま っ た 溝址 1 5 · 17 · 18 · 1 9号溝址

の調査に か か る 。
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6 月 27 日 （晴） 昨 日 に 引 き 続 き 溝址 の 調査 を 行 う 。 第20号住居址の プ ラ ン 追求後、 掘 り 下

げ を 行 う 。 第 1 号住居址の 実測 ・ 写真撮影 を 完 了 し 、 東 西 • 南北軸 に 基準杭 を 設置 す る 。 基準

杭 は 東端 を A と し 西ヘ ア ル フ ァ ベ ッ ト を 北 よ り ア ラ ビ ア 数字 を 付 し て呼称す る こ と に し た 。

6 月 28 日 （曇） 第20号住居址 ・ 溝址 の 精査及 び第19号住居址 の 調査 に か か る 。 土t広墓 2 -

4 の 調査 を 行 う 。 第 2 · 4 号 は 成 人 で、 第 3 号 は 子供で あ ろ う 。 副 葬 品 は な い 。 B 地区 の残土
処理 を 行 う 。

6 月 29 日 （ 雨 ） 降 雨 に て 作業 を 中 止す る 。

6 月 30 日 （曇時 々 雨） 条件 は 良 く な か っ た が、 調査期 間 を 勘案 し 、 B 地区 の遺構 プ ラ ン の

追求 を 行 う 。 B 地区 の 東 半 分 は 鉄分 を 多 く 含ん だ 溶脱層 で、 隅 丸方形の ビ ッ ト が散在 し 、 西端

付近 に は 平安時代 と 推定 さ れ る 住居址 があ る 模様 で あ る 。

7 月 1 日 （雨） 大雨洪水注意 報 がだ さ れ 、 降雨激 し く 、 作業 を 中 止 す る 。

7 月 2 日 （曇の ち 晴） B 地区 の遺構 フ
゜
ラ ン 追求 を 実施 し た 後 、 東側 よ り 検出 す る 。 第23号

住居址 • 溝址 の 追 求 と 掘 り 下 げ を 土砿 墓 の 手前 ま で行 う 。 第1 9号住居址 ・ 溝址1 5 の 実測作業 を

す る 。 溝址 全体の清掃 と 写真撮影 を 行 う 。

7 月 3 日 （晴） 第20号住居址の 精査及 び土砿44 · 45、 溝址16の調査 に か か る 。 溝址17-19

の 実測作業 を 行 い 、 終 了 後 先 に 設謹 し た 基準杭 よ り A 地区 に グ リ ッ ト を 配 し 、 弥生時代遺構 を

求 め 、 約30cm程掘 り 下 げ る 。

7 月 4 日 （晴） 第21 · 24号住居址の プ ラ ン 追求後調査 に か か る 一 方 、 調査地中央の焼土 に

伴 う 遺構 （第26号住居址） プ ラ ン を 追求 し た と こ ろ こ の 面 は す で に 床 面 が露呈 し て お り 、 新 た

に 第27 · 31 号住居址 の プ ラ ン が確認 さ れ た 。 B 地区 土砿群 ・ 溝址の プ ラ ン を 追求す る 。

7 月 5 日 （晴） 新 た に 第30 · 31 号住居址 の 調査 に か か る 。 ま た B 地 区 南 か ら 溝址 • 土砿の

掘 り 下 げ を 開始 す る 。 第21 号住居址 カ マ ド 中 よ り 形象埴輪 と 思 わ れ る 破 片 が出 土 し て 注 目 さ れ

た 。 第21 -24号住居址 を 完掘 し 、 写真撮影後実測作業 を 行 う 。 本 日 信大 医学部西沢技 官 が来訪

し 、 土 砿 墓鑑定 後 、 人骨 を持帰 る 。 成 人 二体 は 大 躯の 成 人 の も の で あ る と い う 。

7 月 6 日 （晴） 第30号住居址 に 土 器 集 中 地 が あ る た め て い ね い に 調査 を す す め る 。 B 区 は

順次調査 を 進 め る 。 新 た に 第28号住居址の プ ラ ン 追求 と 第25号住居址 の 調査 を 開 始す る 。 第31

号住居址完掘後写真撮影 · 実測作業 を 行 う 。

7 月 7 日 （晴） 第25 · 30号住居址 を 完掘 し 、 写 真撮影 • 実測 を 行 う 。 他 は 昨 日 と 同様調査

作業 を 行 う 。

7 月 8 日 （曇） 昨夜 の 雨 で B 区 の遺構確認 プ ラ ン の線 が消 え て し ま い 再確認 を 行 う 。 第28

· 32号住居址 の 調査 を 開始す る 。 第27号住居址精査後写真撮影 • 実測作 業 を 行 う 。

7 月 9 日 （曇 • 雨） 空模様 が あ や し く 、 し ば ら く し て 案 の 定 雨 に な る 。 遺構検出 を 断念 し 、

土器洗浄作業 を 行 う 。

7 月 1 0 日 （曇） 昨 日 の降雨 が ひ ど く 遺構検出 は す ぐ に も で き そ う で な か っ た の で、 B 区 の

遺構 プ ラ ン の 追求 を 行 う 。 午後 よ り 第28 · 32号住居址の調査 を 進 行 す る 。 第32号住居址完掘 し 、

- 116-




